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本書は、山梨県甲府市横根町地内に所在する大坪遺跡の発掘調査報告書であり

ます。

この遺跡が立地する甲府市東部地域の横根町は、大山沢川や十郎川などの中小

河川が造 りだした扇状地扇端部一帯にあり、古代か ら中世の時期の遺跡が集中す

る歴史性の豊かな地域であります。当遺跡の北側の山間地をみますと、全国的に

もよく知 られている横根・桜井積石塚古墳群が形成され、隣接する東原遺跡から

は自鳳期の小金銅仏が出土し、また久保田・道々芽木遺跡からも金銅製の海老錠

が発見されるなど、甲斐国の古代社会においてきわめて重要な役割を果たしてい

た地域でもあります。

大坪遺跡も、とくに1970年代に入り各種の開発事業に伴う発掘調査がたびたび

実施されさまざまな成果が得られてきておりますが、とくに特筆すべきは、「甲斐

型土器」と呼ばれる甲斐国独自の土師器を生産してきた一大窯業地であることが

判明したことであります。また、当遺跡の東方には国分二寺や甲斐国最古の寺院

である寺本廃寺に瓦を供給した古代の瓦生産地の上土器瓦窯跡や川田瓦窯跡も存

在し、この一帯が古代甲斐国の重要な生産地帯であったことが知られてきました。

今回の発掘調査は、福祉施設建設に伴う調査の関係上、限られた範囲の発掘調

査でしたが、堅穴建物跡や掘立柱建物跡のほか、旧河道、旧沼地等も検出され、

特に後者の旧河道や旧沼地からは古代の建築材や食器類、農具類などの木製品が

多量に出土し注目を集めました。そのほか、鋼製の巡方や円面硯、瓦塔なども検

出され、この地の公的、宗教的性格がさらに鮮明なかたちで浮かびあがってきま

した。これら多くの調査成果によって、大坪遺跡の古代甲斐国における歴史的位

置づけがさらに確固たるものになるものと思われます。

最後になりましたが、発掘調査の準備段階から本報告書刊行にいたるまで、甲

府市教育委員会をはじめ事業主体である社会福祉法人清翔会の各関係各位、また

発掘調査や整理作業に携わった多くの方々から多大なご指導やご協力をいただき

ました。ここに、深甚なる感謝と御礼を申し上げ序といたします。

2002年 3月

大坪遺跡発掘調査会

会 長  萩 原 三 雄



口

1 本書は山梨県甲府市横根町546番地ほか所在の大
坪遺跡の発掘調査報告書で、社会福祉法人清翔会の

委託を受けて大坪遺跡発掘調査会が実施した。

2 報告書作成のための作業分担は第 4章をか照。
3 本書の原稿執筆分担は以下のとお りである(敬称
略光

第■章第 2・ 3節 平野 修 (⑭山梨文化財研究所)
第10章第 1節 河西 学 (同上)
第10章第 2節 松葉礼子 (棚パレオ・ラボ)
第10章第 3節 新山雅広 (同上)
第10章第 4節 鈴木 茂 (同上)
第10章第 5節 藤根 久 (同上)
その他の原稿執筆、編集、校正は櫛原功一 《動山梨

文化財研究所 考古第 2研究室)が行った。
4 発掘調査および整理作業において、次の調査・業
務を以下の機関に委託した。

基準点狽I量・杭打設 柳シン技術コンサル
空中写真撮影・測量 仰フジタクノ
テフラ分析 ①山梨文化財研究所 地質研究室
樹種同定 。大型植物化石同定・花粉分析・珪藻分析

仰パレオ・ラボ

5 本書で用いた地図は建設省 (国土交通省)国土地
理院発行の地形図 (● 25,000)お よび地勢図 (1:
200,000)である。航空写真は仰シン技術コンサル、

空中写真は翻フジテクノによるものである。

6 引用 。参考文献は各節末にそれぞれまとめた。
7 本書に関わる出土品・図面 。写真等の諸記録は、
甲府市教育委員会にて保管する予定である。

8 大坪遺跡の概要については『山梨考古』78(山梨
県考古学協会2000)、 『木簡研究』23(木簡学会
2001)で報告しているが、本書の記述をもって本報
告とする。

9 発掘調査から報告書作成までの間、以下の諸氏・
諸機関から多大なる御助言・御配慮を賜った。記し

て心より感謝申し上げたい (順不同・敬称略)。

今井晃・鷹野正雄 (清翔会)、 数野雅彦・信藤祐仁・伊藤正

幸・平塚洋一 (甲府市教委)、 田代孝 。森原明廣・村石真

澄・保坂和博・網倉邦生・市川恵子・山本茂樹・田口明

子・湯川修― (山梨県埋蔵文化財センター)、 新津健 (山梨

県立考古博物館)、 矢野明洋 (文化財建造物保存技術協会)、

松井章 (奈良文化財研究所)、 室伏徹 (勝沼町教委)、 瀬田

正明 (一宮町教委)、 閏間俊明 (韮崎市教委)、 岡野秀典

(豊富村教委)、 野崎進 (境川村教委)、 小渕忠秋・阿部勲

(石和町教委)、 野沢昌康、原正人、山梨県考古学協会、甲

斐丘陵考古学研究会、甲斐史談会

1 遺跡全体図におけるX・ Y数値は、平面直角座標
第 8系 (原点 :北緯 86° 00′ 00″  東経 138°
30′ 00″ )に基づく各座標数値である。各遺構平面
図中の北を示す方位は、すべて座標北を示す。

2 遺構および遺物の縮尺は原則として次の通りであ
る。

<遺構>竪穴建物跡  1:60(竃 は 1:40)
土坑・ピット 1:40
溝    任意
全体図  任意

<遺物>土師器・須恵器・灰釉陶器 邦・皿

例凡例

土師器・須恵器 甕・瓦  1
須恵器ほか破片  1:3 1
ミニチュア土器・鉄製品  1
木製品  1:2、  1:3、 1

蓋・壺

1:3
4

4

2

4イよか

3 遺構図版中の ドット網かけは焼土を表わす。また
遺物分布図中の記号は次のとおりである。

土器 O  須恵器・灰釉陶器▲  木製品。
瓦■   土製品□
そのほか各図版中の凡例をか照。

4 図版中の遺物接合線については、実線は接合した
2点の遺物の接合関係を、また破線は接合しないも

のの同一個体であることを意味する。

5 土器断面の白抜きは土師器、黒塗りは須恵器、 ド
ットは灰釉陶器を表わす。また器面の粗い網かけは

スス付着、 ドットは黒色処理 (黒色土器)を意味す
る。土師器 。瓦断面のラインはヘラ削り、回転ヘラ

削りの範囲を示す。灰釉陶器の矢印は施釉範囲を示

す。

6 木製品のドット網かけは焦げ (焼痕)を示す。柱
痕の矢印は削り方向を示す。

7 土器・陶器観察表 (表lB)の 「胎土」の項中の略
は次のとおりである。

赤―赤色粒子、白―白色粒子、黒―黒色粒子、長一長石粒、

雲―雲母、角―角閃石 (輝石も含まれる)、 石=石英

8 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術
会議事務局監修『新版 標準土色帖』 (1991年度版)
を使用した。

9 遺構図版中の遺物番号は写真図版番号、遺物観察
表番号、出土状況図内番号と一致している。
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第 1章 調査の概要

甲府市横根町に存在する大坪遺跡地内において、社

会福祉法人清翔会により老人ホーム建設工事が予定さ

れたため、平成12年 5月 から9月 まで大坪遺跡発掘調

査会によって本調査が実施された。

西区 。東区の 2地区で計1400ゴの調査がおこなわ

れ、西区からは堅穴建物跡 2、 掘立柱建物跡 1、 土坑

16、 ピット等、東区からは旧河道、旧沼地、土坑 2、

柱穴列等が検出され、主に古墳時代から平安時代まで

の土師器・須恵器のほか、旧河道、旧沼地から古代の

木製品が多量に出土した。木製品には建築材、食器類、

櫛・下駄などの服飾具、紡織具、農具類、祭祀遺物、

札類があり、札類には判読不明ではあるが木簡が 1点

確認されている。また水車車軸と思われる木製品があ

り、全国的に最古級に属する資料として注目される。

そのほか特殊品としては猪牙製垂飾、銅製巡方、円面

硯、瓦塔、土鈴、瓦、土錘があり、調査区周辺に古代

表門郷の中心的な施設、または土師器生産に関わる公

的な施設、あるいは寺院等の宗教施設の存在が推定さ

れた。

第 2章 位置と歴史的環境

大坪遺跡は甲府盆地の北縁部、甲府市東部地域に位

置し、標高は約260mである。これまでに行われた数

回の試掘、本調査や分布調査の成果によれば、大坪遺

跡は大蔵経寺山と八人山の間を南流する大山沢川と支

流の十郎川が形成した扇状地扇端部から、笛吹川支流、

濁川が形成した沖積低地面にかけて広がっている。現

在の国道 140号線 (青梅街道)と国道411線 (旧甲州

街道)にはさまれた甲府市横根町～和戸町付近に所在

し、 」R中央線にかかる跨線橋付近を中心とする径
800m程度が遺跡の範囲とされている。大坪遺跡地内

で 4度目となる今回の本調査地点は、跨線橋東側、 J
R中央線の北側の葡萄園 2箇所で、隣接する社会福祉

法人清翔会の老人養護施設敷地内、南西側に位置する。

(図 1・ 2・ 41

この地域は低平で、急勾配で南下する十郎川は濁

川・平等川流域の横根町・川田町付近に、かつて常習

的に洪水をもたらしたといわれる。とくに遺跡北側で

図 1 大坪遺跡の位置
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十郎川が屈曲することから、河川改修以前、大坪遺跡

付近はたびたび被害に見舞われたという。

大坪遺跡がある甲府東部地域には、歴史的に古代～

中世の遺跡が集中する。古墳時代では八人山から大蔵

経寺山にかけた南側の山裾傾斜面に6～ 7世紀代の積

石塚古墳群がある。その麓に位置する東畑遺跡では、

山梨英和短大 (現 山梨英和大学)の移転に伴う発掘
調査で古墳時代以降の集落跡が調査され、白鳳期の小

金銅仏が出土した。また国道 140号線のバイパスエ事

に伴い道々芽木遺跡の調査が行われたほか (長沢

2001)、 英和短大正門付近で行われた久保田・道々芽

木遺跡の調査では、蝉の装飾をもつ金銅製海老錠が見

つかっている (森原2002)。 金銅製海老錠は全国的に

は平安京、薩摩国府、神明久保遺跡 (神奈川県)など

で出土事例があり、国や地方の中心的な地域から出土

する傾向があるといわれる。また横根・桜井町周辺に

は光福寺、逍逢院、東漸寺など、古い由緒や平安末～

鎌倉期の仏像をもつ寺院がある。光福寺の前身は真言

宗横根寺で、本州二十一番札所であったともいわれて

いる。このように横根・桜井町付近は古代以降、宗教

的な場として特殊な性格を帯びた地域であつたことが

推狽Iさ れる。

大坪遺跡東方、川田町にある桜井畑遺跡では、リバ

ース和戸建設時の調査で古墳時代の方形低墳墓 (方形

同溝墓)群が見つかつている。中でも 3号墳は 1辺 38

mに及び(甲府盆地域では最大級といわれる。その他、

同遺跡では小型瓦や 「寺」の墨書土器も見つかり、集

落内寺院の存在が推測されている。また外中代遺跡で

は、ファッションエ業団地進入道路建設に伴い平安時

代集落が調査され、甲斐型土器蓋 (あるいは高郭)内

面に暗文で描かれた花鳥図が見つか り話題になった。

川田町周辺は瓦生産地としても知られ、大坪遺跡の東

800mにある川田瓦窯跡は春日居町寺本廃寺、一官町

国分寺に供給した瓦の生産遺跡である。また大坪遺跡

東500mの上土器瓦窯跡は国分二寺に供給した瓦窯跡

で、甲府市史編さん事業およびその後の調査で灰原が

検出されている。このように大坪遺跡周辺は、古代甲

斐国の土師器、瓦生産を主とした一大窯業地であった。

中世になると、武田信虎の居館とされる川田館跡が

川田町二宮神社付近に推浪1されている。館跡そのもの

の位置は未確定であるが、甲府市史編さん時および桜

井畑遺跡の調査で関連遺構・遺物が検出され、 15。 16

世紀代の資料が濃密に分布することがわかった。2002

年春に調査が行われた川田遺跡群内の山梨学院大学グ

ラウンド移転地区からも館跡関連の可能性がある石積

を伴う溝などが検出されている。

そのほか、大坪遺跡周辺一帯では条里型地害1が広く

認められる。現在の表層地割として見られる条里遺構

が整備された時期については地域によって異なり、い

く度かの耕地整備を経た結果と考えられることから、

発掘調査の成果が重要となってくる。そのほか大坪遺

跡では1982年に十郎川改修地点から「甲斐国山梨郡表

門」と記された甲斐型土器が発見され、大坪遺跡周辺

が古代、和名抄記載の表門郷であることが明確となっ

た。したがって古くから中核的な地域として村落基盤

の整備が図られた地域であつたことが予想される。

参考文献

櫛原功- 1992「甲斐国分寺瓦の変遷J『帝京大学山梨文化財研

究所研究報告』 4

長沢宏昌 2001『道々芽木遺跡』山梨県埋蔵文化財センター

森原明廣 2002『久保田 。道々芽木遺跡』山梨県埋蔵文化財セン

ター

第 3章 大坪遺跡の研究史と
調査に至る経緯

昭和50年 3月 、国道140号線と国道20号線 (甲府バ

イパス)をつなぐ改良工事に伴う国鉄中央線の跨線橋

新設工事の際、多量の土器が発見されたため、山梨県

遺跡調査団によって発掘調査が実施された。その結果、

北地点から焼土遺構 2、 南地点から土師器集積遺構、

溝が検出され、また十郎橋地点からは炉穴状のピット

から未焼成上器群と考えられる土師器が多量に出土し

た (末木ほか 1976)。 土師器集積遺構については廃棄

場所、あるいは保管場所と考えられ、墨書土器を欠く

ことから消費者の手に渡る前の土器、あるいは不良品

で、おびただしい土師器の量、器形の酷似、墨書例が

ないこと、真間～国分の長期にわたることから、大坪

遺跡周辺は県内最大の土師器生産地であることが推決1

された。また北地点の焼土遺構については、その後土

師窯かと推沢1さ れている (坂本 1999)。 特殊品には緑

釉皿、脚部に畿内的な面取りをもつ土師器高年、「田」

の刻書土器がある。

1982年には十郎川改修工事に伴い、古代の甲斐を知

る会の会員によって多量の土師器出土が確認され、旧

河床地点、教習所地点で調査が行われた (信藤 1984)。

遺構は検出されていないが、旧河床地点では古墳時代

前期 。後期の木器を含む包含層、奈良～平安時代前半

の包含層の層序が確認され、木皿、曲物底板、人形状

の木簡状木製品等の木製品、オニグルミ 。モモ・ヒョ

ウタン・スモモ・サルノコシカケなどの植物遺体、馬

の下顎骨などの動物遺体も出土した。最大の発見は
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「甲斐国山梨郡表門」のヘラ書土師器皿で、現在の「和

戸」の地名が古代郷名表門 (う わと)の遺称であるこ

とを証明した。そのほか、「生」、「十」などの8世紀代

の墨書土器が見つかつている。時期的には 8世紀～10

世紀の長期にわたり、杯・皿・蓋が約 8割を占め、普

通の集落遺跡に較べ甕が少なく、蓋が多いことが注目

された。また歪んだ土師器、焼成粘土塊が出上し、土

師器製作地であることが再確認されるとともに、 日常
的な遺物類の出土から土師器生産と日常生活の二面性

がうかがえることが指摘されている。

1998年に老人保健施設の建設計画に伴い、甲府市教

委によって試掘調査が行われた。 2× 2mの試掘坑、
58箇所の調査によって、一部で霊と思われる焼土遺構、

溝などが確認され、本調査が必要な箇所が絞 られた。

その結果を受け、1994年には今回の調査地点北側で調

査が行われた (平野1996)。 遺構としては堅穴建物跡 2

(9世紀後半、10世紀前半)、 掘立柱建物跡 1(8世紀前

半)、 溝、土師器焼成遺構 2(9世紀中、10世紀前半)、

土器埋納遺構5(9世紀中～H世紀)、 ピット、溝状凹
地遺構 (古墳時代後期)が検出された。特殊品には獣

足片、土錘、刻書土器 「北」がある。郷・皿が主で、

甕が少なく、墨書土器はないこと、暗文のない土師器

や焼成の甘い土器の存在、焼成遺構が検出されたこと

から土師器生産遺跡としての性格が鮮明になったとさ

れる。また工房の実態としては2～ 3軒の竪穴+1～ 2基

の窯で 1単位を構成し、甕を除く土師器生産が大坪地

域で行われたのではないかと考えられた。また花粉分

析から古墳時代では沼沢状の章原で網目状に自然流路

が発達した低湿な土地であり、奈良・平安時代に地形

の平坦化が生じたとされた。

1995年には1994年調査区東側の蒔田貞雄氏所有地

で甲府市教委により試掘調査が行われた。 トレンチ調
査の結果、東側に木製品を伴う埋没谷、西側では堅穴、

土坑、溝が確認されたが、開発に至らず本調査は行わ

れていない。

2000年には老人保健施設の建設計画に伴い、今回の

調査区のうち東区で甲府市教委により試掘が行われた。

十字の試掘溝から土坑、ピット、古墳時代の土師器集

中区 (竪穴 ?)が検出され、板材、曲物底板が出土し

た (図 3)。 その結果を受け、今回の本調査が行われる

こととなった。

参考文献

末木健・菊島美夫・山崎金夫 1976『大坪』山梨県遺跡調査団

坂本美夫 1999「 大坪遺跡J『山梨県史』資料編 1

信藤祐仁 1984『 大坪遺跡』甲府市教育委員会

平野修 1996『大坪遺跡 発掘調査報告書Ⅲ』甲府市遺跡調査会

ほ か

第4章 調査経過

平成 5年および平成12年度の甲府市教委による試掘

調査の結果、横根町大坪の開発予定地内で埋蔵文化財

の調査が必要と判断されたため、社会福祉法人清翔会

より側山梨文化財研究所に調査依頼があり、委託契約

を締結、発掘調査に至った。調査にあたっては大坪遺

跡発掘調査会を組織し、作業を実施した。また甲府市

教育委員会・清翔会・山梨文化財研究所の 3者で協定

を締結し、甲府市教委から発掘調査の実施方法等に関

し指示を受ける体制とした。

現場での調査は2000年 5月 23日 ～ 9月 22日 まで実

施した。室内整理作業は、2000年 9月 ～2002年 3月

まで、側山梨文化財研究所で実施した。

<大坪遺跡発掘調査会組織>
会 長 萩原三雄 (慣つ山梨文化財研究所 所長)
副会長 鈴木 稔 (倶つ山梨文化財研究所 研究室長)
調査員 (調査担菫)櫛原功― (   同
調査員 宮沢公雄 (

調査員 平野 修 (

同 上

同 上

事務局員 五味芳子 《醐山梨文化財研究所 事務主任)

<発掘調査参加者>(順不同、敬称略)
小田川栄次、根岸利昭、蒔田貞雄、望月秀和、高畑道

人、山中一夫、岡田恵子、秋山敬、秋山諒、秋山京子、

世古修路、仙洞田麻耶、柄沢真路、世良泰視、末木義

光、田辺真市、長沼真一、保坂亨、山本誠太郎、中村

恭一郎、渡辺勤、井上清、長阪みどり、武田きく江、

山崎靖子

原大輔・杉臣洋 。今井範人・金子武史 。木下学 (帝京

大学考古学研究会)、 川中裕二・野沢南海子・林雅彦・

柳沢拓哉 (都留文科大学考古学研究会)、 吉住和人 (山

梨学院大学考古学研究会)、 初鹿野博之・高橋大地 (東

京大学考古学研究会)、 神庭さつき 。猪股未来 (國学院

大学考古学会)

<整理作業参加者>(順不同、敬称略)
梶原薫、斉藤春美、広瀬悦子、宇津宮則子、岩崎満佐

子、田中真紀美、小林小路、佐野靖子、保坂真澄、竜

沢みち子、矢房静江、小沢恵津子

井部利春、若目田智子・山口あずさ 。法月麻友美・飯

沼こずえ・浅野目裕美・鈴木宏子・堂前陽子 (都留文

科大学考古学研究会)、 辻畑圭亮・矢野奈苗・佐藤雄基

上   )
)

)
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(東京大学考古学研究会)、 木下学・杉臣洋・鶴見浩

也 。東正浩・石田健・浜浦豊 (帝京大学考古学研究会)

第 5章 調査の方法と経過

調査区は」R中央線の線路に近い浄化槽埋設予定地
170∬ (東区)と、かわせみ苑南側の老人ホーム建設

予定地1,230∬ (西区)の 2箇所である。

調査は東区から開始した。東区は約10m四方の方形

調査区で、 JR中央線の線路に近い南東隅に位置する。
初日の重機による表土除去中、調査区東側半分以上が

黒色粘土を主とする低湿地であることが判明した。人

力で掘り下げたところ、木製品が多量に出土し、旧河

道と予想されたため、遺物出土地点を記録しながら掘

り下げた。また方形の調査区の各壁面にトレンチを入

れ、土層堆積状況の把握に努めた。調査の後半で南壁

側が深い旧沼地状であることが予想されたため、空中

写真測量後、再び重機を入れて南壁寄りを一部深掘り

したところ、最下層面に良好な建築材が検出された。

深掘り地点では層序ごとに種実採取用の上壌サンプリ

ングを行ったほか、花粉・珪藻分析を業者委託した。

調査は旧河道覆土全体が厚い泥状の粘土堆積層であ

つたことから著しく難航した。例えば壁面を精査する

とまもなく崩落し、崩落土の除去をすると新たな崩落

が生じた。また調査区脇の水路から漏水が絶えなかっ

たうえ、例年になく毎日のように雷雨があったことか

ら、調査区全体は幾度となく水没した。これは遺跡全

体が粘土層に存在することから水はけが極めて悪いた

めで、水中ポンプでの昼夜の水抜きを欠かすことがで

きない状況であった。旧河道内には柱根のほか、落ち

際の壁面には粘土採掘坑の可能性がある土坑状遺構が

存在したが、旧河道内での遺構確認が非常に難しく、

粗い調査となってしまったのは否めない。

西区は東西40m、 南北40mの方形に近い調査区で、
1996年調査区のかわせみ苑南側である。当初、遺構確

認面の深さがまったくわからなかったため、とりあえ

ず西端に南北方向のトレンチを重機で開けた。約1.4m

下からAT層が確認され、土師器等の遺物が含まれる
のは地表下わずか50cmま で、遺構面は 1面、それ以下

にはAT面まで遺物は皆無であることが判明したため、
重機で深さ20～40cmで表土を全体的に除去した。

調査区北側から南側へ向つて調査を進めたが、通常

の黄褐色土を確認面とする調査と異なり、ピットや竪

穴が黒色粘土中に掘り込まれ、その覆土も黒色粘質土

であることから、当初は遺構覆土の識別ができなかっ

た。それでも、いくつかピットを掘 り過ぎる中でよう

やくわかるようになり、後半の調査ではかなり見極め

ができるようになった。前半 (調査区北半分)では、

重機での表土承1ざの際に表土をやや厚めに残しすぎた

ことから、遺構確認面までを厚く残してしまったため、

土層の見極めはやや不十分なものとなった。

調査にあたっては本地域を中心に作業員を募集した

が、確認面が粘土質でじょれんがけが辛いことを知る

ベテランの発掘経験者に敬遠された結果、発掘調査は

初めてという人達のみで調査に臨む体勢となってしま

った。しかも東区の泥の中での調査で悪戦苦闘の連続

であったため、作業スタッフの皆さんには発掘とはつ

らいものだと感じさせてしまったことと思う。担当自

身も低湿地で木製品を本格的に発掘するのはほとんど

初めてであり、戸惑いがあった。それでも大学が夏休

みに入って、帝京大学、都留文科大学、東京大学の考

古学研究会の参加協力があったおかげで、調査を無事

乗り切ることができた。その間、連日のように 1日 の

作業の後、出土した木製品を出土したその日のうちに

水洗してもらったほか、空中写真撮影予定日には、撮

影に間に合うように早朝から水抜きをしてもらうなど、

学生たちの献身的な協力があったことを忘れることは

できない。

整理作業は山梨文化財研究所内で平成12年 9月 ～14

年 3月 まで行われた。注記作業には注記マシーンを借

用し、効率化を図った。実測にあたっては、特に東区

では底部から日縁まで残る土器を選択した。土壌の種

実選別については研究所内で整理作業の一環として実

施し、同定を委託した。土器のほか木製品が数多くあ

り、図化のための選別、赤外線カメラによる文字の有

無確認のため、全ての出土品をチェックした。また木

材の材質鑑定については、予算的に全て行うことは不

可能なため、板材・杭を除く製品のうち75点を選択し、

業者委託した。木製品の保存処理については、甲府市

教委が別に予算措置を行い、平成14年度から2年計画

で実施する予定である。

<調査日誌抄録>
平成12年 (2000年 )

5月 23日 (火 )

本日より東区の調査開始。重機で東区東壁付近の黒

色粘土を掘り下げたところ、土器・木製品が出土した

ため、その深さで掘削を止め、平面的に広げることと

した。西側では黒色の落ち込みがなく、東側の黒色粘

土部分は旧河道と推狽1された。また、黒色粘土中から

は柱根が 3本、直立状態で出土した。

5月 24日 (水 )
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東壁に沿って トレンチ状に掘り下げた。完形の小重  に堅く粘り、また遺構覆上の見極めが難しく、慣れる
出土。また長さ1.7mの板材が出土した。         まで相当の時間がかかった。

5月 26日 (金)                   7月 6日 (木 )

下駄 2点のほか、曲物多数出土。            東区は水没のため調査は中止。終日ポンプで水を汲

5月 29日 (月 )                    み出す。西区でピット、暗渠などの遺構確認をした。

重機により西区の表土剥ぎを開始。調査予定地の西  7月 24日 (月 )
側に、南北に深くトレンチを入れたところ、壁面下層   東区では清掃後、全体の写真撮影を行った。その後、
にATと思われる火山灰層が確認された。遺物包含層  掘り下げによってサルノコシカケ、桜皮等出土した。
は地表下20cm付近で、それ以下はAT層 まで遺物が皆   7月 28日 (金 )
無であることがわかり、その深さで全体に広げること   西区のグリッドを掘り下げ、溝、竪穴 1軒を確認し
とした。                     た。

6月 2日 (金)                   8月 1日

東区の東南隅で土層確認のための深掘りを行ったと   東区では柱根 (1～ 3号柱根)の調査を行った。東
ころ、 3mく らい下に丸太材が横たわっていることが  壁にトレンチを入れ、セクションを観察した。
判明 (最終段階で建築材の梁であることがわかる)。 古   8月 9日 (水 )
墳時代と思われる土師器片も少量出土。東区全体の清   午前中は大雨による水をひたすら抜いた。東区では、
掃後、礫出土状況の写真撮影を行った。         午後、南壁セクション観察のための深掘りを行った。

6月 5日 (月 )                   8月 11日 (金)

西区の重機作業はほぼ終了。              東区では南壁が大きく崩れた。櫛、機織具の糸巻部

6月 6日 (火)                     材など出土した。

基準点の設置、 5mメ ッシュ杭の設定。東南隅付近   8月 14日 (月 )
の木製品を取り上げたところ、水車車軸であることが   西区では 1号竪穴調査。 2号清を掘り下げた。
判明した。そのほか、木皿 3点等出土。         8月 15日 (火)

6月 8日 (木)                     午前中雨が強く、遺跡は水没。午後調査。

東区土器溜り検出。                 8月 22日 (火 )

6月 12日 (月 )                     2号 溝の出土状況写真撮影。

先週末に梅雨入りし、雨で東壁南側が大きく崩壊。  8月 28日 (月 )
東区全体がプール状に完全水没した。           東区の旧河道掘り下げはほぼ終了した。 2号竪穴付
6月 15日 (木)                    近の遺物出土状況を写真撮影した。

東区壁周囲に排水路を作り、水抜きを行った。     9月 1日 (金 )

6月 19日 (月 )                    瓦塔片出土。また大きな掘り方のビット2個を確認

東区壁セクション図作成開始。山梨日日新聞取材。   した (1号掘立)。
6月 21日 (71t)                   9月 9日 (土 )

本日より西区の調査を東区と並行して開始した。     空撮を実施。
6月 26日 (月 )                            9月 12日 (火 )
東区は水没したため、終日水中ポンプ等で水の汲み   重機により東区の東南隅を地表下 3mまで掘削し、
出しを行った。                    梁を完掘した。

6月 30日 (金)                       9月 13日 (水 )

東区の壁の崩落を防く
゛
ため、重機で壁を中段のある   花粉分析のため土壌サンプリングを実施。また水洗

斜面に修正する。                    選別用に各土層から土壌を採取した。

7月 4日 (火)                        9月 21日 (木 )

午前中水の汲み出し。午後 2時半頃から雷雨。この   2号 竪穴完掘写真撮影。
頃連日午後になると雷雨に見舞われた。          9月 22日 (金 )

7月 5日 (水)                     道具類の片付け、撤収を行い、本日で現場作業をす

東区から木簡状の札出土。西区はじょれんがけによ  べて終了した。
る遺構確認を行った。確認面が黒色粘上のため、非常
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第 6章 層 序

西区では調査区北東隅の深掘り地点で、地表からA
T層までの土層を図化した (図 5)。 西区全体はほぱ平

坦なため、おおよそこの層序を基本土層とみなすこと

ができる。これによると地表下約30cmの 1・ 1ノ層は表

土 (耕作土)、 2層は約15cmの遺物包含層で、9～ 10世

紀代を中心とする。 3層上面が遺構確認面 となる。

5,7・ 10層 に厚さ 2～ 4 cm程度の黄褐色～灰色粘土
が薄く堆積し、うち10層はATであることが河西学氏
の観察で判明した。AT層は地表下 135cmに 水平堆積
し、遺跡全体に認められるものと思われる。前回の大

坪遺跡第 3次調査での所見では、AT層は地表下 1.4～
1.8mに厚さ 5～ 8 cmでほぼ水平に堆積し、「沼や池と

いったある程度滞水した場所へ降下したことが推測で

きる」と記されており、近接する今回の地点も同じ状

況と考えてよいと思われる。なお、酸化層など水田面

を示す層はなく、この地点で水田耕作を行った形跡は

明瞭ではなかった。

東区の上層については、第 9。 11図 の断面土層観察

に記載したとおりである。方形調査区の 4面全ての壁

面を観察したが、南東側には斜めに旧河道と沼が入り

込むため、統一的な基本層序を把握することはできな

かった。とりあえず 1・ 11～ 14層については各壁面共

通した層序とみなすことができるものの、それ以下に

ついては様々であるため、各面の土層説明を参照され

たい。耕作土下には、かつて葡萄畑以前が水田であっ

たことを示す酸化層 (水田床土面)が 1枚認められた

(13層 )。

東区の旧沼地部分での層位を1～ 10層 とし、旧河道

を含めた遺物出土レベルを投影した (現場では 1～

3・ 6～ 11層 としたが、報告書段階で再整理した)。

土器群の時期との対比から、各層の年代観を以下のよ

1 黒色粘土(75YR2/1)サ ビ・赤色粒・植物根
を含み、粘性極めて強い。
1'暗褐色粘質土(751R3μ )耕作土。
2 黒褐色粘土(10YR2/2)サ ビを含み、粘性極
めて強い。遺物包含層。
3 黒色粘土(10YR1 7/1)黒 味強く、粘性llkめ
て強い。遺構確認面。
4 黒色粘土(10YR1 7/1)3層 よりもやや細か
い 。

うに推狽1しておく (各段階については第11章第 1節参

照)。

3層-10世紀第 2四半期 (10段階)

3・ 4層 -9世紀末～10世紀第 1四半期 (9段階)
4層-9世紀第 2～後半 (7・ 8段階)
5層-8世紀第 4～ 9世紀第 1四半期 (5・ 6段階)
5・ 6層-7世紀末～ 8世紀第 2四半期 (1・ 2段階)

第 7章 西区の遺構 と遺物

第 1節 西区の遠構概要
西区 (第 1図)はほぼ平坦で、標高260mを測る。現

況は駐車場および葡萄畑で、老人ホーム建設のため方

形の区画を調査することになったが、東側は老人ホー

ムの進入路にあたり、調査をすることが事実上不可能

であったため東北隅を調査対象地から除外することと

し、調査時点で東北側から重要な遺構が出た場合、そ

の分を拡張して調査することとした。

当初、重機で深掘 りをした関係上、調査区西側には

L字状に溝が開いてしまったが、調査中の廃土捨て場、

あるいは排水池として有効利用することができた。調

査区中央から東にかけて地境のコンクリート製擁壁が

あり、それを撤去したところL字状の溝となった。こ

の中央の地境に沿つて、重油を通すための塩ビ管が東

西方向に埋設されていたほか、板材暗渠が北半分の調

査区内から東西 3列、はしご状暗渠が調査区南東で東

西方向に 1列、土管製暗渠が調査区南半の中央付近で

南北 1列、調査区北半西側で南北方向に 1列検出され

た。それらはこの一帯が葡萄畑であった時の排水施設

である。また南半中央部には東西方向に砂利を充填し

た暗渠と思われる溝があり、 ごく最近の施設と考えら
れた。また畑内に穴を掘つて消毒瓶や農作業時のゴミ

を廃棄した廃棄土坑が多数見つかった。 lmを超える
円形、楕円形の大型土坑はほとんどこの類と考えてよ

い。そのほか、北半中央付近、南半の東寄りには老人

ホーム建設時と思われる撹乱坑があった。

古代の遺構としては平安時代後期の竪穴 2軒、古墳

時代の掘立柱建物跡 1棟、溝 5条、小堅穴状の上坑 1

(5号土坑)、 土師器埋納ピット等がある。 5号土坑な

どいくつかの土坑、ピットを除き、古代の遺構は南半

に集中する。また竪穴 2軒は調査区東南隅に、溝は南

半でも東半に集中する。また 1号掘立は調査区南東隅

に位置し、調査区外にかかって検出されている。堅穴

の軸方向はグリッド方向 (座標北)と ほぼ一致、ある

いは南西へ振れているのに対し、溝はいずれも南西方

向に大きく振れている。時期は 1号掘立を除き、平安

降_翠壁_■ m

にぶい黄褐色シルト(101R5/3)
黒褐色粘質土(101R3/2)
灰色粘土(75Y5/1)
黒褐色粘土(10YR3/2)6層 と9層の中間層。
薄い縞状堆積。
灰色粘土(75Y71)
にぶい黄掲色シルト(25Y6/3)始 良Tnテ フ

黒褐色粘土 (25Y3/1)粘性極めて強い。

西区土層

5

6

7

8

図 5
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表 1 土坑 。ピット・柱穴表
番号 選 版 区 グリッ 長軸長 m 短鞘長 m 斬面 遺 朋 麗 土

F■
格 。そ の 他

1土 粟 E16 円 a・l底状 土 RHj器 。木 製 品 祭

“

E上坑
(P

2土 更 D16 162 149 蝸底状 土師器・木製品 ぐ祀 土 現 `P

3土 山 X5 128 110 引 鍋底状
4土 凸 X5 062 鍋底状
5土 西 VΥX5・ 6 175 ll 17 鍋底状 土師器 小 撃穴 状
6土 凸 V√ 5 066 鍋底状
7土 山 V3 鍋底状 木 材 I宙琳日狗` ,2璽 狙 り方
8三ヒ 山 橋 円 鍋底状 H留蒸口か
9土 4 山 R3 15 鍋底状 薬瓶 日Bネロか
10土 山 3 鍋底状
11三 L 山 鍋底状 集 石
12土 T3 137 鍋底状
13土 山 T3 鍋底状
14土 山 T3 1 鍋底状 Z昼ど巳准民, 口害不口ρゝ
15土 山 円 鍋底状
16土 山 ST5 134 2 円 鍋底状 。凸凹
17土 山 T6 円 鍋底状
18土 山 覇「3 10C 円 鍋底状 暁土層

lピ 東 E16 011 情 円 鍋底状
2ピ 東 D16 010 円 鍋底状
3ビ 5 西 U2 017 円 鍋底状
窒ビ 5 西 U3 07C 057 012 円 鍋底状 2丞重複
)ヒ 5 西 U3 027 円 U字状
うビ 5 西 U3 044 円 鍋底状
′
ビ 西 U4 029 円 鍋底状
ぢビ 6 西 U4 012 円 鍋底状
υビ 6 西 T3 精 円 鍋底状
10ビ 6 西 T8 021 精 円 鍋底状
lビ 6 西 U3 円 鍋底状
lZビ 6 西 U3・ 4 023 不整 円 U字状
13ビ 西 05 023 円 渦底状
14ビ 西 035 円 問ナ嵐】大 ∪子 】天 土帥器堪納 1竪内,柱 穴 と重複
15ビ 西 T4 円 鍋底状
16ビ 西 R3 円 鍋底状  U字 状 柱穴 と重複
7ビ 西 T6 028 桶 円 V字状 3濤 と重複
L8ビ 東 D 6 円 皿 状

υビ 東 D 6 円 U字状
ιOビ 東 D 5 隋円 U字状
1ビ 東 D 6 円 U字状
Zビ 西 円 鴻底状
3ピ 獅 R5,6 円 鍋底状
24ピ 西 R5 0 8 円 鍋底状
25ピ 西 R5 0 5 円 鍋底状
26ピ 西 R5 0 円 鍋底状
27ピ 西 025 0 円 鍋底状
28ピ 西 (イ 情 円 鍋底状
29ピ 西 022 矯 円 U字状
30ピ 西 晴 円 鍋底状 と号掘立
1ピ 西 Q7 晴 円 珊 瓜 状 H巾君洋 1号編 帯
32ピ 西 Q7 028 隋円

33ピ 西 Q7 029 晴円 土帥 器 埋納
34ピ コ R5 円

35ピ 百 R5 01 円 U字状
36ビ 西 R5 01 円 U字状
37ビ 西 057 円

38ビ 西 018 円 ボール1大
~

39ビ 西 W5 047 円 鍋底状
生0ビ 西 W5 精 円 ボール状
lビ 西 円

42ビ 7 西 楕 円 U字状
43ビ 7 西 T5 円 U字状
45ビ 西 Ⅵ「3 円 庄穴 と重複
46ビ 西 M「3 012 情 円
47ビ 西 V3 円

49ビ 西 V4 円 U写 状
50ビ 西 V4 円

51ビ 西 1 方 1号掘立
52ビ 西 方 と号掘立
53ピ 西 U2 円

54ビ 西 V4 円 TI・1底択 , ∪子 槙 柱穴 と重複
55ビ 西 M「 4 07[ 007 円 Ell】犬
56ビ 西 VC 隋円 醐底状,U7状 柱穴 と重複
57ビ 西 V5 円 的底 状

58ビ 西 Q7 11 034 方 醐底 棋 1号掘立

1柱 戻 蝸底状 柱 根 1号祥 穴 列
2柱 粟 ・D17 小 蟹 蝸底状 柱 根 l号本市穴 列
3柱 東 l 柱 根 l号本千穴 列
4柱 東 D17 判 U字状 1 夕ヽJ
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時代に帰属する。

第 2節 西区 堅穴建物跡
1号堅穴 (第2・ 12図、図版3・ 11)(位置)西区南

東隅付近、Q・ R6グリッドに位置する。南側に 1号掘
立が近接するが、竪穴が新しい。 (主軸)竃方向を主軸
とするとEl° N。 (検出状況)遺構確認中に北壁及び

東壁の毛焼土を検出し、竪穴内には遺物や貼床の一部

と考えられる砂層堆積が露出していたため、竪穴と判

断した。全体に覆上が薄く、南東側は竪穴覆土をすで

に欠失した状態のため、南壁は確認できなかった。 (形

状・規模)東西4.3m、 南北4.2m以上の隅丸方形プラ

ンで、籠は東壁ほぼ中央、あるいは中央からわずかに

南寄りに位置する。 (覆土)厚さ 5～ 10cm程度と薄い。

中央付近および西壁北寄 りに砂層堆積があり、掘 り方

面よりわずかに高い位置で検出された。部分的に存在

し、全面的な堆積でないが、貼床の一部と思われる。

(遺物出止状況)中央西寄 りと北西隅に遺物がまとま

っている。いずれも掘 り方面より数cm浮いて出上して

いる。貼床面を想定すると床面直上遺物と考えられる。

中央西寄りからは 6の小型甕が出土し、西北隅からは

1・ 2などの皿が出土した。そのほか、遺物と同じレ

ベルで礫が数個見つかつている。 (床)明確な硬化面は

なく、床面のレベル、広がりは把握できなかった。掘

り上がった状態は掘り方面と考えておきたい。北東隅

には壁際に焼土堆積がわずかに認められたが、炭化材

などはなく、火災を示す状況とはいえない。 (宅)東西
90cm、 南北85cmの隅丸方形的な掘り方をもち、焚日部

には直径50cmの範囲で焼土化した、円形の平らで厚い

焼成面をもつ。支脚石はない。袖石は全く遺存してい

ないが、本来は石組霊と思われる。焚回部下には竃掘

り方があり、礫が埋められていた。 (壁溝)ほぽ全周す

ると考えられるが、北壁では壁際よりも内側で検出さ

れ、連続した良好な壁溝ではない。また南側の壁溝も

全く確認できなかった。 (壁)北壁と東西壁の一部は比

較的良好に検出されたが、南壁、西壁の南寄り、東壁

の霊以南の壁は確認しにくい状況であつた。壁清を追

いながら壁のラインを決めた。 (その他の施設)中央

やや西寄りに径60～ 70cmの円形の焼土ブロックを伴う

ピットがある。また西壁中央近くには径35cmの 土器片

を伴うピットが存在する。それ以外にも堅穴内には多

数のピットが存在する。 (遺物)1は甲斐型郭、 2～ 4
は甲斐型皿。 6は小型甕であるが、 1～ 4の甲斐型

郭・皿の時期よりも古いと考えられる。また 5は返り

をもつ 7世紀代の須恵器蓋である。したがって 7世紀

代の遺物と10世紀前半代の遺物が存在することになる

が、東竃であること、寵内覆土中から3が出土 してい

ることから、前者の遺物については混入と考えておく。

(時期)大坪10段階 (10世紀前半)。

2号竪穴建物跡 (第 3・ 12。 13図、図版3・ 11)(位

置)西区東南隅、RS 7・ 8グリッドに存在する。 1号

竪穴の東隣り。 (主軸)E15° 一N。 (検出状況)グ リッ

ド掘 り下げ中に遺物が多く出土し、東電の焼土と北壁

の一部が検出されたため、竪穴と認定し、全体のプラ

ンを探った。南壁は非常にわかりにくく、推測もまじ

えてプランを決めた。 (形状・規模)東西3.7m、 南北

4.3mの長方形に近い隅丸方形。竃は東壁南寄 りに位置

する。南東隅に6号溝が一部重複する。 (覆土)と くに

図化していないが、覆土は数cmと薄い。宅北側、東壁

寄りの床面近くには焼土堆積が見られた。 (遺物出土状

況)中央から東側の壁際を中心に多くの遺物が出土し

た。 (床)全体に硬化面はなく、軟弱である。 (宅)竃

は南北45cm、 東西80cmで、焚口部は径50cmの円形の

掘り方である。向つて右に袖石 1個が直立する。高さ

25cm、 厚さ15cmの 円礫である。それ以外の礫は一切認

められなかった。竃掘り方周辺にはいくつかの重複し

たピットが存在している。(壁溝)東壁の竃北側、北壁、

西壁の北側では幅15～ 40cm、 深さ 5～ 13cmの壁溝が

巡る。寵南側から南壁にかけて幅50cm、 深さ 1～ 2 cm

の浅く底が平坦な溝が巡るが、明確な壁溝ではない。

(壁)壁の立ち上がりはわずか数cmで、壁の状況は不明

である。 (その他の施設)と くになし。 (遺物)8～ 27
は土師器郷・皿、28・ 29は灰釉陶器皿 ?・ 小瓶、30

～32は土師器甕である。 8～ 14は甲斐型邦で、うち

14は内面黒色の黒色土器。15～ 17は手持ちヘラ削り

のない甲斐型直後の郷である。 18～ 27は皿で、うち

18～ 22は手持ちヘラ削りを伴う甲斐型皿、24～ 27は

手持ちヘラ削りがない甲斐型直後の皿である。 (時期)

堅穴覆土は大坪 10。 11段階 (10世紀前半～後半)。 竪

穴廃絶は大坪10段階 (10世紀前半)か。

第 3節 西区 掘立柱建物跡
1号掘立柱建物跡 (第 3図、図版4・ ■)(位置)西

区東南隅のQ6～ 8グリッドに位置する。 1・ 2号堅

穴の南側。 (主軸)東西柱穴列を基準にすると、 E7°

W。 (検出状況)1号竪穴調査時に南狼1に方形のピット
があることに気づいていたが、 2号竪穴南側のコーナ
ー部を掘り下げていく中で30・ 31号ピットの存在を確

認し、また地境のコンクリート擁壁下を除去した溝中

から51号 ピットを検出し、 4本のビットが直線的に並

ぶことがわかった。そこで柱穴列の東西延長線上にピ

ットが存在するかどうか精査した。しかし存在しない
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ため、30号ピットから南に折れているだろうと予想し、

急きょ調査区を一部拡張したところ、58号 ピットが検

出された。当初は西区グリッドから瓦塔、 2号溝から
円面硯が出土したことと関連づけて、奈良 。平安時代

の村落内寺院かと考えたが、ピット内から古墳時代の

上器が出土したことから、その可能性はなくなった。

(形状・規模)検出されたピット総数は 5本 (30。
31・ 51・ 52・ 58号 ピット)で、52号 ピット西側では
延長線上に存在すれば調査区内にかかるはずであるが、

検出できなかったので、東西 4本 (3間)×南北 2本

(1間)以上の掘立柱建物跡で、 2間 ×3間かと推測さ
れる。南北間は2.3m lい心)、 東西は6.6mで、各ピッ

ト間は80・ 31号ピット間が2.Omと狭く、他は2.3～2.5

mである。各ピットの平面形態は隅丸方形で、東西0,9
～1.4m、 南北0.8～ 1.lmと東西がやや長い長方形的な

形状である。非常に大型の掘り方といえる。 (土層)半
我して断面観察をしたところ、52号ピットは単一層で

あったが、ほかの4個は細かな互層堆積があり、版築

状を呈していた。中でも30。 31・ 51号 ピットには柱

痕が残る。それによれば径25～ 35cmの 幅で、掘り方の

大きさからすれば随分と細めの柱である。東区で出土

した柱根が直径16cm～ 22cmなので、この程度でよいの

かもしれない。 (出土遺物)31号ピットの覆土中位、
柱痕付近から丸底の郭が出土したほか、30号 ピットか

ら小型邦 ?が出土した。 (時期)出土土器が柱の抜き取
りに伴う建物の廃絶時期を示すとすれば、古墳時代 6

世紀の掘立柱建物跡となる。 (性格)古墳時代の竪穴は
大坪遺跡では見つかっていないが、1996年度調査では

溝状凹地遺構から土器群が出土しているほか、甲府市

教委による東区の試掘でも竪穴 ?と ともに高イ等の土

器が多数検出されている。また東区旧沼地内から古墳

時代の土器数片とともに建築材の梁が見つかり、古墳

時代の集落跡が存在したことは確かである。

第 4節 西区 土坑
西区はもと葡萄園で、主に南半の調査区内から農作

業に伴う廃棄土坑が多数見つかり、消毒瓶や手袋など

のゴミ類が埋められていた。それらも土坑として掘り

上げたが、そうした土坑は径 lm以上の円形、精円形
を示すものが多い。分布状況についてはとくに規則性

は見出せなかった。個々の規模、形状等のデータに関

しては表にゆだね、ここでは平安時代の上坑について

のみ記載したい。

5号土坑 (第 4・ 13図、図版4・ 11)(位置)W・
X5。 6グ リッド。 (検出状況)土師器郭が出土したこと
から、周辺を精査して確認した。 (形状・規模)2×

1,7mの隅丸方形の小竪穴状遺構。 2号暗渠が北側を東
西に通過する。東側、壁外の確認面に焼土が薄く分布

するが、本土坑との関連は不明。底面 (床面)は軟弱
で、硬化面はない。 (覆土)深さ 5～ 6 cmの覆土。 (出
上遺物)35～ 37は いずれも南壁寄 りから出土。37は

土師器蓋で、上面に焼成前の孔が 1箇所貫通する。香

炉蓋かもしれない。 (時期)大坪 9段階。
そのほか、6・ 18号土坑で少量の土師器片が出土し、

平安時代の土坑と考えられる。

第 5節 西区  ピッ ト
個々のデータに関しては表をか照されたい。ここで

は遺物を伴う平安時代のピットに関して説明を加える

こととする。

6号ピット (第 5。 13図、図版 5)(位置・出土状況)
U3グリッドに位置する径45cmの 円形ピットで、覆土
上層から高不脚部が出土した。 (遺物)41は多角柱の

脚をもつ高杯脚。縦位削りによる面取りで10面が形成

されている。

13号ピット (第 6・ 13図、図版 5)(位置・出土状況)

Q5グ リッドに位置する径45cmの円形ピット。断面観
察では柱穴状の掘り方を示し、覆土中位から土器が出

上している。 (遺物)42は土師器不。
14号 ビット (第 6・ 13図、図版 5・ 11)(位置・出土

状況)Q6グ リッド、 1号竪穴南西隅付近に位置し、
13号 ピットの東隣りにある。径60cmの円形ピット内東

寄りに径約30cmの 柱穴状の掘り方があり、 2重の掘り
方となっている。浅い方のビット内からtThが出土した。

(遺物)43は土師器 lTh。 1号竪穴出土土器よりも14号
ピット出土土器が古手であることから、14号 ピットは

1号堅穴とは関連がないものと考えておく。

33号ピット (第 6。 13図、図版 5・ 11)(位置・出土

状況)Q7グ リッド内、 1号掘立の30号 ピット北側に
位置する。郭 2個を上向きに横に並べて埋納したピッ

トである。 (遺物)44・ 45は土師器郭。

49号ビット (第 7・ 13図)(位置・出土状況)V4グ
リッドに位置する柱穴状の円形ピット。 (遺物)土師器
杯 (46)が出土している。

50号 ピット (第7,13図)(位置・出土状況)V4グ
リッドに位置する浅いピット。 (遺物)土師器邦 (47)
1点が出土している。

以上iのイまか、 3・ 4・ 5。 7 ・ 10。 15・ 12・ 25。

37・ 41・ 45。 46・ 47・ 50。 53の各ピット中から土師

器片が出土しており、平安時代のピットと考えられる。
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第 6節 西区 溝
1号溝 (第 1図)(位置)W3・ 4グリッドにあり、
東西方向に直線的に構築された溝。主軸方向は E ll° 一

W。 (構造)幅40～ 60cm、 長さ9m、 深さ数cmと浅い。
1～ 3号暗渠と同じ向きであり、畑の向きに合ってい

ることから暗渠的な溝と考えられる。

2号溝 (第8。 13～ 15図、図版6。 12)(位置)R3
からT7にかけてほぼ直線的に構築された溝で、10世

紀代の土師器を中心として多量の遺物が主に覆土上層

に含まれていた。 4号暗渠および東西方向の暗渠溝

(砂利充満)力 重`複する。 (構造)全長23mで、中央か

ら南西側では幅 lm、 深さ15cmの溝である。砂利入り

の溝の付近を境に北東側では 5号溝を含む 2～ 3本の

細い溝が分岐し、そのあたりでわずかに北寄 りに曲が

っている。主軸方向は南側では E23° 一N。 北側では

E38° N。 南西側では調査区外へ伸伏 北東側では地

境の擁壁付近から先が撹乱の存在もあって不明確にな

っている。溝底面はほぼ平らで、水流の方向がどうで

あつたか、掘り方のレベルから判断しにくい状況にあ

る。遺跡全合の地形としては大きくは笛吹川流域とし

ての東から西への流れと、十郎川による扇状地として

の北から南への流れがあり、東から西への流れが自然

であるが、わずかに東側が深くなっている。 (遺物)月ヽ

破片化した土師器などが密集して出土した。土師器

(48～ 93・ 95-99)、 須恵器 (94・ 100)、 瓦 (103・
104)、 円面硯 (102)、 土製品 (105～ 107)がある。

土師器のうち54～ 65はイで65を除き甲斐型である。

67～ 74は内面黒色の甲斐型黒色土器邦である。78～

93は皿。95～ 99は土師器甕・壺で、95は短頚壺と思

われるほか、99は鉄鉢形鉢で、ともに特殊器形である。

とくに99は仏教的な遺物とも考えられる。101は須恵

器凸帯付壺で、縦に貫通孔をもつ耳状の貼付文が隆線

上に付いている。こうした凸帯重は県内では北巨摩地

域を中心に多く分布しているが、盆地域では割と少な

い。 104は軒丸瓦片で、複弁 6弁蓮華文と思われる瓦

当文様をもつ。国分寺補修瓦と考えられ、軒丸瓦型式

M10(櫛原 1992)と 思われるがはっきりしない。
M10は時期不明ながら仮に 9世紀前半に位置付けられ

ている。 102は推定直径21.2cmの 須恵器円面硯で、池

部に墨痕はないものの滑らかになっている。東区の巡

方とともに、本遺跡周辺に役所的な性格をもつ施設が

存在していたことを示す資料である。107は円形の上

製品で脚部、あるいは蓋状を呈すが、よくわからない。

(時期)大坪 8～ H段階で、やや長い時間幅をもち、
構築時期は 8段階、廃絶時期は11段階か。

3号溝 (第 8図、図版 6)(位置)T4～ 6。 U6に

位置する。 2号清の北西側に約 6m離れて平行して存
在する。主軸方向は E32° 一N。 (構造)約1lm直進し

てほぼ直角にL字状に曲がつている。幅50～ 60cm、 深

さ14～ 18cm。 伴う遺物はほとんどない。溝底面のレベ

ルは東がわずかに低く、西から東への水流の方向が考

えられる。

4号溝 (第 8図)(位置)1号掘立北側、Q7・ 8、
R8グ リッドに位置する。主軸方向はE18° 一N。 (構造)

幅 10cm、 長さ 5m、 深さ3～ 4 cmの断続的な溝で、伴

う遺物はない。

5号溝 (第 8・ 15図、図版 6)(位置)2号溝につな
がる溝で、S6・ 7に位置する。 2号溝中央から東北

へ12m直進している。主軸方向は E27° ―N。 (構造)

幅30～ 70cm、 深さ20cmで、 2本の溝が重複した状況
を呈す。東側端部は撹乱等の影響で不明確であつた。

(遠物)2号 溝の出土状況に較べると格段に少ない。
108は須恵器蓋。

6号溝 (第 8・ 15図、図版12)(位置)2号竪穴南東、
R8グ リッドに位置し、 2号堅穴南東隅にわずかに重

複して存在する。調査区境では溝が深くなり東へ続い

ている。 (構造)幅40cm～ lm、 長さ約 6m、 深さ20

clBの直線的な溝で、主軸方向はE35° 一Nを示し、 2・

5号溝と方向はほぼ同じである。底面は東ほど低く、

他の溝と同様に東向きの水流が考えられる。 (遺物 )

109～ 112で、109～ 111は大坪 9段階の不、112は蓋

で、摘みはないが、削り出し高台が作 られ、皿と兼用

になっている。

参考文献

櫛原功- 1992「甲斐国分寺瓦の変遷」『帝京大学山梨文化財研

究所 研究報告』4

第 7節 西区 暗渠
1号暗渠 (位置)Y3か らX7にかけて東西方向に
構築、 2・ 3号暗渠と平行する。 (規模・構造)幅 30

～40cm、 長さ19mで、清内に長さ30cm程度の薄板材

を横方向、密に蓋状に被せたものである。

2号暗渠 (位置)X4か らW7にかけて東西方向に直
線的に構築され、1号暗渠とは3.3mの間隔で平行する。

(規模・構造)長さ16.7mで、構造は 1号暗渠と同じ。

3号暗渠 (位置)W3か らV6にかけて東西方向に
構築され、 2号暗渠とは 5mの間隔で平行する。 (規

模・構造)長さ17mで、構造は 1・ 2号暗渠と同じ。

4号暗渠 (位置)南半の畑に埋設された暗渠で、U
5か らR4にかけて南北、直線的に構築される。 (規
模・構造)長さ約45cm、 直径10数cmの赤色、素焼円筒
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管 (土管)を連続的につないだ暗渠で、南北方向に約
18mにわたり埋設されている。円筒管は両脇に孔が 2

列貫通し、横に埋設した時、水が管内に入 りやすいよ

うに孔を横向きに埋設してある。北端端部は管内に土

砂が流入しないように針金で網を作 り、あてがってあ

った。こうした暗渠は東区でもみられたほか、川田町

内の山梨学院大学グランド予定地内にも存在し、この

地域で一般的な暗渠であることがわかる。

5号暗渠 (位置)S8グ リッド。 2号竪穴周辺を掘
り下げて精査したとこと、東側に撹乱坑が存在したた

め、サブトレンチを入れて一部深く掘ったところ、は

しご状に丸太材を組んだ暗渠が検出された。木材を追

つたところ、長さ3.8m分が遺存しているのが確かめら

れた。 (規模・構造)幅 30c14の 平行する材の上に間隔
を開けて横に材を渡した構造で、旧畑の区画方向に合

わせて東西に埋設されている。

6号暗渠 (位置)V2か らY3にかけて南北方向に
直線的に構築される。 (規模・構造)5号暗渠と同じ円
筒管をつないだ暗渠。長さ15m分確認された。

第 8節 西区 遺構外出土遺物
第 15。 16図■3～ 122は 2号堅穴南側の4号溝、 1
号掘立付近で出土した土器群である (図版 13)。 当初、

確認面よりやや浮いて焼土ブロックがあり、周辺から

土器がまとまって出土したことから竪穴を想定して調

査を行ったが、堅穴は確認できなかった。土師器は

■3～■6が郭で、うち116は内外面黒色の甲斐型黒色

土器。117～ 120は皿。121は内面黒色の貼り付け高台

郭、または皿。内面に暗文をもつ甲斐型黒色土器で、

高台は貼り付け高台である。 122は小型ロクロ甕。こ

れらの資料は120・ 121が古いほかは大坪 10段階 (10

世紀前半)でまとまっている。
第 16図 123～ 170はその他の遺構外出土資料で、

123～ 140,147・ 148イま土師器杯、 141-144は土師
器皿、 145。 146は土師器高台郷 (皿)、 149は高年脚、

150は土師器蓋、151は灰釉皿、152は土師器鉢、153

～156は土師器甕、157・ 158は須恵器甕、 159は土師

器竃形土器、160は平瓦、161～ 163は土錘、164は土

鈴、166～ 170は瓦塔である (図版 13)。

146の高台は足高で、やや時代が新しいと思われる。

148の底部には線刻がある。この図柄をどのように見

るのかいくつか解釈が考えられるが、ひとつには矢羽

状の綾杉文を75° ずらして 2組描いたものといえる。
149は縦位の面取りにより10面以上の面をもつ多角柱

の脚で、この類の脚部は本遺跡にはいくつか存在する

が、他遺跡ではほとんどみない器形である。 150は削

り出し高台をもつ蓋で、内面に渦巻暗文をもつ。152

は内外面黒色処理された黒色鉄鉢形鉢。164は土鈴で

下側に切れ目が入り、上側に紐通しの焼成前の孔が貫

通している。内部には土製と思われる鳴子が 1個入れ

られている。 165は不明土製品で、環状のつまみであ

る。瓦塔 (または瓦堂)の うち166～ 169は屋根。170
は壁。瓦表現は半我竹管文腹部で押し引きしたもので、

168に は裏面に軒先の垂木表現があり、 167に も裏面

に垂木表現の一部が認められる。171は平瓦状のやや

丸みをもつ表面に 3本の沈線文を描いたもので、胎土

的にやや異なっているものの、瓦塔の可能性がある。

瓦塔の出土グリッドおよび出土点数はT6-1、 T7-1、

T8-2、 R4-1、 W5-1で、T6～ 8付近を中心に分布
しているものの、小破片が分散した状況であり、本来

瓦塔が安置された場所を示す手がかりとはならない。

また遺構としても集落内寺院的な建物跡は確認できて

いない。瓦塔は県内では宮ノ前第 2遺跡、半縄田遺跡

(と もに韮崎市)のみで、県内 3例目の検出例である。

第 8章 東区の遺構と遺物

第 1節 東区の遺構概要
東区は 1辺 10mの調査区で、東側を中心とした全体
の約3/5が 旧打道と旧沼地、西側が微高地である。旧

河道と微高地境には土坑状の窪みがあり、土坑状遺構

とした。水流による自然の形成とも考えられるが、想

像が許されるならば粘土採掘坑の可能性を指摘したい。

微高地上には土坑 2箇所、ピット6個がある。土坑内
には完形土器を中心として木製品も含まれており、祭

祀土坑的な様相をもつ。旧河道としたのは調査区東半

の木製品が多量に出上した部分で、微高地との間に崖

状の段差を形成し、低くなっている。その面に柱根が

残る柱穴列があり (1号柱穴列)、 等間隔に構築された

4個の柱穴のうち 3個から柱根が直立した状態で検出
されている。水流がある段階で柱を立てたとは考えに

くいので、ある時期に水位が下がるか、水路が整備さ

れて柱穴列の構築が可能となったのであろう。

また旧河道内南側には、河道以前に沼地状の凹地が

存在したことが深掘りによってわかった (旧沼地)。 底

面からは古墳時代の上器とともに梁と思われる建築材

が出土している。

第 2節 東区 土坑
1号土坑 (第4・ 18図、図版8・ 14)(位置)E16グ
リッド。調査区北壁寄りに検出された。壁際には調査

時に排水溝を掘ったため、土坑の一部を壊し、その際
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に遺物もあがっている。 (形状・出土状況)推定径 1.7

mの土坑で、土坑内から多数の土師器IThを主とした土

器群、木製品が出土した。 (遺物)1～ 9は土師器邦、
10は土師器蓋、 11は須恵器壺底部、 12～ 16は木製品

で、 12,15は端部に焦げをもつ串状木製品、 13。

14。 16は加工材である。なお、 9は色調的には土師器
であるが、調整技法は須恵器郷である。

土師器杯類は図化資料9個体以外に削り出し高台FTh

底部 1点が存在する。うち 3個体が無傷の完品、 2個

体が 8割以上のほぼ完形品である。したがって杯の半

数が完形もしくは完形に近い個体である。また図化は

していないが 3個体の土師器皿底部片、須恵器邦と思

われる破片 1点がある。したがって土器個体総数16点

中、土師器lTh9点、高台郭 1点、皿 3点、蓋 1点、須恵

器郷 1点、須恵器壺 1点 となる。土器の出上位置はま

ちまちで、出土状況も正・逆 (伏)・ 斜と統一してい

ない。時期は 9世紀中葉で揃っている。 5は灯明具に

転用された土器で、焼成前に口縁の一部を削つて調整

を加えた痕跡が見られる。不良品に手を入れて焼成し

たものと仮定すると、出荷されなかった土器といえ、

一般集落にはない、生産地ならではの遺物と思われる。

13は角材の一方に溝を彫った錘状木製品で、用途は不

明。 (時期)大坪 7段階 (9世紀前半)。
2号土坑 (第4・ 18。 19図、図版8。 14)(位置)D
16グ リッド。 1号土坑の南側2.2mに位置する。 (形
状・出土状況)1.6× 1.5mの円形で、深さ70cm。 平面

には 1号土坑と同規模である。 2号ピットが近くに存
在するが、ちょうど 1号土坑に 1号 ピットが寄り添う

のと対称的で、 1・ 2号土坑、 1・ 2号ピットの配置

には意味がありそうである。 2号土坑内からは、土坑

底面直上およびやや浮いた位置から土師器邦・皿、須

恵器、木製品が出土している。 (遺物)17～ 23が出土遺

物で、17～ 19は土師器郭、20～22は皿、23は須恵器

甕である。図化資料以外に土師器郷 4点、土師器皿 1

点がある。したがって土器総数は12点で、内訳は土師

器郷7点、皿4点、須恵器甕 1点となる。そのうち18の

rTNのみ完形である。 1号土坑と同時期であるが、完形

品は 1点のみで破片を主とし、出土点数は 1号土坑よ

り少ないなど、 1号土坑とは出土内容が異なっている。

なお、未図化資料の土師器邦のうち 3点は 6段階に遡

る資料である。 (時期)大坪 6段階からの資料が存在す

るが、主体的なのは 7段階 (9世紀前半)。

第 3節 東区  1号 柱穴列
(位置)東区旧河道内、南北方向に4本の柱穴 (1
～ 4号柱穴、 1～ 3号柱根)か らなる 1号柱穴列があ

る (第 9図 )。 2号土坑状遺構の東側に位置する。 (検

出経過)重機による表土剥ぎの際に 1～ 3号柱根が露

出し、 4号柱穴については旧河道面の精査によって検

出されたピットで、柱根はないものの 1,2号柱穴の

中間に存在するため、柱穴列のピットのひとつと理解

した。柱穴は南北にさらに伸びていく印象を受けたが、

調査区外のため確認することはできなかった。東西へ

の広がりに関しては、西側の微高地上には関連ピット

はなく、東側の旧河道内にもないものと考えられ、現

状では柱穴列としておく。また 2～ 4号柱六間付近に、

5層 に伴つて人頭大の礫が柱穴列と同じ方向で散在的

に、板材等とともに出土した。柱穴列と何らかの関連

があると思われるが、建物基礎を固めるような整然と

したものではなく、雑然とした分布である。ただし3

号柱穴南側では礫がまとまっており、調査区外へもぐ

りこんでいたため全容は明らかにできなかったが、人

為的な配石と見受けられた。 (主軸)N6° W。 (規模)

1-3号 柱穴間は10.Omで、 1-4号 柱穴間3.2m、
4-2号 柱穴間3.5m、 1-4号 柱穴間3.5mと、3.2～
3.5m間隔で直線的に並んでいる。個々の柱穴の規模、

柱根等の状況は次の通りである。

1号柱穴 (第 7・ 20図、図版8・ 15)(ピ ット)径約

60cm、 深さ31cmの 円形ピットで、周りにいくつかの不

整ピットが囲んでいる。柱根はわずかに北側に傾斜し

て直立状態で発見されたが、表土剥ぎの際に重機が引

っ掛けたかもしれない。 (1号柱根)62は 1号柱根で、

長さ53cm、 幅 17cm。 丸太材を1/4程度のみかん割りに

したものを芯を避けて角材に仕上げ、幅広の面取りを

施し、断面八角形を呈している。端部寄りには幅7.5c阻

深さ5cmの溝が 2方向から換られ、紐掛け構造をなし、

溝部や端面にはちょうな痕が残っている。上端部から

30cmは薄く焦げた変色部が全体に広がる。ヒノキ材。

2号柱穴 (第 7・ 20図、図版8。 16)(ビ ット)60×

40cm、 深さ30cmの 不整方形の掘り方で、中央に東側を

傑で根固めした柱根がやや南に傾斜して直立する。底

面には径20～30cmの平板状の礫を置き、礎板としてい

る。覆土内からは柱根のほか、本製品が少量出土した。

(2号柱根)63は 2号柱根で、長さ58cm、 幅16cmの 角

材。丸太材を1/6程度のみかん割 りにしたものを加工

し、端部側に幅 10cm、 深さ3.5cmの断面V状の紐掛け

溝が 1面のみに快られ、ちょうな痕が残る。端面は平

坦ではなく、斜めになっている。上端部から20cmは62

同様に薄く焦げが認められる。ヒノキ材。

3号柱穴 (第7・ 21図、図版 8・ 16)(ビ ット)掘 り

方はほとんどわからなかったが、おそらく直径60cm程

度の掘り方で、深さは45cm以上である。ひとつのピッ

-15-



卜内に柱根 2本のほか、柱根状の材を打ち込むように

立て、また礫を詰めこんでいる。 (3号柱根)64は長
さ53cm、 幅22cm、 断面は丸みのある四角で、端面は平

坦である。溝等の加工はない。ヒノキ材。67も柱根で

長さ42cm、 幅21cm。 断面は四角で、弱い面取りがあり、

清等の加工はない。端面は斜めで、ちょうな痕が残る。

ちょうな刃郡は幅5cmで刃部には丸みがある。ヒノキ

材。65は長さ46cm、 幅 1 lc14の 材で、柱、あるいは建

築材として丁寧に仕上げられたものではない。66は長

さ35cm、 幅16cmで、腐朽が著しいため原形はよくわか

らないが、柱状の材であったと考えられる。サワラ材。

4号柱穴 (第 7図)(ピ ット)直径50cm、 深さ40cm
の円形。覆土は単一で、柱根は確認できなかった。

(性格)この柱穴列が存在した時期に、旧河道・旧
沼地はどのような状況であったかが問題である。水が

ある状態では柱の構築は難しいと思われるので、水位

が低下して陸化した状況を仮定しておく。時期につい

ては簡単に決めることはできないが、平安時代後期、

10世紀前半代が土器からみた下限である。土壌分析で

は9世紀後半ごろ陸地化し、その後、再び低湿地化し

たと考えられていることから、柱穴列は9世紀後半頃

の構築と仮定しておく。穴の性格としては、掘立柱建

物跡などの一辺、柵などの柱穴列、橋桁、堤防、樋な

どの桁材等が想定されるが、決め手はない。軟弱な地

盤に、 2号柱穴を除き礎板を用いず直立させているう
え、 3号柱穴のように多数の柱根を杭を打つように集
中させていることから、通常の建築ではなく、塀や壁、

柵などの柱穴列の一種と見られる。ただ 1・ 3号柱穴

に直立していた柱根はもともとは建物の柱材であった

ことは明確で、当初から本格的な建築部材を使用した

柱穴列であったか、あるいは転用部材を用いた柱材で

あつたと思われる。 1・ 3号柱根に認められる清は丸

太材を運搬時に引くための溝ではなく、柱を立てる際

の微調整のための紐掛けの清と考えられており、通常

は上屋構造をもつ柱に加工されるものといわれる。

第 4節 東区  ピッ ト
微高地の南側に4個のピット (18～ 21号ピット)が
存在する。径は20～ 48cm、 深さ 5～ 13cmで、いずれ

も浅い。まとまって存在するものの配置は不規則であ

る。 18号ピットからは土師器の小破片が出土したが、

それ以外に出土遺物はない。

第 5節 東区 杭・礫
(遺構)旧河道面、D17グリッド内、 2号柱穴北東
側に、計21本が規則性なく乱立する (第 7・ 9・ 80・

81、 、図版 7)。 東壁際に設定した断面観察用の トレン

テ内にもいくつかあり、 2号土坑状遺構から東へ伸び
るように杭群が存在するらしい。旧沼地の周辺にあた

り、上層には杭が分布する位置にほぼ一致するように

礫が多数分布したことから、護岸状の杭群の可能性が

あり、杭が礫を留めるような役割を果たしたのかもし

れない。 (遺物)杭については 「第 9章第 7節 (33)
杭」で説明する。

第 6節 東区  1号 土器溜 り
(遺構)旧河道内、D17グリッド内に位置する (第

7・ 20図、図版 15)。 10世紀前半代の玉縁化した郷・

皿・鉢類などの土師器類が0.75～ lmの範囲に集中す
るもので、人為的な集積と考えられる。土師器の層は

厚さ12cmで、とくに掘り込みは伴っていない。 (遺物)

出土遺物は54-61で、54は郭、55～ 58は皿、59-61
は内面黒色処理された甲斐型黒色土器片口鉢である。

第 7節 東区 旧河道・旧沼地
東区の約東半分が旧河道であり、南東隅を中心とし

た下層が旧沼地である。古墳時代、6世紀頃の沼地が

埋没したのち、奈良時代、 8世紀初頭までの間に埋没、
微凹地化し、河道面となる。10世紀前半までに水位が

低下し、その後、おそらく中世以降に現在のように平

地化したものと考えられる。

(旧沼地)(第 9・ 58・ 81、 図版10)立ち上がりの

北壁斜面と一部の底面が確認されただけである。東西

7.5m、 南北3.5mを確認し、東西方向に広がっている

と予想される。地表下3.3m、 旧河道面から2mで底面
となる。 (遺物)旧沼地の覆土中にはほとんど遺物はな
く、ハスの実 (中房部)が存在する泥状であるが、最
下層の底面に建築材の梁が東西方向に横たわつていた

ほか、同レベルでいくつかの材が検出された。底面か

らは 5～ 6世紀代の土師器片がわずかに伴っていたこ

とから、旧沼地は古墳時代の所産と考えられる。688

は梁。686はそばから出土したほぞ穴をもつ加工材で

ある。1251は杭。

(旧河道)土器・木製品が多量に出土した面を旧河
道と呼称する。一部砂層が薄く堆積し、礫が伴ってい

るが、上下の層は泥が堆積した粘土層であり、滞水的

な、水流の弱い状態であったことが予想される。わず

かに南傾斜していることから、水流方向は北から南と

思われる。(遺物)東区遺物の大半が旧河道出土遺物で、

北側では出土量は少なく、中央から南側、東側にかけ

て集中的な出土がみられた。出土遺物については東区

の遺構外遺物として説明する。
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第 8節 東区 土坑状遠構
1号土坑状遺構 (第 9。 19図、図版 7・ 14)(遺構)

調査区南西隅に近く、旧河道と微高地の境の段差状に

なった部分に位置する。 3× 2m、 深さ55cmで、 2個
の土坑が重複した不整形な掘り方を呈しているが、調

査時点では泥の中での手探 り的な調査であったため、

掘り方面が正しく把握できたとはいいがたい。粘土採

掘坑的な形態といえるが、そうした推論を裏付ける遺

物はなく、壁面にとくに良好な粘土層が存在したわけ

でもない。人為的ではない可能性も含めて土坑状遺構

と呼称しておく。 (遺物)25～ 29で、25は土師器郭。

2号土坑状遺構 (第 9。 19。 20図、図版 7・ 15)(遺

構)2号土坑の東、微高地と旧河道境に存在する。微
高地がくの字に曲がった屈曲部付近に段差に沿つてだ

らだらと存在する。大きくは幅 1.7m、 長さ3.5m以上

の溝状の掘り方が接続したような形をなしている。 1

号溝状遺構同様に掘り方底面はわからず、断面図作成

ができなかったが、深さ20cm以上である。 (遺物)29
～53が出土遺物で、29～ 32は土師器年、33は蓋、34

は高台邦。32の郭は内面・見込み部にらせん暗文をも

つ杯で、甲斐国分寺周辺から1点出土している。37～

53は木製品で、86は角材、37～ 52は端部に焼痕をも

つ串状木製品。53は紐かけ状の溝をもつ錘形木製品。

本来の重量はわからないが、ごく軽いものである。

第 9章 束区の遺構外遺物

第 1節 土師器 (第22～ 37・ 41～ 45、 図版
16～ 23・ 25～ 27)

型式的な変遷については第 10章であらためてまとめ

ているので、ここでは概略的な説明に留める。東区の

土師器には古墳時代輿郭、奈良・平安時代の郷・高台

郷・皿・蓋 。高年・鉢・壺 。手捏ね土器・甕・竃形土

器 (置き寵)がある。

杯 (68～ 240)に は丸底または丸底に近い郭、盤状

郭で内外面のミガキ・ナデが顕著なものとそうでない

もの、甲斐型杯があり、 7世紀末～ 8世紀初頭から10

世紀前半までと考えられる。主体をなす甲斐型土器の

中でも見込み部に暗文をもつ 8世紀後半代のIThが比較

的多く、玉縁が発達する10世紀前半代の資料は少ない。

通常の放射状暗文のほかに渦巻暗文 (124。 162)が

ある。 また内面 を黒色処理 した黒色土器がある

(101・ 110。 144・ 149・ 181・ 227・ 228。 230。

238・ 239)。

高台ITh(247～ 252)はやや少ない。削り出し高台

(247～251)と付高台 (252)があり、後者は10世紀

代に限られる。

皿 (259～ 301)は甲斐型皿のみで、体部に屈曲を

もち、内面 。見込み部に暗文をもつ段階と、口縁が玉

縁化して内面に暗文をもたない段階、その中間的な段

階がある。暗文には渦巻、 らせん、放射状などあるが、
渦巻状の中にはミガキに近いものがあり、厳密には区

別が難しい。

蓋 (302～ 320)には擬宝珠形の摘みのついた通常

のタイプのほか、摘みのないタイプ (320)が ある。

前者には内外面に渦巻暗文 (ミ ガキ)を施文したもの

のほか、 らせん状あるいは絵画風の暗文を施文したも
の (309)がある。

高邦 (321～327)には全形がわかる資料はないが、

脚部には縦位に面取りをしたもの (322・ 323・ 325)、

ロクロナデのもの (326・ 327)、 内外面に縦の暗文を

施文したもの (324)力 あ`る。

鉢 (258～ 258)イま日縁が短い折り返し状、あるい

は受け口状を呈した日径の大きな鉢で、暗文やヘラ削

り、ミガキなど郭と同じ整形、調整技法が見られるこ

とから、不と同じ変化を示したと考えられる。257に

は内面 。見込み部に十字の線刻が認められる。258は

鉢としたが、小型ロクロ甕の可能性がある。

壺 (336～ 339)のうち336は灰釉陶器小瓶を写した

ような土師器であるが、色調は須恵器に近い。387・

338は薬壺形の壺で、肩は丸い。339は肩が張つた小

壺で、外面には縦位の暗文が施文される。

手捏ね土器 (328～ 335)には郭形 (380～ 334)と

小型の臼形 (328・ 329)がある。335は手捏ね土器に

しては大型で、甕など別の器種かもしれない。

甕 (343～ 384)に は球胴の甕 (343～ 350)、 ハケ

メをもつ長胴の甕 (351～ 354)、 小型のハケメ甕

(355～ 361)、 小型ロクロ甕 (364～ 371)な どがある。

351は長胴の甕であるが、底部や日縁部の作りが特徴

的で、外面のハケメの方向は垂直に近く、全体に異質

である。353・ 354は 甲斐型甕である。従来から指摘

されているように、甲斐型土器の郷類の点数に比べ、

甲斐型甕は非常に少ない傾向にあり、西区でも同様で

あった。

竃形土器 (385～388)のうち、385は 日縁部と推定

したが、電形土器ではない可能性もあり、検討を要す

る。386は底に向かつてすぽまっていることから、図

が逆かもしれない。

そのほか、384は ロクロ甕もしくは壺。362は内面に

横ハケメをもつ鉢 ?。 342は無頚壺。

墨書土器・刻書土器については第10章第 3節で詳細

に論考されているとおりである。墨書土器はこれまで
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大坪遺跡の集落域では検出事例がなかったが、旧河道

内からは 8世紀代の土師器を中心に 9点が確認されて

いる (92・ 108・ 426～ 432)。 92は盤状邦底部外面に

記された 「第」で、草冠とする旧字体である。 108は

杯底部外面に記された「道」。426は底部外面に書かれ

た 「大」。427は底部外面に書かれた 「千」。428も底

部外面に書かれた 「石」である。429は 10世紀前半の

土器であるが、墨書か否か疑わしい事例で、これを除

くと時期のわかる資料では 8世紀後半代を中心に 8世

紀代が多いことになり、 9～ 10世紀代の集落域で墨書
がないとされた傾向は基本的に間違っていないと考え

られる。刻書は墨書同様に底部外面の事例を主とする

ほか、見込み部、体部内面の例もある。記載内容はド

ーマン・セーマン系の祭祀関連線刻が主で、文字とし

ては 「北」が 1例あるのみである (471)。 「北」は大

坪遺跡第 3次調査で出土しており、同一人物による文

字と思われるほど字体は類似している。

378～ 510は甲府市教委による試掘調査時出土資料

である。十字 トレンチのうち、中央から西へ伸びるト

レンチ内で遺物のまとまりがあり、住居かと推測され

ている。高杯を主とした古墳時代の土器および494の

大形壺はそこからの出土である。手捏ね土器 (504～

509)や土錘 (510)も出土している。

511・ 512は東区調査中、同地番内で行われていた

フェンスエ事中に出土したもので、東区の西側、隣地

との境界付近からの出土である。

第 2節 須恵器 (第38・ 39図、図版24)
杯 (389～ 396)、 蓋 (397)、 重・甕 (398～415)、

がある。杯は回転糸切り未調整 (393～ 396)、 回転糸

切 り後外周ヘラ削 り (389。 390)、 全面ヘラ削 り

(391)が ある。396には底部外面に墨書がある。398

は丸底の甕。399は高台付き重である。410・ 402は壺

Gと いわれる花瓶形の壺で、寺院関連の遺跡から出土

する事例が多い。407は肩部に凸帯をもつ壺。403～

406は重・甕の日縁部。409～ 415は底部で、無高台、

付高台がある。

第 3節 瓦・碑 (第39・ 40図、図版24,25)
416～ 419イよ丸瓦、420～ 422イま平瓦、423イよ樽であ

る。丸瓦は玉縁式 に17・ 419)と行基式 (416・ 418)

がある。行基式は、県内では白鳳期の敷島町天狗沢瓦

窯跡、寺本廃寺出土資料が知られるが、416は外面に

縦位の縄叩きが見られ、国分寺造営期以降の所産と考

えられる。甲斐国分寺では報告書には記載されていな

いものの行基式は存在するとのことである (頑田正明

氏御教示)。 寺本廃寺では縄叩きの行基式丸瓦はないよ

うであるが、寺本廃寺の補修瓦として、あるいは国分

寺の初期の段階にこうした瓦が使用された可能性があ

る。平瓦はいずれも凸面に縦位の縄叩きを施した 1枚

作 り平瓦である。423は直方体の樽で、長さは不明で

あるが、幅 9c臥 厚さ8側である。

第 4節 錯帯巡方 (第40図、図版25)
旧河道内で発見された銅製の鈴帯金具 (巡方)の裏
金具 (424)。 全形は不明であるが、一辺2.lcmの方形

あるいは長方形で、巡方としては最小の大きさである。

1.6× 0。4cm以上の長方形の窓をもち、隅孔 2箇所のう

ち 1箇所に鋲留めの釘が残る。孔は田中広明氏のいう

大孔 (I期)～小孔 (Ⅱ期)にあたり、鋲留め技法は

外鋲式 (4鋲)と考えられる (田中1990)。 縁は斜め

に調整され、表面には部分的に黒漆が付着する。黒漆

塗装されていることと大きさから、帯は養老令の衣服

令で規定する六位以下が装着した烏油腰帯に相当する

のではないかと思われる。田中氏によれば I期は奈良

時代前半、Ⅱ期は奈良時代後半に位置付けられるとい

う。

参考文献

田中広明 1990「律令時代の身分表象 (I)」 『土曜考古』15 土
曜考古学研究会

第 5節 猪牙製品 (第40図、図版25)
イノシシ下顎右側の牙を用いた垂飾り (425)。 長さ

9Cm、 幅2.3cmあ り、付け根側からl cmの ところに径 4

mmの孔が 1箇所穿孔されている。穿孔以外には人工的

な加工はないが、付け根側の表面に、縞状の変色ある

いは漆状の塗彩がある。ここでは垂飾りとしておくが、

何らかの柄、あるいは部品であったかもしれない。古

代における獣骨利用に関しては調査事例が少なく、類

例を知らない。

第 6節 土製品 (第45図、図版27)
504～ 509は手捏ね土器。いずれも日径の大きな杯

状を呈する。祭汗E遺物であり、旧河道面で祭祀が行わ

れたか、祭祀後の廃棄場所となっていたことがわかる。

570イま三L錘。

第 7節 木製品 (第45～81図、図版28～43)
大坪遺跡出土木製品を『木器集成図録』 (奈良国立文

化財研究所1985)を参考にして分類すると以下のよう

になる (括31A内は以下の項目番号)。

容  器―(1)皿 。(2)曲物側板 。(3)円形曲物底板・
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(4)方形曲物底板 。(8)箱 。(15)鉢・槽・

(21)柄杓柄

月侵飾 具―(5)櫛 。(6)下駄

雑  具―(7)火起し具 。(17)錘状木製品
農  具<12)鎌柄 。(13)槌 。(14)田下駄
紡 織 具ま 16)糸巻

祭 祀 具<H班 状木製品 。(28)斎串 。(29)刀形
札  類<30)付札状木製品 。(31)木簡
加 工 材-96)角材・板材

部  材―(9)水車車軸 。(10)樋 。(20)組合せ部材・

(23)加工部材

建築部桃よ 24)梁 。(25)柱根

そ の 他<18)ヘ ラ状木製品 。(19)樺皮 。(22)円板 。

97)串状木製品 。(31カ七。(32)串・

(認刃 途不明品 。(35)木端状木製品

ここでは分類項目別に説明を加える。

(1)皿  (513ハΨ523)

11点図示。うち径のわかるものは4点で、日径18～

31cm、 底径9.5～ 17.5 cmを計る。高さは1.6～ 2.5cmと、

いずれも立ち上がりは弱い (低い)。 横木取り、ロクロ

挽きされた挽物。焼印、刻印などの文字は認められて

いないが、513には表裏に同心円状の印が押印 ?され

ている。何らかの記号の一種か。材同定した 6点中5

点がケヤキであった。県内では大坪遺跡第 2次調査で

1点、韮崎市宮ノ前遺跡で 3点出土している。

(2)曲物側板 (525～ 529)

薄板を円形に曲げて樺皮綴 りで留めた曲物側板で、

幅2.5～ 3.5cmである。いずれも断片で、525・ 526は同

一個体である。底板とセットで出土した事例はなく、

底板が多いわりには側板の出土量は少ない。

(3)円形曲物底板 (530～ 566・ 575)

曲物底板は小型品を主とした円形のものと、大型品

を主とした精円形、方形のものがあるので 2つ に分け

て説明する。円形底板は37点出上し、直径7.7～ 464cm

で、直径17.5cm程度の小型品が多い。周縁部の段状加

工の有無により無段底板と有段底板に大きく分けられ

る。側板との結合方法は、有段底板では樺皮留めが普

通である。無段底板では側面釘留めと釘なしがある。

530～ 547は無段底板で、直径7.7～48cm。 18点 中、

側面釘留めが確認できる資料は 8点ある (530～

532・ 534・ 535。 538・ 546・ 547)。 全形を残す資料

がないので、釘孔の配置パターンの把握はできないが、

1/2以上の破片でも 1～ 2箇所と少なく、全体では 3

～ 4箇所程度であつたと思われる。したがって釘が確

認できない資料でも、破片のため別位置に釘が存在し

た可能性は十分ある。釘が当初からなかったと考えら

1     とm厚 さ

図6 曲物底板の大きさ

1      2     0cm   幅

図7 串状木製品の大きさ
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れるのは537で、嵌め込み式であったのか、あるいは

曲物底板ではない可能性も考えねばならない。このよ

うな小型品については柄杓の底板と考えられる。546

は中央付近に1.1× 1.5cmの隅丸方形の孔を開けた円形

底板で、底板ではなく蓋板、もしくは蒸器のサナとも

考えられている。釘孔が 5箇所あり、釘孔が円形底板

としては多く注意される。547には縁に寄ったところ

に径0.8cmの円形の孔があく。 2個対で存在した可台巨畦
があり、蓋板と思われる。材質は530・ 546が ヒノキ

である。

548～ 566・ 575は有段底板で、直径 15.8～ 46.4cmで

あり、無段底板に比べ径が大きいものが日立つ。樺皮

留めは破片以外のほとんどに認められる。無段底板同

様に全形がわかるものが556以外を除きほとんどない

状態で、留め位置の配置パターンははっきりしないが、

径の大小に関わらず 3～ 4箇所程度であり、径が大き
いからといって数多く留める傾向はないようである。

段の構造には底板面 と水平に削るタイプ (548・

551・ 558・ 566)、 周縁を少し残して斜めに削りこむ

タイプ (550)、 周縁から斜めに削り込むタイプ (555)

がある。550は約半分の破片であるが、樺皮留め 2箇

所以外に板の割れ口側に6個、周縁に 3個の小孔を開

けている。破損後も補修孔でつなぎあわせて使用され

たと考えたい。材質は550・ 556～ 559が ヒノキ、

549・ 560がサワラで、 ヒノキが多く、サワラが次く゛。
図6は曲物底板の直径分布図である (推定径も含む)。

この図から径に基づく群分けをしてみると、10cm前後、

18cm前後、30cm前後、46cm前後の 4大別ができる。

中でも15cmか ら20cmに集中する。有段、無段で特に大

きさに違いはなく、それぞれの群に無段・有段が存在

するといえるが、10cm前後の小さなものは無段のみと

なっている。

(4)方形曲物底板 (567～ 574)

周縁に直線部をもち、角は隅丸にカーブする方形、

長方形の曲物底板。一辺が残るものでは567が 50.5c皿、

568が 52,7cmと 大型である。いずれも周縁部に段をも

つ有段底板で、結合方法は樺皮留めである。そのほか

567には補修孔 2箇所が板の割れ口に沿って貫通して

いる。材質は568がヒノキである。

以上のほか、576・ 577は表面に曲物底板に見られ

る線条痕が多数ついているので、底板の一部と考えた

い。

(5)櫛 (578～581)

4点出土。いずれも横櫛で、 l cm幅当たり7～ 9本

(581は 9本、他は 7本)という細かな歯が作られてい

る。全形がわかる資料はないが、歯の断面は柳葉形で、

上側に幅 1.2～ 1,7例 を残し、580によれば下側は長さ

3.4cm以上の歯としている。なお、上側の幅から578と

580は同一個体の可能性がある。断面をみるとわかる

ように、櫛歯は表裏両面からの鋸引きによって作出さ

れている。 4点すべての材同定をしたところ、 3点が
イスノキであった。

県内では古代の櫛として、県内では官ノ前遺跡 2号

溝状遺構から横櫛 1点の出土が知られる。

(6)下駄  (582・ 583)

大小 2点が出土。両方とも一木作りの連歯下駄で、

平面形は前方が平たく、後方が丸いという特徴がある。

前壼 (指掛け孔)は前歯の前に、後壺は後歯の前に穿
孔されている。ともに左右限定の古代的な下駄で、両

者とも前重が左に寄った右足用の下駄である。

582は子供用と考えられる下駄で、長さ15cm、 幅 7

cm、 高さ 4c皿。歯は磨耗がほとんどなく、下端がやや

広い台形を呈し、長さ 3 cmを 測る。孔は径 7mm。 ヒノ

キ材。

583は大人用と考えられる下駄で、 3箇所の壺孔に
それぞれ 2つずつ孔が開き、孔の付け替えが行われて

いる。表面には右の足形がつき、約 3 mmほ ど凹み、ま

た裏面の歯先もほとんどなくなる程度に磨り減り、よ

く履きこまれている。ヒノキ材。足形から使用者の足

のサイズは長さ23～ 25cm、 幅9.5cm程度の大きさであ

ることがわかる。

(7)火起し具 (584～587)

火切り棒 (583～ 586)と火切り臼 (587)が ある。

火切り棒はいずれも焦げた先端を残す破片で、全長は

不明であるが、幅 1～ 1.3cmの丸棒で、584はスギ材。

584・ 585は先端が丸く磨耗し、焦げている。587は火

切り臼で、幅 2 cm、 長さ31cmの板材の端に近い位置に

2箇所のV状刻みを入れ、火切り棒で揉んでいる。臼

内の凹みは焦げている。ヒノキ材。そのほか602は三

角の切り込みを側面に3個所にもつ細長い板で、火切

り板としての使用痕はないものの、未使用品である可

能′性がある。

(8)箱  (588)
一辺16cmの 箱蓋と考えられ、木釘で接合された枠板

は欠失する。隅丸の方形または長方形で、表面の縁は

丸く角を落とし、内側 (裏面)は匙面状にえぐって表
面を甲高としている。スギ材。枠板を留めるための木

釘は径2.5～ 5 mmで、 5箇所認められる。表面には線条
痕が多く見られる。針葉樹材。このような木箱の出土

事例は、古代ではそう多くないものと思われる。

(9)ガく車車草由 (589、  図版9-2)

車軸の約半分が大きく3分割に破損している。南東
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隅から南壁断面にかかるように出土した (図 8)。 ケヤ

キの丸太材を幅23cmの輪切りにし、芯の部分に直径 9

cmの孔を今↓り抜き、側面に長さ5.5～ 6 cm、 幅 1.5cmの

羽を差し込む長方形の孔を 9箇所以上開けたもので、

孔にはケヤキ材の羽根材の根元部分が一部残 り、また

孔の両端に羽根を固定するために差し込まれた楔材が

詰められていた。推定径25cmの車軸で、全体の1/3が

遺存する。外面の角は著しく磨耗し、丸みを帯びてい

る。

当初、牛車等の車軸も想定したが、羽根を差し込む

孔の形や本数、車軸の大きさが絵巻物や出土資料とは

異なること、出土地点が旧河道内であること、民俗資

料との類似性から、考古遺物として類例はないものの、

水車車軸と考えるに至った。

旧河道付近では、一部の層で砂層や礫が堆積し、一

時期早い流れであったことがわかるが、それ以外の時

期では滞水的な状況と考えられる。水車がどのような

構造であったのか、どこに設置されて用いられたのか

不明な点が多いが、揚水車として大坪周辺で用いられ

たと仮定しておきたい。なお、水車については第11章

第 4節にて改めて触れている。

(10)樋  (598)

長さ48,7cm以上、幅 7 cm以上の角材を、幅 1.5cmの縁

を残して内部を奢1り 抜いたもの。内面の調整は粗い。

形態的には樋であるが、確実に樋と判定できない。

(11)鋸状木製品 (591)

断面楕円形の棒に削りを入れて断面菱形とし、その

片狽Jに鋸歯状の切り込みを6個以上つけたもので、鋸

歯状の部分を鋸の歯、削り残した棒状の部分を柄とみ

なすことができる。祭祀具の「鋸形」と思われるが、

本来別の用途があったとも考えられ、用途不明木製品

のひとつといえる。

(12)鎌柄 (592)

長さ26,2cmの鎌柄か

-2600m と思われる木製品で、

柄尻に突起をもつ。柄

_   頭は残っていないが、
先端が鎌柄にしては細

く、鎌柄でない可能性
-2∞Om 

がぁる。

(13)槌  (590)

柄部を欠く槌。槌部

は断面方形、幅6.5cm、

長さ 1 5cmで 、使用痕

が著しく、台として転

用されたのか、横方向

の傷が多数ついている。丸木材を使用し、柄の位置は

中心から大きくずれている。

県内では韮崎市宮ノ前遺跡から完存する槌が 1点出

土している。

(14)田下駄 (594～ 597)

板材に孔をもつ木製品を田下駄の可能性があるとし

て集めた。594は長さ 18,7cm、 幅9,9cmの長方形の板材

に径 1.2× 1.6calの方形の孔を 3箇所、径 5 mmの 円形の

細い孔を 1箇所開けたもので、方形の孔の配置は下駄

と同じく前壺が片側に寄っている。595～ 597は孔が

1～ 2個 しか残っていないので破損品と思われる資料

で、いずれも孔は丸く細い。材質は594・ 595がサワ

ラ、596がヒノキである。

甲府盆地の低地にあたる大坪周辺では、長く湿田が

残ったと考えられ、田下駄は必需品であつたと考えら

れる。

(15)鉢・中曹 (524。 598)

板材を今1り 抜いた今」物容器である。524は小破片の

ため全形は不明であるが、高さ3.8cmの木鉢ではなかっ

たかと思われる。598は方形で口が開いた槽である。

材質はヒノキ。

(16)糸巻 (599・ 600)

紡織具の糸巻で、横木を合い欠きで十文字に組合せ

て 4本の枠木を結合するものである。599・ 600は横

木で、長さは599が 12.8cm、 600が 13.l cmである。材質

は600がヒノキである。

(17)錘状木製品 (13・ 53・ 601)

601は長さ12.lcm、 幅1.7 cmの 角材の端部を頭状に削

り出したもので、用途不明であるが紐を付けて何らか

の錘にしたものと考えておく。材質はコナラ。そのほ

か棒や角材の端に溝を彫って木錘状としたものに13・

53がある。 13は角材、53は節が残る丸木の自然木で

ある。53の端部は丁寧に調整され、浅い盲孔が開いて

いる。

(18)ヘラ状木製品 (604・ 605,606)

いずれも用途不明のヘラ状を呈した木製品。604は

匙状。605は亀甲状 (菱形)の浮き彫りをもつヘラ状

木製品で、このような文様を彫刻した事例は本遺跡で

は 1例のみである。606は匙状。 3点とも材質はヒノ

キである。

(19)樺皮 (607～ 610)

山桜と思われる樺皮を剥いでロール状に巻いたもの

で、4例あり、609は幅 1.5cm、 ほかの 3点は幅 3 cmあ

る。自然の状態でロール状になるとは考えられないこ

とから、曲物の綬じ皮として意図的に用意されたもの

ではなかったかと思われる。同様の資料は民俗資料中図 8 水車車軸出土状況
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に見ることができる。

(20)組合せ吉[本オ (616)

長さ19,9cm、 幅3.5cm、 厚さ2.4cmの丸みをもつ棒状

の材の側面に、幅0.8cm、 深さ2.5cmの清を彫 り込み、

両側に切込のある幅3.2cm、 長さ5cm以上の付札状の板

材を嵌め込んで盲孔を穿ち、木釘 1箇所で留めたもの

で、枠状の木製品と思われるが、全体として何なのか

わからない。材質は棒状の本体がヒノキ、付札状のほ

うがサワラである。付札状木製品の使用方法を物語る

資料であり、従来札として捉えられてきたが、別の部

材との組み合わせによって作られた何らかの製品であ

ることを示す一例といえる。

(21)柄杓柄 (617～ 668)

柄杓の柄と考えられる棒状の木製品のほか、棒状の

木製品を集めた。断面は円形、精円形、不整形で、丁

寧な仕上げのもの (618・ 630・ 640。 649。 652)の

ほか、粗く面取りしたものが多い。径は 1～ 1,7cm程度

が多いが、柄杓柄とするには大すぎる事例もいくつか

ある (650・ 651・ 653等 )。 柄杓に刺す側の先端は鉛

筆状に尖らせている (622・ 626・ 628・ 630・ 649・

656)。 柄を固定するための釘孔が確認できた事例はな

いが、645は盲孔を 1箇所もつ。材質は623がヒノキ、

644がスギである。

(22)円板 (673)

直径 18.2cm、 厚さ3.3cmの 円板で、片面中央が少し盛

り上がり、表裏面の中心に小さなくぽみがある。材質

はケヤキで、大きさ 。厚さが皿に類似することから皿

の荒型と考えられ、河道内に水漬け状態で保管してい

た可能性があるが、確証はない。

(23)カロEE吉 F本オ (611・ 614・ 615・ 669ハヤ672・ 676・

680。 681・ 684～ 686)

いくつかの部材を組み合わせて結合し、道具や建築

物を形作るために加工された材を、加工部材として報

告する。611は清を有するクヌギの角材で、掛矢を縦

半分に割ったような形態を呈する。ただ害↓れ日にあた

る面にも丁寧な削りが行われ、芯ははずして製材した

はずであるから、もともとこのような形であったと思

われる。何かの台、または建築部材かと思われる。

613は孔をもつ板材。614・ 615はほぞ孔をもつ角材で、

農具の一部または建築材であろう。669はほぞを作り

出したサワラの角材で、長さ28.5側、幅9cm、 厚さ6.8

cm。 ほぞの長さは 8 cmである。建築材と考えられるが、

机や台の脚かもしれない。 670も ほぞのある角材。

671・ 672は孔をもつ板材。676は合い欠きを作り、孔

を3箇所あけ、裏面に浅い溝を彫ったヒノキの板材で、

丁寧に整形された何らかの組合せ部材である。680は

ほぞ穴を 2箇所もつ角材で、建築部材か。681は端部

に合い欠きをもつ角材で、建築部材か。684は東南隅

の南壁に直立して出上し、杭に転用されたものと考え

られる。端部にはぞを設け、表面に2箇所のほぞ孔を

開けている。ほぞに向かって先細りする板材であるが、

本来は長方形の加工部材であったと思われる。サワラ。

685は精円形のほぞ孔をもつサワラの板材。686は方

形のほぞ了しをもち、端部がほぞ状に加工されたクリの

板材。建築材か。

(24)梁  (688)

古墳時代の旧沼地最下層から出土した梁と思われる

建築材で、完存する。長さ276cm、 直径14cmの コナラ

の丸太材である。枝を払い、表皮を剥ぎ、両端部に幅

16cmの 合い欠きを加工している。この梁が建築物のど

の部分にあたるものか、どのような単位に基づく長さ

であったか、まだ検討していない。

(25)柱オ艮 (62ハΨ67)

ヒノキ属を主とし、みかん割りした素材から断面方

形の柱を加工している。詳しくは「1号柱穴列」で説

明しているので繰り返さないこととする。

(26)板材・角本オ (26・ 27・ 36・ 689～ 810・ 812・

813・ 817・ 818)

断面の縦横がほとんど同じものを角材、違うものを

板材として大まかに区別した。破損品がほとんどで、

当初の形状をうかがうことができない。これらの中で

焦げをもつ材に692,696。 700・ 711・ 712・ 750。

812がある。801は長さ51.8 cm、 幅7.2cmの板材で、一

端が楔状に薄くなった板材で、建築材の可能性がある。

ヒノキ材。

(27)串状木製品 (12・ 15・ 28・ 37～ 52・ 823～

1202)

ヒノキを主とした針葉樹材を用いた粗い整形の細長

い割材。表面はナイフで粗く削り、端部は尖ったまま

で細かな調整は加えられていないことが多い。端部に

焦げをもつものともたないものがあり、また割れが端

部から入るものもある。割りについては意図的かどう

かの判断が個々には難しいが、割れに御幣等をはさみ

水口などに立てて祭祀に使用するというイメージがも

たれ、「斎串状木製品」と呼称されることがある。

大量に出土した中で取上げ番号のある資料を優先的

に図化したほか、一括の中から主だったものを選択し

た。837～ 857・ 859～ 902は焦げのない串状木製品で、

荒々しく割ったような割材が多いほか、板状、角材状

のものがいくつか混入している。端部から割りを入れ

たものイこ839・ 840・ 860・ 872・ 875。 882・ 888 ・

894・ 896な どがあるが、全体的には少なく、割 りも
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意図的なものか否かはつきりしない。両端から割 りが

入る事例 (839・ 896)も ある。長さも様々で、短い

もので3.5cm、 長いものでは48cmも ある。直線的なも

ののほか、細長いものの中には湾曲 した例 も多い

(888～ 896)。

904～ 1202は端部に焦げをもつ串状木製品である。

形態的には焦げのないものとほとんど同じで、割りが

入るものが少数例ある (924。 927・ 942・ 957・

977・ 978・ 997・ 1004・ 1007・ 1019。 1024 ・

1026・ 1074・ 1077・ 1101・ 1108・ 1114。 1 160。

1184・ 1193等 )。 焦げのないものに比べ太く短いもの

が多い。焦げは片方の端部のみのものを主とし、両端

部が焦げたもの (904・ 911・ 915。 918・ 929・

981・ 938。 941・ 951・ 953・ 971・ 986。 988 ・

989・ 1014・ 1015・ 1028。 1033・ 1034・ 1037・

1053・ 1072・ 1096・ 1100。 1125・ 1126。 1 132・

1138・ 1144・ 1147・ 1150。 1154・ 1160。 1 170・

1180・ ■ 83・ 1185・ 1190)、 全体的に焦げたもの

(906。 993・ 1058。 1068・ 1089・ 1113・ 1148。

1179)があり、焦げた端部は先端が丸くなる特徴があ

る。つまり単に焼成したのでは端部のみが焦げること

はなく、また燃えた場合に丸く焦げ残る状況も考えに

くい。少し焦がしたうえで擦りつけるなどの人為的な

行為が予想されるのである。

樹種同定したものでは860・ 872・ 937・ 940。

956・ 1008が ヒノキで、ほかにスギの可能性のあるも

のも含まれているが、ほとんどがヒノキと考えられる。

図 7は串状木製品を焦げの有無、状況で 4種に分け

て作成した長さと幅の分布図である。これによると顕

著な特徴は見出しにくいが、長さ5.5cmか ら14cmに集

中し (2群 )、 3.5～ 5。5cm(1群 )、 14～ 26.5cm(3群 )、

26.5～ 86cm(4群 )、 36～48cm(5群)の 5群程度に

分けることができる。各群の構成は厳密に分析してい

ないが、 1・ 2群に焦げをもつものが多く、 4・ 5群

に焦げのないものが多い。 3群には焦げのあるもの、

ないものが同程度存在する。両端焦げをもつものは 2

群に目立つ。全体焦げを持つものは 1・ 2群を中心に

存在する。このように長いものには焦げのないものが

多く、短いものには焦げがあるものが多い。つまり焼

成行為の進行の度合いに応じて徐々に短くなっていっ

表 2 串状木製品の出土点数
図化数 未実測数 数 %

一 備 の み の コ ケ 39,6

両端のコゲ 14τ

全答コゲ

コゲなし 494
徳点数 407

たのではないかと考えられる。したがつて焦げなし→

片方焦げ→両端焦げ→全林焦げという使用経過がある

のではないかと思われる。

なお、未実測数を含めた全点数は2060で、焦げをも

つものが約半数を占め、そのうち一端のみのコゲが圧

倒的に多い (表 2参照)。

(28)斎串 (1203～ 1214・ 1222)

頭部を圭頭状にした細長い板で、 1209。 1212では

下端も尖り、全形としては下端が尖るのが普通であつ

たかと思われる。 1203は両脇に削り掛けを出すタイプ

である。 1214は角頭の両角を落 とした形である。

1222は鋭角な圭頭状で、斎串の下端 (尻側)かと思わ

れる。材質は1203・ 1206。 1212がサワラ、1207・

1209。 1213・ 1214が ヒノキで、ヒノキ・サワラを主

とする。

(29)刀形  (1220)

長さ15.8cm、 幅2.7cmの直刀形木製品で、片面のみに

削りがあり、片刃状を呈している。ペーパーナイフ的

な実用品とも考えられるが、祭祀具のひとつと考えて

おきたい。材質はヒノキ属。

(30)付札状木製品 (1215～ 1217)

付札木簡に多いとされる切込型で、文字は確認でき

ないため、付札状木製品とした。1215はなすび状に尖

った上端部をもち、1216・ 1217は ともに平坦な上端

をなす。下端は1215。 1217が平坦、1216が角を落と

した形である。材質は1215がケヤキ、1216が ヒノキ

である。616の組合せ部材として説明した木製品にも

切込をもつ付札状木製品が溝中に嵌め込まれている例

があり、また楽器の 「ささら」説もあり、何に用いら

れたのかは実のところ不明である。

(31) 舅卜F釘  (1219)

長さ15cm、 幅 1,7cm、 厚さ l cmの ヒノキの板材で、

片面 (表面)にかすかに肉眼で文字と判断される墨書

がある。文字は 2行存在するものと思われ、数文字が

想定されるものの判読はできない。側面は鋭利な刃物

で割られ、また上端裏側にも板に平行に刃物を当てた

と考えられる割れが l cm入 つている。上端に関しては

木簡端部を示すものかどうか観察が十分ではないが、

平面的にみて平らなので一応端部としておきたい。下

端は割れがあり、欠損した状況である。廃棄時に文字

判読ができないように割りを入れた廃棄木簡といえる。

本事例は古代の木簡としては付札状木製品を除き、

本県初の事例である。この他にも存在する可能性があ

るとして全ての木製品、木片を肉眼、赤外線カメラで

チェックしたが、残念ながら 1例も見出すことはでき

なかった。
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(32)串 (1221・ 1223～ 1229)

全体に丁寧に調整された棒で、端部が尖っている。

柄杓柄、斎串よりも細く、串状木製品と違って先端加

工があることから串として区別されるものである。断

面形は角、丸、精円 (扁平)があり、先端は円錐形に
尖るもの (1221)、 鉛筆状に尖るもの (1226・ 1227)、

ヘラ状に整形されたもの (1223・ 1224・ 1229)、 圭

頭状をなすもの (1228)がある。『木器集成図録』で

は服飾具の留針として、被 り物を話に留める木針と考

えられるものを含むとする。また可能性としては箸を

含むと考えられる。材質は1223・ 1229が ヒノキ。

(33)杭  (1230～ 1251)

旧河道面に直立した杭を中心とする。樹皮付きの丸

太材で、ほとんどが先端を片刃状に片側から斜めに尖

らせた杭で、鉛筆状に尖らせた例は少ない (1242・

1245)。 すべて途中で折れてしまっているため、本来

の長さを知ることはできないが、長いもので78.5cm、

太さは2.5～ 18cmで、太さに各種あることから用途は

一律ではなかったと思われる。樹種同定した 2点はク

ヌギであり、一般的に落葉広葉樹が利用されたと思わ

れる。割り板を用いた例も 1例存在する (1247)。

(34)用途不明木製品 (603・ 612・ 682・ 819・ 822)

603は木槌状に半分を細身にした、小型の丸棒状木

製品。612は農具かと思われるがよくわからないもの。

682は先端を鋭角に作 り出した矢板状の木製品で、長

表 3 モモ・クルミの出土点数

さ77.5cm、 幅7.9cm。 建築材、あるいは土木材のひとつ

か。819・ 822は楔状の木製品。

(35)木端状木製品 (8■・814～ 816・ 820・ 821)

木工作業時に生じたチップ類、不要木片類を一括す

る。いずれも不定形で、表面には削り痕が付く。

参考文献

奈良国立文化財研究所 1985『木器集成図録』近畿古代編

第 8節 動植物遺存体 (図版46～48・ 50)
東区からは木製品のほか、多量の植物遺存体が出土

した。南壁の土壌分析に伴い各層からコンテナ 1箱

(30× 40× 25cm)ずつ土壌採取し、整理段階で水洗選

別して大型植物化石 (種子)を抽出したほか、調査時

点で出土したクルミ 。モモの種子は遺物とともに回収

した。

植物遺存体の抽出は、食用植物として何がどの程度

遺存するかを調べる目的で行つたものであり、分析結

果についてはパレオ・ラボの報告を参照されたい (第

10章 )。 なお委託分ではクルミ 。モモをほとんどはず

し、整理段階で自然乾燥後、全資料に仮番号を注記し、

長さ・幅・厚さを計測した。またネズミによる食痕、

被熱、人為的な打痕の有無を観察した。

クルミ 。モモは、層位的には 6～ 8層から多量に出

上した (表 3)。 クルミはほとんどすべてオニググレミで、

モ モ 完形 完形・コゲ
完形・カジ
リ

完形・コ
ゲ・カジリ 半形 半形・コゲ

半形・カジ
リ

半形・コ
ゲ・カジリ 破片 計

6層 289 5 126 1 44 465
7層 1 1 147
8層 9 3
16号土坑 1 1

17号土坑 22 ０
０ 1

1号柱根 2 2
2号柱根 1 4 7
3号柱根 l 1

4号柱根 5 1 12
その他 1

計 501 0 1 213 0 2 1 66 805

クルミ 完形 完形・コゲ
完形・カジ
1)

完形・コ
ゲ・カジ i) 半 形 半形・コゲ

半形・カジ
I)

コ
ン゙

形．
・ヵ
半
ゲ 破片 計

6層 1 1

7層 12 1 66 2 2 4
8層 1 2 つ

０ 20 85
16号土坑 1 ユ

17号土坑 5 21 3 2 2
1号柱根 1 l

2号柱根
3号柱根 1 1

4号柱根
その他 1 271 29 34 93 503
計 96 1 46 4 514 45 4 923
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完形、半分、破片があるが、調査時に移植ゴテで破損

したもの、保管時に乾燥して半分になったものも含ん

でいる。クルミ割 りの際の破損をもつものはほとんど

ないと考えられるが、人為的な痕跡としては焦げをも

つものがある。割るために焼くという民俗事例が想起

される。そのほかネズミによる食痕 (カ ジリ)も多い。

完形品も多数存在することから、採取されたというよ

りは水流によって自然に蓄積された印象を受ける。図

10はクルミの大きさの分布図である。

モモの種類は不明であるが、核の形態が丸いもの、

細長いものなどがあるので、数種からなると思われる。

山梨県内では弥生中期に出現した後、現代までの核の

大きさの平均値の変化が明らかにされており、大いに

参考になる (新津 1999)。 遺跡周辺で育生されていた

か、上流域から流れてきて溜まったものと思われる。

栽培種か自然林かは分析していないが、栽培されてい

た可能性はあるとみておきたい。

そのほかサルノコシカケと思われるキノコ類が数個、

木製品とともに出土している。薬として別地点から採

取されたという考え方もあるが、腐植した木材中に生

表 4 獣骨

じた可能性が高い。

7・ 8層からはハスの中房部分 (花床)がいくつか

出土し、ハスが生育するような沼状地形であつたこと

がわかる。中房部分はとくに遺存し易いのかどうかわ

からないが、ハスが出土することが非常に珍しく、ま

た興味深く感じられた。なお、昆虫遺体はほとんど見

出すことができなかった。

獣骨と思われる骨資料 (図版50)は、表 4の 9点の

ほか、一括資料で数点が取り上げられている。出土レ

ベルは標高258.8～ 259.Omで 、 5。 6層からの出上で

ある。湿地に遺存したためか、空気に触れてしばらく

すると青く変色する例があつた。肩甲骨、下顎骨、歯、

脚部の骨などがあり、大きさは数cmか ら30cmで、全体

にもろく、ぼろぽろである。また一括資料中には焼骨

が 1点ある。ウマ ?の歯や焼骨の存在は、儀礼、祭市E

的な行為をうかがわせる。なお今回は資料の状態が悪

いので、鑑定は見送つた。

参考文献

新津 健 1999「遺跡から出土するモモ核について一山梨県内で
の事例から一」『山梨考古学論集Ⅳ』山梨県考古学協会

図 写真図版 種 別 音Б位 大きさ(cm) 備 考

Bl 図片反50 ウマ ? 卜顎 骨 ? 13.1× 8.2× 5.5 ほか i目5

B2 図∫板50 ? 唾骨? 13.2× 3.7× 3.0 lF「 弱、仙 の骨 付看

B3 ? 雁骨? 9.5× 4.3× 2.4
巨
Ｊ

B4 425 図版 25 イ ブ1/Fノ 下鶏牙 9.3× 1.9× 1.8 膵3.5mm69τ平7と、 帽贄署聖
B5 図版 50 ? 肩甲骨? 10.6× 4.6× 2.4 i倫爵爵

B6 図 H辰 50 ウマ? ■讐質モ訴? 19。2× 7.1× 2.5 i]]

B7 ? 睡骨? 3.7× 1.8× 0,8 lP「

‐
ヨヨ

B8 ウマ? 前肯? 3.5× 1.9× 1.4 イま力ゝ lPE弱

F39 図 R歳50 ウマ ? 肩甲骨 17.3× 8.6× 4.0 所乱爵爵
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図 9 モモの大きさ
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図10 オニグルミの大きさ



第 10章  自然科学分析

第1節 大坪遺跡のテフラ
河 西 学

大坪遺跡は、甲府盆地北部山地から盆地に遷移する

地点で、笛吹川 (平等川)の沖積面上に立地する遺跡

であり、十郎川によって形成された急勾配の扇状地と

は、現在の十郎川流路を隔てて接している。本遺跡で

は、奈良 。平安期の上師器を中心とする遺物包含層の

下位に厚い黒色腐植質土が堆積し、より下位の青灰色

シル ト中には厚さ 6 cmの 姶良Tnテフラ (AT)の純層

が確認された。大坪遺跡を含む甲府市桜井町から和戸

町周辺地域において複数の地点でATが既に確認され
ている (河西1996;田代ほか1988)。 ここでは、本遺

跡西区で確認されたATの記載とともに、東地区の灰
オリーブ色シル ト層の層位を検討することを目的とし

てテフラ分析を行つたので、以下に報告する。なお分

析方法は前回 (河西1996)と同様である。

1.姶良Tnテフラ (AT)(図■ )
ガラス質身フラ層は、地表下約14mに厚さ 6 cmで挟

在されている (10層 )。 野外では堆積最下部が褐色を

帯び粗粒であり、上方では白色で細粒化する。水洗後

顕微鏡下での観察では、無色火山ガラスからほとんど

が構成される (表 5)。 火山ガラスの形態は、A(平板
型)・ A'(立体的)型のいわゆるバブルウォール (泡壁)

型がほとんどで、 C・ D型などをわずかに含む。火山

ガラスの屈折率は、n=1.499～ 1.501(モー ド1.500)

の測定値が得られた (表 6)。 以上の火山ガラスの諸特

徴からこのテフラは、約2.5万年前に降灰した姶良Tn
テフラ (AT)に 同定される。ここでのATは周辺地
域で確認されたものと同様に水成堆積したものと考え

られる。

2.東区 トレンチ断面でのテフラの検出 (図 12)

分析試料は、東区トレンチの東西断面の北壁で灰オ

リーブ色シル ト～粘土の36層 。37層から試料を採取し

た。その結果、36層ではA型火山ガラスが 1個体計数

され、37層ではA'型が 1個体計数されたのみであっ

た。火山ガラスの形態は、両試料ともATに 出来する

可能性が高い。ただし火山ガラスの含有率がきわめて

微量であることから、前回分析したAT直上の火山ガ
ラスを多量に含有するシル ト層に対比される可能性は

ない。また86・ 37層 が明らかにAT降灰以降の堆積物
であるとも言い難い。ただし、37層では植物珪酸体が

多く含まれている特徴が認められる。前回の分析では、

AT下位のシル ト質～粘土質堆積物は分析していない
が、AT上位のシル ト層では植物珪酸体がほとんど検
出されず、塊状黒色腐食質土層から増加し上位の黒色

腐食質土層 (Ⅱ 層)で極大を示す。今回下位の38層が

黒色粘土層であることなどから、86・ 37層 は、AT堆

積以後の有機質堆積物の形成期に局所的に堆積した堆

積物である可台旨性が考えられる。

文献

河西学(1996)大坪遺跡のテフラ分析。『大坪遺跡発掘調査報告書

Ⅱ』、 72-75。

田代孝・櫛原功―・宮沢公雄 (1988)上土器遺跡発掘調査報告書。

甲府市史研究、6、 6992。

表 5
計数火山ガラス粒数  表 6 火山ガラスの屈折率

AT 36層 37層 試料番号 火山ガラスの形態 色調 屈折率 (モード)  対比されるテフラ

絶
絶
髄
絶
艇
絶
絶
絶
卿

Ａ

ｒ

ド

Ｂ

ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

そ

泡壁型 (A・ A'型)無色 14991501(1500) 姶良Tnテ フラ AT

合計

麗醒園黒色土  匡至ヨンルト

形冤勿黒福色■ 匡|コ 砂

匡≡∃粘土   臣三図テフラ(AT)

図11 西区断面図

粒 径 組 成

図>1/4mm砂

図 1/4～ 1ハ 6mm砂

□<1/16mm泥

F F'

AT静  彩=当 ― I

含 水 率
1/41/16mm   形態別火山ガラス含有卒
全カ
イ
ラス含有率  A  A'     CDE
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第 2節 大坪遺跡か ら出上 した木製品 (奈
良～平安時代)の樹種同定

松 葉 礼 子

I はじめに
大坪遺跡は山梨県甲府市横根町字大坪546ほかにあ

り、奈良～平安時代の旧河道と平安時代の集落跡の遺

跡である。木製品は旧河道内覆土中から出土している。

今まで山梨県内では石橋条里制遺構 (東八代郡境川村)

などで樹種同定がされていた (山梨県教育委員会

1984)。 しかし、腐朽などのため樹種の同定には至っ

ておらず、柱や杭などに針葉樹や広棄樹混じって利用

されている様子がうかがえるのみである。今回はこれ

らの樹種を同定することにより、山梨県内でどのよう

な樹種が利用されているのか、その内容を明らかにす

ることを目的として樹種を同定した。

Ⅱ 試料と方法
試料は75点で古墳後期の梁1点をのぞき、すべて奈

良～平安時代に相当する (表 7)。

同定には、木製品から直接片刃剃刀を用いて、木材

組織切片を横断面、接線断面、放射断面の3方向作成

した。これらの切片はガムクロラールにて封入し、永

久標本とした。樹種の同定はこれらの標本を光学顕微

鏡下で観察し、現生標本と比較して行った。主要な分

類群を代表する標本については写真図版 (図版44～46)

に示し、同定根拠は後述する。

なお、同定に用いられた標本はプレパラー ト番号

(YMN1915～ 2034)を付しパレオ・ラボ株式会社
(埼玉県戸田市下前11322)イこ保管されている。

1.ス ギ  ゆ〃ケο″♂″力彦ブ?ο″グ♂ク (L.fil.)DoDon
Taxodiaceae写 真図版la～ lαYMN58
放射方向・軸方向両細胞間道を持たない針葉樹材。

早材から晩材にかけての移行は急で、成長輪界は明瞭。

晩材部の量は多い。樹脂細胞が早材部から晩材部にか

けて接線方向に散在する。放射組織は放射柔細胞のみ

からなり単列。分野壁孔は大型のスギ型で通常1分野

あたり2個ある。

2.ヒ ノキ 物 務ο♭笏″ (Sieb.et Zucc。 )Endl.

Ctlpressaceae写 真図版2a～2cYMN77

放射方向・軸方向両細胞間道を持たない針葉樹材。

早材から晩材への移行はやや急で、成長輪界は明瞭。

晩材部の量は少ない。樹脂細胞が早材部と晩材部の境

に接線状に散在しており、その放射方向壁は結節状に

肥厚している。放射組織は放射柔細胞のみからなり単

列。分野壁了しは中型のトウヒ～ヒノキ型で 1分野に 1

～ 3個ある。

3.サ ヮラ C彦フ″分¢cy,クカψ方チ協 (Siebo et zucc。 )
Endl,Cupressaceae写真図版3a～ 3ctthN76

基本的な構造はヒノキと一致するが、分野壁孔の形

状がヒノキ～スギ型であることで区別している。ヒノ

キとサワラの区別点が不明瞭な試料はヒノキ属と同定

したが、今回はこの境界が不明瞭な標本が多くヒノキ

属の同定にとどまったものが最も多い結果になってし

まった。

4.ク リ @協″″物 ヵ 観eb.et Zucc.Fagaceae写

真図版4a～4cYMN121

成長輪の始めに大型の丸い道管が 1～ 2列並ぶ環孔

材。晩材部では徐々に径を減じた薄壁の角張った道管

が火炎状に配列する。道管は単穿孔板を持つ。木部柔

組織は晩材部で接線状から短接線状。放射組織は単列

で平伏細胞からなる。道管放射組織間壁孔は対列状。

5.コ ナラ属クヌギ節 の紹務 S♂′沈И誓妙 Fagaceae

写真図版5a～ 5cYMN99

成長輪の始めに大型で丸い道管が1列に並ぶ環孔材。

晩材部では径を減じた厚壁の道管が放射方向に配列す

る。単穿孔板を持つ。放射組織の大きさは明らかに 2

階級あり、単列と10細胞幅前後に達する背の高い大型

のものからなり、同性。軸方向柔組織は晩材部で 3細

胞幅以下の帯状に分布する。

6。 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 ⑫ 魏密 S♂肱 P彦″笏 Fagaceae写

真図版6a～ 6cYMN73

成長輪の始めに大型で丸い道管が 1列に並ぶ環孔材。

晩材部では急激に径を減じた多角で薄壁の道管が火炎

状に散在する。放射組織はすべて平伏細胞であるが、

大きさは明らかに 2階級あり単列と10列前後に達する

大型のものから構成される。道管放射組織間壁孔は精

円形の対列状～柵状。軸方向柔組織は晩材部で3細胞

幅以下の帯状に分布する。

7.ケ ヤ キ 物 %S♂効 ⊂ 粕 正 正 )MttnO ulmaceae

写真図版7a～ 7αYMN66

成長輪の始めに大型で丸い道管が 1列に並ぶ兵孔材。

晩材部では急激に径を減じた薄壁の多角形の道管が多

数集合して接線方向に配列する。道管は単穿孔板を持

ち、小道管内部には螺旋肥厚がある。放射組織は 1～ 8

列程度で多列部は平伏細胞から構成され、 1細胞高の

方形細胞からなる縁辺部から構成されている。時に縁

辺部の方形細胞に結晶が含まれていることがある。

8.イ スノキ Dたクルタ ″πttO∫ク″ Sieb.et Zucc.
Harllarnelidaceae写 真図版9a～ 9c此仙N53
小型で壁の厚い道管が単独で均―に散在する散孔材。

成長輪界は不明瞭である。木部柔組織は短接線状で顕

著である。道管は横棒の少ないまばらな階段状穿孔板
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表 7 大坪遺跡出土製品の樹種同定試料と結果

建築材   角柱    芯無し表面肖1り 奈良～平安時代

建築材   角柱    芯無し表面削り  3号 柱痕 奈良～平安時代

3 66 建築材   角柱    芯無し表面削り  3号 柱痕c W S85 020312 サワラ 奈良～平安時代     YMN 86

建築材   角柱    芯無し角材    2 ヒノキ属 奈良～平安時代

奈良～平安時代562    建築材   角柱    芯無し表面削り  1号 柱痕
6688    建築材   梁 樹皮なし丸木   水路 ヨナラ属コナラ節  古墳 YMN 124vi 1914

76R7    不明部材        柾目       長い板       W25       ヒノキ属      奈良～平安時代     YMN 122

孝耳齢
ほ Wお 3 サワラ8 684 不明部材 オ反目 奈良～平安時代

9 616 主体部 旨掃P組
み合わせ  w562 000726 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN 63

i0616 不明部材 ζ需?組
み合わせ w562000726サワラ 奈良～平安時代 YMN 64

不明部材 半 割 半載 した木槌状  W727 000811 ヨナラ届クヌギ節  奈良～平安時代

i2 676 不明部材                 小形部材     W845 000815 ヒノキ属      奈蕉～平安時代     YMN 70

13 601 不明部材 表面却1り くびれを有す棒   W876 000816 コナラ属 ]ナ ラ節  奈良～平安時代 YMN 73

14 669 不明部材 芯無し角材
ほぞ付角材、丹よ,
か

奈良～平安時代 YMN 91W l125 000822 サワラ

15686    不明部材 属
い板、ほぞ穴  w1313 奈良～平安時代柾 目 ク リ YMN 121

16801    不明部材 柾 目 VV 1315  000920 ヒノキ属 奈良～平安時代

17685    不明部材 板 目 WV 162 サワラ 奈良～平安時代 YMN 123

185R7    犬起    火切り板                     W l157 00082  ヒノキ属      奈良～平安時代 YMN l17

19 火起 火切 り杵 W1247 000824 スギ 奈良～平安時代

20556    由物    底板    柾目 W i3  000524 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN l13

21560    曲物    底板    柾目 W36  000526 サワラ 奈良～平安時代     YNvlN 104

22556    由物    底板    板目 W4S  OO0526 ヒノキ属 奈良～平安時代

23658    曲物    底板    柾目 W56  000526 ヒノキ 奈良～平安時代

24557    由物    底板    柾目                 W57  000526 ヒノキ属      奈良～平安時代     YMN i09

25568    由物    底板    板目
26549    曲物    底板 W l14 000530 サワラ

W71  000529 ヒノキ属 奈良～平安時代

奈良～平安時代

27550    曲物    底板 W657 000808 ヒノキ 奈良～平安時代

29

曲物    底板    板目 W887 000816 ヒノキ属 ～平安時代

曲物    底板    板目 奈良～平安時代

30548    曲物    底板    柾目 W i032 00818  針葉樹 奈良～平安時代

31646    曲物    底板    柾目 中央に穴、 こし
き板か

W1307 000913 ヒノキ届 奈良～平安時代 YMN l15

32525    由物    側板    柾目 W467 000620 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN l14

33ハ 73    円板          柾目       木皿の荒型か    W737 000811 ケヤキ       奈良～平安時代     YMN 94

丸  木 593 000802 コナラ属クヌギ節  奈良～平安時代
35 1241     杭 樹皮付き丸木 W596 000802 コナラ属クヌギ節  奈良～平安時代 YMN 88

36598    割物    皿                       W516 000628 ヒノキ属      奈良～平安時代     YMN 107

37583    下駄    下駄 W44  000526 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN i06

38582    下駄    下駄 W34  000526 ヒノキ属柾目 (本体) 奈良～平安時代 YMN 108

39596    下駄    日下駄 W85  000529 ヒノキ 奈良～平安時代 YMN i03板 目

下駄    田下駄 柾 目 W172 000602 サワラ 奈良～平安時代

奈良～平安時代下駄    田下駄 W709 000811 サワラ柾 目

42 578      櫛 W728 000811 イスノキ 奈良～平安時代 VIVN 53

43 5RO    櫛     横櫛                      W769 000814 イスノキ      奈良～平安時代 YiV`ヾ 50

1    櫛 横櫛 W966 000817 イスノキ 奈良～平安時代 YiVIヾ 51

45 579      1節 W,242 000829 散子し材 奈良～平安時代 Y"↑ 5ヾ2

46516    挽物    木皿    横木地                W229 000606 ケヤキ       奈良～平安時代     YMN 55

挽物    木皿    検木 W232 000606 ケヤキ 奈良～平安時代

48513    挽物    木皿    検木地 W258 000606 ケヤキ 奈良～平安時代

49518    挽物    木皿    横木地 W319 000608 ケヤキ 奈良～平安時代 YMN 71

50517    挽物    木皿    横木地                W630 000803 トネリコ属     奈良～平安時代 YMN 75

51514    挽物    木皿    横木地 W i038 000818 ケヤキ 奈良～平安時代

62588    木箱    本体 W738 0008,1 スギ 奈良～平安時代 YMN 58

53 5RA    木箱    木釘                      W738 00081, 針葉樹       奈良～平安時代     Y時 ↑N59

54589    水草    楔 良～平安時代

55589    水車    車軸本体 奈良～平安時代

56 1220   刀形 柾 目 W22  000524 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN l18

57 1ク66   斎串                            W99  000530 サワラ       奈良～平安時代 YMN 105

58 1213   斎串          表面削り 柾目 W l15 000530 ヒノキ 奈良～平安時代

59 1203   斎串 柾 目 W599 000802 サワラ 奈良～平安時代 YMN 76

601212   斎串 板 目 W605 000803 サワラ 奈良～平安時代 YMN 79

61 937    串以 W731 00081  ヒノキ属 奈良～平安時代

奈良～平安時代62840    串状          表面削り               W734 000811 針菜樹

63 1229   串状 表面削り W749 000811 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN 62

64R7ク     串状                            W760 000814 ヒノキ属      奈良～平安時代     YMN 96
W773 000814 ヒノキ属表面削り 奈良～平安時代

W779 000814 ヒノキ属 奈良～平安時代

07604    ヘラ状 ななめ さし状 W l178 000823 ヒノキ属 奈良～平安時代 YMN 68

68605    ヘラ状                    文様付 000529 ヒノキ属 ～平安時代

69 1219   木簡          柾目       文字あり W549 000705 ヒノキ属 奈良～平安時代

70 1215      付札1犬 板 目 〈びれあり W i015 000818 ケヤキ 奈良～平安時代 YMN 65

71 1ク 17   付札状         柾目       くびれあり    W   000920 サワラ       奈良～平安時代     YMN 60

72 1216   付札状 柾 目 基酷捨空
り東 w O。。607ヒノキ属 奈良～平安時代

736ク ∩    柄杓    柄                       W914 000816 ヒノキ属      奈良～平安時代     YMN l10
W729 000811 ヒノキ属糸草 奈良～平安時代 YMN 67

75 1214 斎串 柾 目
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をもつ。放射組織は2列で、平伏細胞と 1細胞高の直

立細胞からなる縁辺部を持つ。

9.トネリコ属 脇
'″

密 Oleace誕  写真図版10a～
10ciYMN75

大型の道管が成長輪の始めに並ぶ環孔材で、晩材部

では厚壁の小型の道管が単独あるいは放射方向に複合

して散在する。道管は単穿孔板を持つ。軸方向柔組織

は周囲状あるいは連合翼状分布する。放射組織は 2列

前後で平伏細胞のみで構成される。

10,散孔材 写真図版8a～ 8c舟的困52
小型で角張った道管が独立して散在する散孔材であ

る。道管は横棒の多い階段状穿孔板を持つ。放射組織

は1～ 3列程度で平伏細胞と 1～ 4細胞高の直立及び方

形細胞から構成されている。モッコクなどの樹種に近

似しているが同定には至らなかった。

Ⅲ 結果
同定した結果、針棄樹が 3樹種と広葉樹 6樹種が同

定に至った (表 7)。 ヒノキ、サヮラを含むヒノキ属が

遺物の大部分を占めており、次にケヤキが多い結果で

ある。同定した試料は曲物、木簡、付札状、形代など

の板状の製品と、不明部材、建築部材、挽物、櫛など

の製品がある。挽物、円板 (木皿の荒型か)、 水車、櫛

以外ではヒノキ属やスギなどが多く利用されていた。

挽物は軸輯による回転整形をするため樹種が限られ、

全国的にもケヤキ、 トネリコ属などが利用されること
が多い製品である。櫛のイスノキも材質が緻密で適し

ているため類例が多く、分布域から外れた地域での出

土事例も多い。水車の構成部材はいずれもケヤキであ

つた。杭や不明部材などにはクリ、コナラ属クヌギ節,

コナラ節が利用されている。

Ⅳ 考察
同定した遺物は曲物など板状の製品が多く、そのた

め針葉樹が多い結果が得られたと考えられる。特にヒ

ノキ、サヮラといったヒノキ属がその中心であった。

長野県にある石川条里遺跡 (長野市篠ノ井大字塩崎)

の平安時代の斎串ではヒノキやサワラが利用されてお

り、古墳前期でもサワラの出土点数が多い結果が得ら

れている (能城 。鈴木 1997)。 石川条里遺跡に近い川

田条里遺跡ではサワラは確認されているが出土点数が

少ない。静岡県内では弥生時代にスギが多く利用され

ており、奈良時代の伊場遺跡 (浜松市)や愛知県内で
はヒノキが優占する結果が得られている (山田1993ほ

か)。 このことから比較的近い地域においても利用樹種

が異なっていることが分かる。今回は土留め用材や杭

などの製品が少ないため、広葉樹材があまり確認され

ず、どの程度利用されていたのかは分からなかった。

今後分析点数が増加すればこれらの傾向がより明確に

なるものと考えられる。

引用文献

能城修―・鈴木三男 1997 石川条里遺跡出土木製品の樹種 .
長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書26「石川条理遺跡」

第 3分冊付章 :68138

山田昌久.1993 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―
用材か ら見た人間・植物関係史`植生史研究,特別一号 :

242pp.

山梨県教育委員会 1984「石橋条里制遺構 蔵福遺跡 侭ノ下
遺跡」,山梨県教育委員会・日本道路公団,198pp.

第 3節 大坪遺跡か ら出上 した大型植物化石
新 山 雅 広

1.は じめに

大坪遺跡は、山梨県甲府市に所在する。本遺跡の東

地区では、古墳時代～平安時代の旧河道が確認され、

多量の木製品が出土した。河川埋土は、深さ 3m近 く
あり、主に泥炭層から成っている。ここでは、 この埋
土中から出土した大型植物化石を検討し、古植生およ

び栽培状況についての推定を試みた。

2.試料
河川埋土は、10層に層位区分され (註 1)、 時代に

ついては、 4層が10世紀代、 5層が 9世紀代、 10層が
古墳時代 (6世紀代)と考えられている。埋土は、泥

炭が主体であるが、 5層は砂礫混じりの土層となって
いる。試料は、3層、 5～ 9層 の各層の埋土を20リ ッ
トルずつ水洗飾い分けし、拾い上げられた大型植物化

石であり、フィルムケース 8本分であった。

3.出土した大型植物化石
出土した大型植物化石の一覧を表 1に示した。なお、

複数の分類群をハイフンで結んだものは分類群間の区

別が困難なものである。以下に、各試料から出土した

大型植物化石を記載する (表 8)。

4層 :木本は分類群数・個数共に少なく、ハンノキ属

ヤシャブシ亜属、スモモ、モモ、キイテゴ属、イタヤ

カエデが僅かに出土した。草本では、ホタルイ属 A、

ホタルイ属Bが最も多産し、次いで、ヤナギタデ、コ

ナギの順に多産した。他に、ヒルムシロ属、オモダカ

属、ハリイ属、イボクサ、タデ属、ナデシコ科、タガ

ラシ、マメ科(果実)が比較的多産し、サンショウモ、
イ トトリゲモ、サガミトリゲモなどが本試料のみで出

土するか、本試料で比較的目立った。また、栽培植物

では、イネ、オオムギ、ナスが出土した。
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表8 大型植物化石一覧表
数字はlFtl数、( )内 は破片の数を示す

分類群 H`位
1011ネil代 9世糸己イt
4層 5層 (Nol 5膚 (No2) 6属 (Nol) 6層(No2) 8層 91目

オニクルミ 骸 (1) (7) (Z)

ハンノキ属ヤシャブシ亜属 果 笑

コナラ属 来 (1)

クワ属 種 2(1) 78(5) 45(4)

カジノキ 紙 子 (2) 14(3) 4(2)

スモモ 核 (3) 1

核 1 (13)

サクラ属サクラ鮪 核

キイチゴ属 核 1 2 |

種 子

イタヤカエデ 種 子 1

ヤマブドウ 種 子

ブドウ属A 種 子 6(1) 11(6) 4(15)

ブドウ属B 種 子 Z

サルナシ 種 子 1(1) 1

マタタヒ 種 子 1

不 明 芽 6 3(1) 2

3

核 43(1) 6 1

種 子 4 (1)

ガミトリゲモ 種 子 17(1) 2 1

ヘラオモダカ 果実 1 1 1

オモダカ属 果 実 3 1

オモダカ科 種 子 18 1 5

イ ネ
未炭化穎 (1)

炭化打蚕学L 7(15)

オオムギ ヮく化爆蚕学し 1

コムギ 炭化胚辛 1

ムギ類 五,く化打企 (1)

イヌビエ 教 1

エノコロクサ属 3 3 7

イネ科 1

スゲ属 果 実 2 2 2

サ 属 臭 察 16(1) 8 1

果 5 1 1 11(1)

果 44(9) 49(2)

ホタルイ属B 異 269(15) 2 43(2) 4

、ウイ属 果 実 94(3)

イボクサ 種 子 81(1) 2 73(1) 67(2) 3

コナギ 種 子 13 7

アサ 種 子

カナムグラ 種 子 (2) 16(37)

ミゾソバ 果 5 4 側
一サテクサ ユ 1

インミカワ 8(11)

サナエタテ近イ以種 10(3) 11 12) 6 と1

下ントクタデ 2 11 10 74(25) 7

果窯 179(36) 11(3) 156(15) 770(212) 71(16) 3(1)

Ilhl種 果 実 6 6 15(1) 4

ヂ属 果 実 4 1 2(1)

果 実 1 ユ

シロザ折槻種 種 子 2 1 7(2) 4 10 1

ヒユ属 種 子 l 1項 1) 5

スベリヒユ 種 子 1 5

ナデシコ科 種 子 5 3 ユ

タガラン 果 笑 3 157(19) 92(17)

キンポウゲ属 果 笑 4 2 3

tイチコ属オカタイチコ属キシAシロ属 核 2

マメ科
果 実 (106) (1) (3,

1 1 l

カタノヽミ属 1

エノキクサ 1 1 1 2 18(6)

ツリフネソウ 2(2)

ノフ ドウ 種 子 1

果実 1 1

ヤ1,利 果実 5

サ ザ 種 子 ユ

ガガイモ 種 子 2

果 実 3

エゴマ折似種 果 実 1 1

シツ析似種 果 実 と I

シツ属 果 笑

イヌコウジュ属 果 実 6(4) 2(2) l

イヌヨウジュ属―シツ属 果 実 1(1) 3 1(2) 1( 1

シツ科 果 笑 1 3 1 l

ナス 種 f ユ 131(3) 4

ナス属 種 子 1

ナス科 種 f 1

ゴキツル 種 子 (1) (11)

スズメウリ ユ

メロン仲間 1(3) 12(5) 5

ヒョウタンイ中間 1(2)

トウガン (1) 1 ユ

ゴボウ近似種 果 と 1

果窯 1 3

果実 1 2 1

オナモミ 果実 (1) (1) (7) t4!

キク科 果室 1 l 3
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5層 (陥1):木本は分類群数・個数共に少なく、オ
ニグルミ、クワ属、カジノキ、スモモ、ブドウ属A、

ブドウ属Bが僅かに出土し、モモはやや目立った。草

本では、ホタルイ属Aが最も多産し、次いでナスが多
産した。他に、イネ、ヤナギタデが比較的目立ち、栽

培植物のオオムギ、コムギ、ムギ類、アサ、エゴマ近

似種、シソ属、メロン仲間、ヒョウタン仲間、 トウガ
ン、ゴボウ近似種が出土した。

5層 (No.2):モ モのみが出土した。

6層 (血 1):本試料は、他試料に比べて木本の分
類群数・個数が多い。クワ属が非常に多産し、カジノキ

も比較的多産する。他に、ブドウ属Aがやや目立ち、

オニグルミ、ヨナラ属、スモモ、モモ、サクラ属サク

ラ節、キイテゴ属、サンショウ属、サルナシ、マタタ

ビが僅かに出土した。草本では、ホタルイ属A、 ナス

が最も多産し、次いでヤナギタデ、タガラシが多産す

る。他に、ホタルイ属B、 イボクサ、コナギ、タデ属

が比較的多産し、ヒユ属、スベリヒユ、ヘビィテゴ

属―オランダイテゴ属―キジムシロ属、アサザ、タカ

サブロウなどが本試料のみで出土するか、本試料で比

較的目立つ。また、栽培植物では、イネ、エゴマ近似

種、シソ近似種、メロン仲間、ヒョウタン仲間、 トウ
ガン、ゴボウ近似種が出土し、イネ、メロン仲間、ヒ

ョウタン仲間は本試料で比較的目立った。

6層 (No.2):木本では、クワ属が非常に多産し、

オニグルミ、カジノキ、モモ、キイテゴ属、サルナシ

が僅かに出土した。草本では、ホタルイ属Aが最も多
産し、次いでナス、ヤナギタデ、タガラシ、イボクサ

の順に多産した。他に、イヌビエ、シロザ近似種、カ

タバミ属などが本試料のみで出土するか、本試料で比

較的目立った。また、栽培植物では、イネ、コムギ、

エゴマ近似種、シソ近似種、メロン仲間、 トウガンが
出上した。

7層 :木本は分類群数。個数共に少なく、その中では、

ブドウ属Aがやや目立った。他に、オニグルミ、クワ

属、キイチゴ属、ヤマブドウが僅かに出土した。草本

では、ヤナギタデが極めて多産し、ヒルムシロ属、ホ

タルイ属A、 ホタルイ属B、 イボクサ、ボントクタデ

も比較的多産した。他に、ミゾソバ、サデクサ、ィヌ

タデ近似種、 ドクゼリ属―セリ属、セリ科、シロネ属
が本試料のみで出土するか、本試料で比較的目立った。

また、栽培植物では、ナス、メロン仲間、ヒョウタン

仲間、 トウガンが出土した。
8層 :木本では、ヤマブドウとブドゥ属Aのみが出

土し、ブドウ属Aはやや日立った。草本では、ボント

クタデ、ヤナギタデが最も多産し、ホタルイ属A、 カ

ナムグラ、エノキグサが比較的多産した。他に、イネ

科、ウキヤガラ、ツリフネソウ、ノブドウ、ガガィモ、

スズメウリ、オナモミが本試料のみで出土するか、本

試料で比較的目立った。また、栽培植物では、イネ、

メロン仲間が僅かに出土した。

9層 :木本ではブドウ属Aのみが僅かに出土した。

草本では、ヒルムシロ属が最も多産し、カナムグラ、

イシミカワ、サナエタデ近似種が比較的目立った。他

に、エノコログサ属、ゴキヅル、キク科が本試料で比

較的目立った。

4.考察
1)古植生

周辺の森林植生についてであるが、各土層とも木本

の種実類は、草本に比べて分類群数・個数共に非常に少

ない。おそらく、河川沿いには、森林と呼べるほどの

あまり多くの樹木は生育していなかったのではないだ

ろうか。生育していた樹本は、 7～ 9層では、蔓植物
のブドウ属Aであり、 7、 8層ではヤマブ ドウも混じ
り、 7層ではクワ属、キイテゴ属も混じっていたであ
ろう。 6層堆積期には、幾分種類数が増え、多産した

クワ属、カジノキは割りと普通にみられたかもしれな

い。他には、サクラ節、キイチゴ属、ブ ドウ属A、 サ

ルナシ、マタタビなども混じっていたであろう。 9世

紀代の 5層では、クワ属、カジノキ、ブドウ属Aなど

が、10世紀代の4層ではヤシャブシ亜属、キイテゴ属、

イタヤカエデなどが生育していた。 5～ 7層で出土し、
6層では多産したクワ属や 5～ 9層で普通に出土し、

下位層で比較的目立ったブドウ属Aは、 4層では全く
出土せず、付近にみられなくなった可能性が考えられ

る。なお、栽培・利用植物のオニグルミ、スモモ、モモ

などは、付近で生育ないし栽培されていたのかもしれ

ないが、周辺の生活の場で利用後に投棄されたものが

河川に流入したか、河川周辺に直接投棄されたのかも

しれない。一方、草本類については、水生植物が種類・

個数共に非常に目立ち、河川に生育していたと考えら

れる。主要な分類群の出土傾向に注目すると、浮葉性

ないし沈水性のヒルムシロ属は、 9層では非常に多産
し、出土分類群の中で圧倒的に多産する。その後は、

7層 と10世紀代の4層で比較的目立つが、その他の土

層では少ない。湿地性ないし抽水性のホタルイ属Aは、

6層で急増し、 6層以降は出土分類群の中で最も多産

するようになる。湿地性ないし抽水性のホタルイ属B、

コナギは、 5～ 9層ではさほど目立たないが、 4層で
は急増し、特にホタルイ属Bはホタルイ属Aと共に非

常に多産する。湿地性ないし抽水性のボン トクタデと
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ヤナギタデは、下位の 7、 8層では最も多産し、特に

ヤナギタデは 7層で圧倒的に多産する。しかし、その

後の6層以降は、ボントクタデは稀になり、ヤナギタ

デは多産するものの、最優占はしない。抽水性のタガ

ラシは、下位の 7～ 9層では、稀か全く出土しないが、

5層を除く6層以降では多産する分類群の 1つとなる。

一方、水生植物以外にも幾分乾き気味の場所に生育す

るエノコログサ属、ギシギシ属、シロザ近似種、ヒユ

属、スベリヒユ、カタバミ属、エノキグサ、メナモミ

なども個数はさほど多くはないが出土することから、

河川周辺には乾き気味の場所も存在していたと予想さ

れる。特に、エノコログサ属、エノキグサなどは、下

位の 8、 9層で目立ち、 8、 9層堆積期には比較的普

通にみられたのかもしれない。

2)栽培状況
出土したもののうち、栽培植物と考えられるものは、

木本ではスモモ、モモ、ブドウ属Bであり、草本では

イネ、オオムギ、コムギ、ムギ類、アサ、マメ科 (炭

化種子 )、 エゴマ近似種、シソ近似種、シソ属、ナス、

メロン仲間、ヒョウタン仲間、 トウガン、ゴボウ近似
種である。また、破片のみを出土したオニグルミも食

用とされていたであろう (註 2)。 これら栽培植物は、

付近で栽培されていた可能性もあるが、周辺から持ち

こまれたことも考えられる。特に、炭化したイネ、オ

オムギ、コムギ、ムギ類、マメ科は、栽培地からの流

入ではなく、周辺の生活の場で利用後に投棄されたも

のが河川に流入したか、河川周辺に直接投棄されたと

予想される。栽培ないし利用開始時期については、7

世紀代の 9層では明らかな栽培植物は全く出土しない。

多くは、 6層堆積期以降に栽培ないし利用開始された

と思われるが、イネ、メロン仲間は 8層堆積期以降、

ナス、ヒョウタン仲間、 トウガンは 7層堆積期以降と
やや古い。また、ブドウ属B、 オオムギ、アサは、や

や遅れて9世紀代の 5層以降になってからと思われる。

5。 主な大型植物化石の形態記載

ヤマブドウ レあω秒蕨 ♂Pulliat ex Plaach種 子
ブドウ属のうち、長さ約5.0～ 5.lmmと 5,Omm以上に達

する大きなものをヤマブドウとした。

ブドウ属A 防広A種 子
長さ約3.9～ 4.4mm、 幅約3.0～ 3.3mm。 長さ5,Omm未満

をブドウ属Aと した。

ブドウ属B レワ肪B種子
5層 (配 1)か ら2個体出土した。長さ約6.7mm、 幅

約45mmのものと長さ約7.3mm、 幅約5,lmmの ものである。

非常に大型で先端が大きく突出するという特徴があり、

おそらく栽培種と思われる。

ホタルイ属A 脇留 A果 実
広倒卵形～倒卵形で断面は片凸レンズ状。黒色で光

沢があり、表面には横方向の隆起が認められる。果皮

は厚く硬い。ホタルイなどに似るタイプであり、外形・

大きさなどから複数種含まれると思われるが一括した。

ホタルイ属B 乱″笏A果 実
倒卵形でやや片凸レンズ状、先端の柱頭は伸びてや

や目立つ。茶褐色～黒褐色で光沢はないか鈍い光沢が

あり、表面はやや平滑である。フトイ、サンカクイな

どに似るタイプであり、複数種含まれると思われるが

一括した。

コナギ %力励ο力 鰹″クみ (Brtlm.fil.)Presl種子

長さ約0,7～ 1.3mm。 ミズアオイが混じつている可能

性もあるが、大半はコナギと思われる。

マメ科 Legtlnlinosae果 実、炭化種子

果実 (丈)は未炭化で小節果ないし更に細かい破片

の状態で出土した。クサネムに似る。炭化種子は、 4

層、 5層 (ml)、 6層 (No.2)か ら1個体ずつ出土し

た。 4層出土種子は、爽が少し残って張り付いた状態

であり、長さ約24mm、 幅不明、厚さ約 1.3mm。 隣部は

窪み、径約0.5mmの円形の謄が一方にやや片寄ったとこ

ろに位置する。 5層 (酌.1)出土種子は、長さ約 5,8mm、

幅約 3.Omm、 厚さ約3.2mm。 謄は焼け爛れて確認できな

い。 6層 (No.2)出土種子は、長さ約6.6mm、 幅約3.8

mm、 厚さ3.5mm前後。3mm前後の細長い謄が一方にやや

片寄つて位置し、隣の周囲はやや隆起する。おそらく

ササゲ属と思われ、 5層 (hl)出土種子もその可能

性がある。3層出土種子は、 5層 (hl)、 6層 (配 2)

出土種子とは明らかに異なる。

エゴマ近似種 乃ル tesC鶴 (L.)Briti ci vて近〃 0み

諺Hara果実

大きさ2.Omm以上をエゴマ近似種としたが、 5層 (血
1)出土の 1個体、7層 (No.1)出土の1個体は、ちよ

うど2.Omm程度であり、シソの可能性もある。 6層 (血
1)の もう 1個体は約2,9mm、 6層 (No.2)の 1個体は

約2.3mmであり、エゴマとしてよいと思われる。なお、

大きさ約 1,7～ 2.Omm未満をシソ近似種,た力励力励徽鶴

(L.)Britt,ci var.♂汚ッ  (Thunb.)Benth.、 破片であ

り、大きさが1,7mm以上としか分からないものをシソ属 ,

た力焼、大きさ約 1,3mm以下をイヌコウジュ属,MOミa、

大きさ約 1.3～ 1.7mm未満をイヌコウジュ属―シソ属 ,

フ跨∫″ana/Or P¢元と肪とした。

メロン仲間 働″ オ″あ Linn.種子
5～ 8層で出土した。破片や一部欠損のあるもの以

外の計測可能なものは全て長さの計測を行った。 5層
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は、約 5。 lmmと 7.2mm以上 (一部欠損しているが、7.2mm

を大きく上回ることはない)。 6層 (血 1)は、約4.1
～10.6mm(13個の平均8.lmm)で藤下 (1984)イこよる

6.Omm以下の小粒種子 (雑草メロン型)が 1個、6.1～
8.Ommの中粒種子 (マクワ・シロウリ型)が4個、8.lmm

以上の大粒種子 (モモルディカメロン型)が8個。 6
層 (配2)イよ、約6.5～ 9.Omm(4個の平均8.lmm)で中粒

種子が2個、大粒種子が2イ回。 7層は、約6.2～ 9,8mm(7

個の平均8.2mm)で 中粒種子が 2イ固、大粒種子が5個。

8層は、8,7mmの大粒種子が1個であった。全体として

は、平均が約8.Ommで大粒種子が6割程度を占めるよう

に大型の種子が目立つ。出土個数がさほど多くはない

ので、はっきりとした傾向は言えないが、おそらく6

～ 8層の時期は、主にモモルディカメロン型の種類が

利用されており、 5層 (配 1)、 6層 (hl)で小粒種
子が含まれるようになることから、 6層以降に雑草メ
ロン型ないしマクワ。シロウリ型の種類も利用されるよ

うになったのではないだろうか。

ヒョウタン仲間 勲 滋 陶朗励彦Duch種子
長さ約94mm～ 16.9mm以上 (一部欠損)、 幅約5.1～ 6.9

ゴボウ近似種 И″″2夕 ci lappa Linn.果実

5層 (No,1)出土果実は、長さ約5。 lmm、 幅約2.Omm。

6層 (ml)出土果実は、長さ約5,lmm、 幅不明。手持
ちの標本との比較では、ゴボウに酷似するが、キク科

には非常に多くの分類群があるのでゴボウ近似種とし

た。

註

註1 土壌分析データについては、整理段階で上層層位名を再整
理したため、最終層位名で記載している (以下の珪藻、花粉分

析も同じ)。 変更前 (旧層位名)は次のとおり (左が最終、括弧
内が旧層位)。

1(1)、 2(1)、 3(2)、 4(3)、 5(6)
6(7)、 7(8)、 8(9)、 9(10)、 10(11)

註 2 クルミ (オニグルミ)、 モモは 6～ 8層 に多量に存在するが、
同定委託には出していない。 9章第 8節を参照。

参考文献

藤下典之 (1984) 出土遺体よりみたウリ科植物の種類と変遷と

その利用法 古文化財に関する保存科学と人文,自 然科学 一 総
括報告書,pp.638654,同 朋社.

第 4節 大坪遺跡東区の花粉化石
鈴 木 茂

甲府市横根町に所在する大坪遺跡において発掘調査

が行われ、東調査区より旧河道と考えられた粘土の堆

積層が検出された。この粘土層からは8世紀～10世紀

前半の土器や木器が検出され、さらに下位層からも古

墳時代中期の土器や木器が出土している。こうした遺

物を包含している粘上の堆積環境、すなわち河道なの

か池状なのかといった当時の水環境を知る目的で土壌

試料が採取され珪藻分析が行われている (第 5節参照)。

以下には同試料を用いて行われた花粉分析の結果・考

察を示し、古墳時代～

古代における遺跡周辺

の古植生について検討

した。

1.試料

m         l
260 00-                              ―

2

試料は東区の南壁

(第 11図左上断面図参  25900-

照)よ り採取した14点

で、図12に 試料を採   一

取した地点付近の土層

断面を示す。各層につ  26&00-
いて、 1層 は表土で、
ローム質土や粘土であ

る。 2層 (試料 1)は

粘性の高い黒色粘土で、

褐色の酸化鉄が根跡  25700

(縦方向)に多く集積  図13

している。 4層 (試料

試料採取地点付近の土

層断面図 (東区南壁)

2)はやわらかい黒灰色粘土で、やはり褐色の酸化鉄
が根跡 (縦方向)に多く集積しており、最下部から10

世紀前半の土器片が多く検出されている。 5層 (試料
3)は粘性の高い黒褐色砂質粘土で、最上部から9世

紀前半の土器片が多く得られている。6層 (試料 4、 5)

は褐色を帯びた黒色の砂質粘土で、下部ほど砂は少な

くなっている。また黄灰色のシル ト小塊 (結核 ?)や
縦方向に集積した褐色酸化鉄が散在しており、 8世紀
初～ 9世紀前半の土器や木器が検出されている。 7層

(試料 6、 7)はやや砂質の黒～黒褐色粘土で、黄灰色
のシル ト塊 (結核 ?)が散在 (上部多い)している。
8層 (試料 8～■)は黒灰色の砂質粘上で、黄灰色の

シル ト塊 (結核 ?)が多く、特に上半部で多く認めら
れる。 9層 (試料 12、 13)イよ黒灰色の砂質泥炭質粘土
で、細かな植物遺体が多く認められ、材片も点在して

いる。また下部には古墳時代中期 (5世紀)の土器が

点在しており、最下部には板材が認められている。10

層 (試料14)イま青灰色の粘土質砂 (細粒)で、細かな

植物遺体が認められる。

2.分析方法
上記した14試料について以下のような手順にしたが
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つて花粉分析を行つた。

試料 (湿重約 4～ 6g)を遠沈管にとり、10%の水

酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

0.5mm目 の節にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用

いて粗粒砂分を除去する。次に46%の フソ化水素酸溶

液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離 (比重

2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、

浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、

続けてアセ トリシス処理 (無水酢酸 911濃硫酸の割
合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う。水洗後、残澄に

グリセリンを加え保存用とする。検鏡はこの残澄より

適宣プレパラートを作成して行い、その際サフラニン

にて染色を施した。

3.分析結果
検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉48、

草本花粉45、 形態分類を含むシダ植物胞子 4の総計97

である。これ ら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 9に、

それらの分布を図14に示した。なお、分布図の樹木花

粉は樹木花粉総数を、草本花粉とシダ植物胞子は全花

粉・胞子総数を基数とした百分率で示してある。表お

よび図においてハイフンで結んだ分類群は、それら分

類群間の区別が困難なものを示し、クワ科 。バラ科・

マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが

それぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉

に一括して入れてある。また、花粉化石の単体標本を

作成し、各々にPLC.SS番号を付して形態観察用および

保存用とした。

検鏡の結果、試料により花粉化石の検出に多少違い

が認められたことから、下位より I～Ⅲの花粉化石群

集帯を設定し、以下にその特徴について示す。

花粉帯 I(試料10～ 14)はスギとコナラ属コナラ亜

属の優占で特徴づけられる。次いでイチイ科―イヌガ

ヤ科―ヒノキ科 (以後ヒノキ類と略す)力 出ゞ現率10%

前後を示し多く、ツガ属、コナラ属アカガシ亜属は 5

～10%を示している。その他モミ属,クマシデ属―ア

サダ属,ニ レ属―ケヤキ属が 5%前後得られている。

草本類ではイネ科が出現率30%前後で最も多く、次い

でヨモギ属,カヤツリグサ科が 5～ 10%を示している。

その他では水生植物のガマ属、オモダカ属、ミズアオ

イ属 (いずれも抽水植物)が最下部 (試料14)を除き

検出されており、ツリフネソウ属は本帯のみの出現で

ある。なお試料14について、得られた花粉化石は少な

いながら上位試料と同様の傾向が認められることから

I帯に含めた。

花粉帯Ⅱ (試料 3～ 9)も スギとヨナラ亜属が優占

しているが、スギはやや出現率を下げ、コナラ亜属は

下部で減少傾向を示すが、上部に向かい再び増加し回

復している。次いでヒノキ類が10%前後を示し多く、

試料 7では20%を越えている。アカガシ亜属もやや増

加し、10%前後となっている。その他、モミ属、ツガ

属、クマシデ属―アサダ属、イヌブナなどが全試料

1%を越えて得られている。草本類ではイネ科が最も

多く、初め減少傾向を示すが上部では再び増加してい

る。ヨモギ属は下部で20%近い出現率を示すが上部に

向かい減少している。その他カヤツリグサ科は 5%前

後を示し、若千ではあるがソバ属が中央部試料より、

ベニバナ属が中・上部試料より検出されている。水生

植物のオモダカ属やミズアオイ属はほぼ全試料 1%を

越えており、水生植物としては比較的多く得られてい

る。また同じ水生植物のハス属 (↓由水植物)は試料 7

より、アサザ型 (浮葉植物)は試料 3よ りそれぞれ 1

個体検出されている。

花粉帯Ⅲ (試料 1、 2)はマツ属複維管束亜属 (アカ

マツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)の増加

傾向で特徴づけられる。優占しているのはやはリスギ

とコナラ亜属であるが、ヨナラ亜属は最上部で出現率

を下げている。次いで多いのはやはリヒノキ類とアカ

ガシ亜属 (出現率10%前後)で、ツガ属、クマシデ

属一アサダ属、ブナ、イヌブナ、ニレ属―ケヤキ属な

どが 5%前後検出されている。草本類ではやはリイネ

科が最も多く、出現率は40%を越えている。次いでカ

ヤツリグサ科が多く、水生植物のオモダカ属やミズア

オイ属は2試料とも1%を越えている。また水生シダ

植物のサンショウモも両試料から検出されている。

4.遺跡周辺の古環境

以上が花粉分析結果であるが、これに珪藻分析結果、

樹種同定結果および予察的に行ったプラント・オパー

ル分析結果を加え、上記した花粉帯を基に古墳時代～

古代における大坪遺跡周辺の古環境について示す。

花粉帯 I期 :時代については出土遺物より、古墳時

代中期から、上限については不明であるがおおよそ古

代にかかる頃と推測される。この頃の大坪遺跡周辺丘

陵部ではスギを主体にヒノキ類、モミ属、ツガ属を交

えた温帯性針葉樹林が優勢であつた。またヨナラ亜属

も多く、これにクマシデ属―アサダ属,ニ レ属―ケヤ

キ属などを加えた落棄広葉樹林も広く成立していた。

さらにアカガシ亜属を代表とする常緑広葉樹類も一部

に生育していた。一方草本類ではイネ属とみられる形

態を含むイネ科花粉が多産しており、水田雑草を含む

分類群であるオモダカ属やミズアオイ属も連続して検
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表9 産出花粉化石一覧表

和 名
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モミ属
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マツ腐単維管束亜属
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マツ属 (不 明 )
ヨウヤマキ属
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出されていることから、低地部ではすでに水田稲作が

行われていたとみられる。こうしたことから試料 8、

7、 13を用いて予察的にプラント・オパール分析を試

みた結果、試料13か ら若千のイネが認められ、イネの

穎に形成される珪酸体の破片も認められた。また最も

目立って観察されたのはヨシ属で、他にネザサ節型、

クマザサ属型、ウシクサ族などが認められた。珪藻分

析結果をみると本帯はジメジメとした陸域を伴う沼沢

地環境が推定されている。よってこの沼沢地にはヨシ

やツルヨシなどのヨシ属が群落を形成していたとみら

れ、その周辺の一部において水田稲作が行われていた

と推測される。

なお甲府市桜井町字角田610番地において実施され

た平成 6年度の発掘調査の際にも花粉分析が行われ、

おおまかではあるが氷河時代～平安時代の植生変遷に

ついて検討されている (鈴木 1996)。 しかしながら縄

文時代から平安時代にかけての時間層位が不明瞭であ

り、モミ・ツガ林 (花粉帯Ⅲ)か らスギ・ヒノキ類・
コナラ亜属などの森林 (花粉帯Ⅳ)への交代時期が課
題として残された。上記したように今回の分析におい

てはモミ属・ツガ属の優占は認められておらず、よっ

て平成 6年度の花粉帯Ⅲの上限は少なくとも古墳時代

中期以前と判断されよう。

以上のように花粉帯 I期 (古墳時代中期～古代初

頭 ?)の低地部は沼沢地環境が広がり、水域にはヨン

属が群落を形成しており、周囲のジメジメしたところ

には湿性地を好むガマ属やツリフネソウ属、ゴキゾル

属―アマチャヅル属などが生育していた。また一部で

は水田稲作が営まれ、この水田にはヒルムシロ属 (ヒ

ルムシロなど)、 サジオモダカ属 (サジオモダカなど)、

オモダカ属 (オモダカ・ウリカワなど)、 ミズアオイ属

(ヨ ナギ)な どの水田雑草類が生育していたと推沢1され、

これらは先の沼沢地にも一部分布していたとみられる。

さらにこの湿性地やその周辺の土手などの比較的乾い

たところにはカヤッリグサ科、クワ科、アカザ科―ヒ

ユ科、ヨモギ属などが生育していたのであろう。

一方、周辺丘陵部では縄文時代と推測される頃のモ

ミ属・ツガ属を主体とした針棄樹林から、少なくとも

古墳時代中期にはスギ・ヒノキ類を中心とした温帯性

針葉樹林に交代しており、落葉広葉樹林とともに優勢

であった。さらに常緑広葉樹類も一部これらに混じる

ように生育していた。またこれら森林の下草的存在で

ミヤコザサやチマキザサといったクマザサ属型のササ

類が分布していた。さらにこれら森林の林縁部などの

開けたところにはアズマネザサなどのネザサ節型のサ

サ類やススキ、チガヤなどのウシクサ属が成育してい

た。

花粉帯Ⅱ期 :時代は古代と考えられ、上限は出土遺

物から9世紀前半頃と推測される。この時期になると

スギ林の縮小が推測され、ヒノキ類についても多少同

様の傾向がみうけられる。これについて木製品の樹種

同定結果をみると、スギ、ヒノキ、サワラなどの針棄

樹が分析点数の 7割以上を占めており、遺跡周辺に成

立していた針棄樹林は多少ともその影響はうけたと考

えられる。しかしながらスギやヒノキ類の出現率はわ

ずかに減る傾向を示すものの大きな変化はみられない。

よつて遺跡周辺の針葉樹林は古代人による木材利用で

多少縮小したとみられるが、壊滅的な打撃を受けるよ

うなものではなく、依然として遺跡周辺丘陵部では主

要な森林であった。これは落葉広葉樹林の中心である

コナラ亜属も同様で、杭などに利用されて一部破壊さ

れたことがⅡ帯下部の減少傾向から推測されるが、上

部では再び増力日しており、二次林の形成などで林分を

回復したものと思われる。

低地部において、イネ科花粉は減少するものの試料

7においてイネのプラント・オパールが若千ではある

が認められたことから一部地域で水田稲作が引き続き

行われていたと推測される。しかしながらⅡ帯下部で

はヨモギ属がやや多く検出されており、オモダカ属や

ミズアオイ属にもやや突出した出現傾向がみられ、要

因については不明であるが、これら雑草類が目立つ植

生であった。その後再びイネ科花粉の増加がみられ、

試料 3か らは多くのイネのプラント・オパールが観察

されたことから、さらなる水田稲作地の広がりが予想

される。この水田にはオモダカ属やミズアオイ属に加

え、イボクサ属,キカシグサ属,水生シダ植物のサン
ショウモなどもみられるようになった。また中央部試

料よリソバ属が若千検出されており、一部においてソ

バの栽培も行われていた可能性があろう。

以上のように古代の遺跡周辺丘陵部では木材利用に

よリー部森林は影響をうけたとみられるが、壊減的な

打撃をうけることはなく、引き続き温帯性針葉樹林や

落葉広葉樹林が優勢であり、常緑広葉樹類も生育して

いた。一方低地部では沼沢地環境から沼沢湿地,ジメ
ジメとした陸域と次第に陸域が広がっていったとみら

れる。こうした陸域の広がりにともなってヨモギ属や

カヤツリグサ科などの雑草類が多くみられるようにな

ったが、その後水田域の広がりによりこれら雑草類は

減少した。一方水田には多くの水生の雑草類がみられ

るようになった。また水田稲作とともにソバの栽培も

行われた可能性がある。なお、本帯上半部試料よリベ

ニバナ属がほぼ連続して検出され、試料 5のみである

-38-



が鞭虫卵や回虫卵といつた寄生虫卵が若千観察されて

いる。よってベニバナ属花粉は寄生虫に対する薬とし

て花が利用され、堆積物中に供給されたものと思われ

る。このように大坪遺跡では古代 (8世紀～ 9世紀)

において寄生虫に悩まされた可能性が考えられる。

花粉帯Ⅲ期 :時代としては10世紀以降の古代と推測

される。この頃の遺跡周辺丘陵部では引き続き温帯性

針葉樹林や落棄広葉樹林が優勢であり、常緑広葉樹類

も一部に分布していたが、落葉広葉樹林の主要素であ

るコナラ亜属は減少傾向がみられる。代わつてニヨウ

マツ類の増加が始まり、遺跡周辺ではニヨウマツ類の

二次林が形成されるようになった。一方大坪遺跡東区

近辺の低地部では再び沼沢地環境になったが、その周

辺部においてはさらに水田稲作地が広がつたと推測さ

れる。そしてこの水田にはヒルムシロ属、サジオモダ

カ属、オモダカ属、イボクサ属、ミズアオイ属、キカ

シグサ属などの水田雑草類が生育していた。

5。 まとめ

以上のように古墳時代中期～古代における大坪遺跡

周辺丘陵部ではおおむね温帯性針葉樹林や落棄広棄樹

林が優勢であり、常緑広葉樹類も一部に生育していた

が、10世紀以降ニヨウマツ類の二次林が増加する傾向

も認められる。またこれら森林の下草的存在でクマザ

サ属型のササ類が、さらにこれら森林の林縁部などの

日のあたる開けたところにはネザサ節型のササ類やウ

シクサ属が成育していた。

一方大坪遺跡東区近辺では沼沢地環境から次第にジ

メジメとした陸域が広がり、10世紀になって再び沼沢

地環境となった。このように水環境が変化するなか低

地部では水田稲作地が次第に広がり、水田雑草類が多

くみられるようになった。また一部ではソバが栽培さ

れていた可能性も示されている。

引用文献

鈴木 茂 (1996)甲 府市大坪遺跡の花粉化石,大坪遺跡発掘調査
報告書Ш―ケアハウス グレープハウス建設に伴う調査,甲府
市遺跡調査会編,p7685.

第 5節 堆積物中の珪藻化石群集
藤 根 久

1.はじめに

珪藻は、10～ 500μ mほ どの珪酸質殻を持つ単細胞

藻類で、殻の形やこれに刻まれた模様などから多くの

珪藻種が調べられ、現生の生態から特定環境を指標す

る珪藻種群が設定されている (小杉1988,安藤1990)。

一般的に、珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範

囲に及び、中には河川や沼地などの水成環境以外の陸

地においてもわずかな水分が供給されるジメジメとし

た陸域環境、例えばコケの表面や湿つた岩石の表面な

どで生育する珪藻種 (陸生珪藻)も知られている。こ

うした珪藻種あるいは珪藻群集の性質を利用して、堆

積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆

積環境について知ることができる。

ここでは、甲府市横根町に所在する大坪遺跡の堆積

物について、珪藻化石群集を調べ堆積物の堆積環境に

ついて検討した。

2.試料の処理方法

試料は、古墳時代～平安時代の堆積物から採取した

8試料である。全体的に黒色～黒褐色土層であり、粘

土や砂質粘土あるいは細砂などから構成されている。

これらの試料は、以下の方法で処理し、珪藻用プレパ

ラートを作成した。

(1)湿潤重量約 lg程度取 り出し、秤量した後ビー

カーに移し30%過酸化水素水を加え、加熱・反応させ、

有機物の分解と粒子の分散を行つた。

(2)反応終了後、水を加え 1時間程してから上澄み液

を除去し、細粒のコロイ ドを捨てる。この作業を 7回

ほど繰り返した。

(3)残澄を遠心管に回収し、マイクロピペットで適量

取り、カバーガラスに滴下し乾燥した。乾燥後は、マ

ウントメディアで封入しプレパラートを作成した。

作成したプレパラートは顕微鏡下1000倍で観察し、

珪藻化石200個体以上について同定・計数した。なお、

珪藻化石が少ない試料は、プレパラー ト全面について

精査した。

3.珪藻化石の環境指標種群

珪藻化石の環境指標種群は、主に安藤 (1990)が設

定した淡水域の県境指標種群に基づいた。なお、環境

指標種群以外の珪藻種は、広布種として扱つた。また、

破片のため属レベルで同定した分類群は、その種群を

不明として扱つた。以下に、安藤 (1990)が設定した

淡水域における環境指標種群の概要を示す。

[上流性河川指標種群(」)]:上流部の渓谷部に集中

して出現する種群である。これらにはAch4anthes属

が多く含まれるが、殻面全林で岩にぴったりと張り付

いて生育しているため、流れによってはぎ取られてし

まうことがない。

[中～下流性河川指標種群(K)]:中～下流部、すな

わち河川沿いに河成段丘、扇状地および自然堤防、後

背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現す
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る種群である。これらの種は、柄またはさやで基物に

付着し、休を水中に伸ばして生活する種が多い。

[最下流性河川指標種群(L)]:最下流部の三角洲の

部分に集中して出現する種群である。これらの種は、

水中を浮遊しながら生育している種が多い。これは、

河川が三角洲地帯に入ると流速が遅くなり、浮遊生の

種でも生育できるからである。

[湖沼浮遊生指標種群(M)]:水深が約1.5m以上で、

水生植物は岸では見られるが、水底には生育していな

い湖沼に出現する種群である。

[湖沼沼沢湿地指標種群(N)]:湖沼における浮遊生

種としても、沼沢湿地におれる付着生種としても優勢

な出現が見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可

能性が大きい。

[沼沢湿地付着生指標種群(O)]:水深 lm内外で、
一面に植物が繁殖している所および湿地で、付着の状

態で優勢な出現が見られる種群である。

[高層湿原指標種群(P)]:尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿

原などのように、ミズゴケを主とした植物群落および

泥炭層の発達が見られる場所に出現する種群である。

[陸域指標種群CQl]:上述の水域に対して、陸域を

生息地として生活している種群である (陸生珪藻と呼

ばれている)。

●  1

●  ι

4.珪藻化石の特徴とその堆積環境
全試料から検出された珪藻化石は、淡水種が91分類

群27属 75種4亜種検出された。これらの珪藻化石は、

淡水域の 4環境指標種群に分類された (表 10。 11)。

これらの環境指標種群の出現傾向から、堆積物は 5珪

藻帯に分帯された (図 15)。 以下では、各珪藻帯に基

づいて珪藻化石群集の特徴とその堆積環境について述

べる。

DI帯 (血14)

堆積物 lg当 りの殻数は約2.86× 104個、完形殻の出

現率は約31%である。検出された珪藻化石は少ない。
なお、広布種の他、沼沢湿地付着生指標種群あるいは

陸域指標種群などが検出された。

堆積物が粘土質細砂であることから、珪藻化石が捕

獲されなかったことが考えられる。なお、珪藻化石は

少ないものの沼沢地県境であったと思われる。

DⅡ 帯 (N臥 10。 13)

堆積物 lg当 りの殻数は約2.56× 105個および9.02× 105

個、完形殻の出現率は約38%および63%である。珪藻

化石は、広布種の占める割合が高く、沼沢湿地付着生

指標種群の物ク″″あ あ́ゎ ″などや陸域指標種群の

Fry″拓β彦″効夕物ンが出現した。

こうしたことから、ジメジメとした場所を伴う沼沢
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図15 堆積物中の珪藻化石分布図 (2%以上の分類群を表示)
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地環境が推定される。

DⅢ帯 (血 4・ 6)

堆積物 lg当 りの殻数は約4,33×

lo5個および5.60× 105イ回、完形殻の

出現率は約13%お よび49%である。

珪藻化石は、沼沢湿地付着生指標種

群 の P'″″クルκカ カ万励∫ゃ S彦ク′ο″ι′∫

カ クル笏鉤″などが出現した。なお、

陸域指標種群の肋瘍認物″″ガ
`り
∫も

随伴した。

こうしたことから、ジメジメとし

た場所を伴う沼沢湿地環境が推定さ

れる。

DⅣ帯 (血3)

堆積物lg当 りの殻数は約 2.15×

lo5個、完形殻の出現率は約28%で

ある。珪藻化石は、陸域指標種群の

修″拓fみカク協″彦ケ叩
'が
特徴的に多く出

現した。なお、沼沢湿地付着生指標

種群や広布種が僅かながら出現した。

こうしたことから、ジメジメとした陸域環境が推定

される。

DV帯 似■・2)

堆積物 lg当 りの殻数は約9。24× 105個および141× 105

個、完形殻の出現率は約30%および43%である。珪藻

化石は、広布種の占める割合が高く、沼沢湿地付着生

指標種群のPi″″ク彦力 ″協炒ゞ賜ク婢″あ″οηル″力婢″など

も出現 した。 なお、 No,2で は、陸域指標種群 の

D2癒力勿ク弊カチ彎ずが随伴する。
こうしたことから、主に沼沢地環境が推定される。

5.考察
表12に、各堆積物の特徴とその堆積環境の概略を示

表 11 堆積物中の珪藻化石産出表 (2)(種群は、安藤 (1990)とこよる)

種 群 1 2 3 4 6 10 13 14

P力切?′′θ′ゴβ〃ゴθ′οdかβ′′971
P       ,θど0,♂
P        7ゴ ′ゴどゴd
P     spp
pFβ♂οすrり,,プψゴ」9Pιθ盟
励ψ″0ど力πbbρ

'    「
ううθryy′

∫どθ′rOttθゴ∫βθ♂ιβ
∫     ″θ91P力

"ど
θr伽

∫    Mゴ 励ガ
∫yrゴ′θ′′a2?す′すすβ
∫    ο昭すβ
∫     ιttθコ
∫,    spp
J/4″η ′力β
∫   spp
U41101111

中～下流性河川  (K)
湖沼沼沢湿地  (N)
沼沢湿地付着生  (O)
陸  域   (Q)
広  布   (W)

淡水不定・不明種 (?)

珪 藻 殻 数 201 207 208 208 215 201 204 32

す。

最下層のDI帯では、堆積物が砂質であることから、
珪藻化石が少ないが沼沢地環境が推定された。

DⅡ 帯では、全体的に広布種が多いもののジメジメ

とした陸域を伴う沼沢地環境が推定された。DⅢ帯で

は、ややジメジメとした陸域を伴う沼沢湿地環境が推

定された。

DⅣ帯では、ジメジメとした陸域が推定された。な

お、この層の最上部には 9世紀前半の土器片を含む。

DV帯では、沼沢地環境が推定され、地下水面が上昇
したことが考えられる。

引用文献

安藤一男 (1990)珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元ヘ
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表12 堆積物の特徴と堆積環境

層位 試料睫
堆積物の特徴

珪藻帯 堆積環境 その他
色および構成物

3・ 4層 1,2 黒～黒灰色粘土 DV 沼沢地

5層 3 黒褐色砂質粘土 DⅣ

6。 7層 4・ 6 黒色砂質粘土、黒～黒褐色粘土 DⅢ 沼沢湿地
ややジメジメとした陸域を

伴う

8・ 9層 10・ 13 黒灰色砂質、砂質・泥炭質粘土 DⅡ 沼沢地 ジメジメとした陸域を伴う

10層 14 灰色粘土質細砂 Dl (沼沢地)
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の応用東北地理,42,73-88                は、以下のように大別できる。

小杉正人 (1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復元への応 土師器
用 第四紀研究、27、 120. IThA一底部が丸底、または底部が丸みの強い lTh。 内面

にヘラ状工具の当たり痕をもつものがある。内

第 11こ章  う考  ぢ慕             面黒色処理されたFTh(黒色イA)を 含む。

lTH B一底径が大きく、器高が低い盤状イを中心とした

第 1節 土師器の観察・時期区分          lTh類 。

櫛 原 功 一   不 C一甲斐型lThを中心とした邪類。内面 (内外面)黒

大坪遺跡から出上した土師器の多くは、甲斐型土器     色処理された郵 (黒色郷C)を含む。

と呼ばれる奈良・平安時代の土師器である。甲斐型土  不D一甲斐型直後の郭で、外面・底部のヘラケズリは

器は、特徴的な胎土と整形技法をもち、1975年の大坪     なく、底部は糸切りのままとすることが多い。

遺跡第 1次調査以来、大坪遺跡付近を一元的な生産遺   ITN E―ロクロ成型された小型郭。灯明具として用いら

跡とみなし、生産された土師器は甲斐国一円に供給さ     れることが多い。
れた、と一般的に考えられるようになった。       高台邪A一削り出し高台をもつtTh。

甲斐型土器に関しては、 1983年の甲斐編年 (坂本  高台lTh B―付高台をもつ邦で、内面 (内外面)黒色処
1983)で段階設定としては完成された形で提示された     理されている (黒色高台JThB)。

のち、 1988年 の平城京での甲斐型土器発見を受け、  皿A一無高台の皿。
1992年に甲斐型土器研究グループによる年代観の見直  蓋A一擬宝珠形つまみをもつ蓋。

しが行われた。さらに同年、韮崎市宮ノ前遺跡の報告  蓋 B一つまみ、削り出し高台ももたない蓋。

書において段階設定と年代観を一部見直した編年案が  蓋 C一つまみはなく、削り出し高台をもつ皿を兼ねる

示されたことで、県内には 「甲斐編年」と「官ノ前編     蓋。

年」の 2者が存在することとなった。また山梨県史で  蓋D一端部立ち上がりが長い蓋。

は、甲府盆地の東西 (国分寺を中心とした中央と北巨  高郭A一円錐状の脚部をもつ高郷。

摩郡下)および郡内地域 (桂川流域)を比較すること  高lTh B一縦位ヘラ削りにより多角柱状の脚をもつ高郷。

に重点を置きつつ、段階区分の枠組みを見直しており、  甕A一ハケメ整形された長胴甕。

地域性を考慮した編年案となっている。         甕 B―ナデ整形された甕。

このように今日、甲斐型土器の編年については、時  球胴甕A―ハケメ整形された球胴の甕。

期区分の区切り方、時期名称は統一されていないもの  球胴甕B―ナデ整形された球胴の甕。
の、型式変遷の流れは大筋で異論はなく、土器を観察   小型甕一ハケメ調整をもつ小型甕。

するうえで目新しい視点も指摘されていない。      小型ロクロ甕A―ロクロナデ整形された小型の甕。

ここで新たな編年案を提示することは、現状を一層  小型ロクロ甕 B―ロクロナデ整形され、カキメをもつ

混乱させるものと思われるので避けておきたい。ただ、     小型の甕。

各地で地域性に関して言及されつつある中で、生産遺  鉢A一無高台の大型の鉢で、片口をもつことがある。

跡と目される大坪遺跡の資料を器形、技法、法量など  鉢 B一無高台の鉢で、日縁部が受け口状に屈折する。

の点から時期別に整理しておくことは、今後の他地域  鉢 C一広日の鉢。
との比較のうえでも必要と考えられる。         鉢D―無頚、内湾した鉄鉢形。内外面黒色処理された

ここでは宮ノ前遺跡での器種分類、時期区分、法量     鉢 (黒色鉢D)を含む。

変遷図に概ね沿つた形で、今回の調査で出土した大坪  小型壺A一薬壺状で、体部は丸みをもつ。

遺跡の土師器を見ていく。なお、黒色処理された土器   小型壷B一体部筒形で、日縁部は短く立ち上がる。

については、宮ノ前遺跡では 「黒色土器」、「甲斐型黒   宅形土器一屋外用と考えられる置き竃。

色土器Jと して 「土師器」と区別したが、大坪遺跡に  手捏ね土器A一日状の手捏ね土器。

存在する黒色土器はすべて甲斐型土器のうち黒色処理  手捏ね土器B一郷状の手捏ね土器。

された一群であることから、甲斐型土器内の下位分類  (2)邪 A～ Dの変遷

とし、別扱いをしないこととする。            東区郭A～ Cはいくつかの段階を含んでいるので、

(1)器種の分類                    まず各形式ごとに分類を行い、ひとつの時間軸上に並

大坪遺跡西 。東区の奈良・平安時代の上師器の器種   べてみたい。郭Dは東区では出ていないが、西区には
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多く存在し、甲斐型杯直後の上器群として位置付けら

れるため、ここに取上げて説明を加える (図 16)。

<郭 A>前時期 (古墳時代後期)からの流れを引く丸

底のIThが、やがて平底化していく過程を示すことから、

次の 2分類ができる。

坪AI類 (69・ 70・ 75)一丸底の半球状の邪。口

径は 8c皿と11～ 12.5c皿、器高3～ 4.5cm。

lTk A Π類 (72～ 74・ 76)一平底化しつつある邦、

または平底面をもつ邦。日径11～ 13.5cm、 高さ4～ 6

cm前後、底径 3～ 7 cmで ある。

<邪 B>平底化した杯 (盤状邦)の内外面にミガキが

加えられ、暗文出現 (甲斐型lTh出現)の直前期にあた

る。

郭 BI類 (78～ 91)―ミガキが顕著でない段階で、
ヘラケズリ痕を残すものがある。底部に丸みをもつも

のがあり、郷Aか らの名残りかと思われる。日径12～

15cm、 器高 3～ 4 cmと 5。 5cmの 2群、底径 9～ 10Cm前

後である。

lTX B I類 (92～ 94)一体部内外面の横ミガキが顕著

で、見込み部には放射状ミガキ (93・ 94)、 渦巻ミガ

キをもつ (92)。 見込み部の放射状ミガキは放射状暗

文の祖型と思われるが、 この段階ではまだ暗文化して
いない。日径13γ 15cm、 器高約3.2cm、 底径 9～ 10cm。

<郭 C>従来から指摘されているように、ナデ・暗文

をもつ段階からナデが消滅し、やがて暗文もなくなり、

日縁部が玉縁化するという、甲斐型lTNの変遷過程をた

どる。

lTN C I類一盤状lTh的な器形を残し、底径が大きい。

体部内面 。見込み部に放射状暗文をもち (95。 96・

99)、 暗文は密で細い。体部外面はヘラケズリ後ナデ

が行われている。法量は口径約 16cm、 器高4.3cm、 底

径約11.3cmで ある。

lTh C Ⅱ類 (101～ 103)一内面 。見込み部に放射状

暗文をもち、外面および底部外面には横ヘラケズリ後

に丁寧な横ミガキを加え、ヘラケズリ痕が消されてい

る。横ミガキは一部波状を呈す (101)。 底部は厚く、

重厚感があり、各部の立ち上がりはきつい (102・

103)。 103は底部外面がごくわずかにふくらみ、体部

外面には横ミガキに加えて縦ミガキがあり、古相が認

められる。法量的には日径12.5cm前後、器高4.5cm前後、

底径 8 cm前後である。

lTk C Ⅲ類 (104～ 123)一技法的には H類 とほぼ同

じであるが、横ミガキは体部外面上半を主にまばらに

行われ、簡略化される。ただ横ミガキの程度には個林

差があり、かすかなものと比較的密なものがある。内

面・見込み部は放射状暗文を施文し、見込み部外縁

(外周)には見込み部を縁取るように円形のナデを行う。

体郡下半のヘラケズリは斜めヘラケズリとなる。底部

はわずかに上げ底を呈すものがある (104・ 108・

H2・ 114な ど)。 法量は日径 12cm前後、器高4.8cal前

後、底径は6.5～ 8 cm前後で、底径がやや小さくなる。

出土量は多くなり、安定的な存在となるとともに、暗

文などの調整技法は定型化する。

郭 CⅣ類 (124～ 149)一杯部外面の横ミガキ、底

部外面のミガキがなくなる。内面
。見込み部の放射状

暗文、見込み部外縁のナデはⅢ類と同様に存在する。

ただ、やや粗い暗文が目立つ (131・ 133・ 134など)。

法量的にはⅢ類とほとんど変わらないが、底径の縮小

化が進んだものがあり、底径は5。5～8cm前後となる。

杯 CV類 (162～ 182)一見込み部の暗文が消滅し、

体部内面のみ放射状暗文が施文される。体部外面の斜

めヘラケズリは益部中央、あるいはやや上から斜めに

長く行われる。日径は10～ 12cm前後と14cm前後の 2

群、器高は 4.5cm前後と5。5cm前後の 2群、底径は 6 cm

付近を中心に 5～ 7 cm前後とな り、底径は日径の約

1/2と なる。 1号土坑の遺物もこの類である。

杯 CⅥ類 (188～ 198。 200。 201)一技法的にはV

と同じであるが、底径の縮小化が進み、底径は回径の

1/2以下となる。日径 10.5～ 12cmと 13.4c14の 2群、器

高4.2cm前後と5.6cmの 2群、底径は 5～ 5.5cm前後であ

る。器高もV類に比べわずかに低くなり、底径が小さ

くなることから体部の傾きは大きくなる。なお日縁部

が玉縁化しつつある199・ 202は、器形的にはⅦある

いはⅧ類とすべきもので、Ⅵ類からはとりあえずはず

しておくが、これらは従来甲斐編年 (坂本編年)X期
とされた土器群である。

lTH C Ⅶ類 (203-207・ 209ハV213・ 215-226)一

体部内面の暗文が消滅する。器形的、法量的にはⅥ類

と大差はない。日径10～ 12cm前後と14cm前後の 2群、

器高4～4.5cm前後、底径 5～ 6 cm前後で 6 cmが多い。

日縁部は弱い玉縁化を呈すもの (225。 226)とそう

でないものがあり、時間差を含むと考えられる。

lTh C Ⅷ類 (227～ 239・ 西区8～ 14)一日縁部の玉縁

化が著しい (隆玉縁化)。 口径の大きな郷には体部内面

に放射状暗文とらせん状暗文を交互に施文した黒色土

器 (227・ 228)、 体部内面に放射状暗文、見込み部に

らせん状暗文を施文した黒色土器 (229。 230)があ

り、宮ノ前遺跡の考察では隆玉縁のイに伴なうものと

されている。なお玉縁の程度で玉縁と隆玉縁に分類す

ることも可能である。西区 2号竪穴からは邦Dと とも

にⅧ類が出土している (8～ 14)。 日縁部の玉縁化は全

体的に著しい。体部ヘラケズリを形式的に行つたよう
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な例があり (9)、 邦Dへの移行をうかがわせている。

<郭 D>西区 2号竪穴にまとまっている (15～ 17)。
2号竪穴ではCⅧ類と共伴しており、Ⅷ類との量比は

図化資料で 7:3と 半分以下である。日縁部は玉縁が
著しいもの (15)とそれほどでもないもの (16・ 17)

があり、底部はいずれも回転糸切りのままである。

以上、不Aか ら郷Dまでを時期変遷を念頭に細分化
したが、これらは時間軸にどのように位置付けられる

だろうか。

まず甲斐型以前の上器群 (杯 A・ B)について考え
たい。郷Aは I・ Ⅱ類段階に、郷 Bも IoⅡ 類段階に

分かれ、それぞれ連続的に変遷すると予想されるが、

竪穴等での良好な出土事例は少ない。『山梨県史』では、

西田町遺跡12号竪穴 (一宮町)の AⅡ・ BⅡ と思われ
る畿内系暗文杯、13号竪穴のBI・ 外面縦ミガキの身

深の杯、北堀遺跡 (一宮町)のAI・ BI、 堂の前 4

号住 (韮崎市)。 竜ノ木遺跡 5号住 (一官町)の B
I・ BⅡ・外面縦ミガキの郭の出土例から、 I期 (7
世紀末～ 8世紀初頭)と してAI・ BIをあて、Ⅱ期
(8世紀前半)と してAⅡ ・BI・ BⅡ・縦位ミガキの

杯をあてている (山下・瀬田1999)。

宮ノ前遺跡もおおよそ同じで、140号住に「寺」刻

書を含む BⅡ 5個体がまとまり、200号住にはBIと
ミガキのない身深の郭、235号住にBI。 内面縦ミガ

キをもつ lTh、 242号住にAI・ BI、 358号住にB
IoⅡ があり、結論的には I期 (8世紀前半)と して

AⅡ・ BIを置き、Ⅱ期 (8世紀中葉)と して BⅡ 。

外面縦ミガキの邦をあてている。

ここでは県史に近い立場をとり、古墳時代末の系譜

を引く半球状の杯の段階 (1段階一AIの一部)、 盤状
邦出現段階 (2段階―AI・ BI)、 盤状郭にミガキが

多用される段階 (3段階一AⅡ・ BⅡ 。縦ミガキの郷)

とする。なお 3段階は、国分寺にも存在することから

国分寺創建段階以降で、750年前後 (8世紀第 3四半

期を中心とした時期)とされている (櫛原 1992)。

次に甲斐型郭 (郷 C)の変遷について整理したい。
ITh C類 は Iか らⅧまで分けられ、甲斐編年、宮ノ前編

年ともにこの流れで説明されているが、ここで問題に

なるのはこれまでに類例がほとんどないCI類の時間
的位置付けと、 CⅥ～Ⅷの段階設定に関する問題であ

る。

CI類については、 BⅡ 類が発展するなかでミガキ
技法から暗文技法が出現したか、あるいは暗文技法が

移入され、形成されたと考えられる。したがって器形

的には盤状界の系譜にあり、暗文技法としては甲斐型

IThの最初の段階に置かれるものである。 CI類の暗文

は放射状である点が C2・ 3類 と共通するが、見込み

部の外周にミガキを入れていないという点で103の郭

と共通する。 103は外面に密な横ミガキをした後、縦

ミガキを加えており、 3段階とした中に含まれる縦ミ
ガキ多用の身深のJThの 系譜を引いている。暗文が内

面 。見込み部ともに放射状である点から甲斐型不とし

て認識されるので、 CⅡ 類段階の古段階として95・

96。 103を位置付けておきたい。

CⅥ～Ⅷ類の問題点としては、技法の変遷がそのま

ま時期区分の指標とされた点にある。つまり甲斐型邦

の編年は技法の変化が重視された編年といえ、ここで

いうCⅡ からCⅥまでの甲斐編年の前半段階では、暗

文・ミガキ・ヘラケズリなど整形技法の変化=時期差
として、変遷をスムーズに捉えることに成功している。

しかし見込み郡暗文が消滅して日縁部が丸形から玉縁

形、隆玉縁へと変化する後半段階では、整形技法の変

化と口縁の変化の速度が一致しなくなる。つまり、玉

縁段階でほとんどの杯が暗文をもたないなかで、少数

については玉縁でありながら暗文を残す杯が確実に存

在する。そうした現象を技法の変化のみで区切ろうと

すると従来のように暗文をもつ段階、暗文を持たない

段階と区分されることになる。したがって口縁部形態

の変化を指標に組みなおす必要があるのではないか。

坂本氏の甲斐編年では、底部が日縁部の1/2以下にな

り、体部内面に暗文をもつ段階を口縁部形態か らⅨ

期・X期に分け、内面無文化した段階を回縁部形態か

ら同様に�期・�期と区分している。つまり玉縁化と

いう形態変化を指標とすれば丸形口縁で暗文をもつⅨ

期と暗文をもたない�期は同時期の可能性があり、ま

た玉縁化口縁で暗文をもつX期と暗文をもたない�期
も同時期である蓋然性が高いといえる。この甲斐編年

の矛盾点を解消すべく宮ノ前編年ではⅦ期―丸形日縁、

Ⅷ期一玉縁化しつつある口縁、Ⅸ期―隆玉縁日縁とし

た (櫛原 1992)。 大きな技法上の流れとしては内面放

射状暗文から無文へと変化していることは間違いない

のであるが、ここでも時期区分の指標として日縁部の

変化を重視することとしたい。

以上を整理すると次のようになる (甲斐型以前の段

階に続いて4段階から設定する)。 また蛇足ながら年代

観も参考のために添えておく。

4段階一推測段階ではあるが、古段階としてCI類・
103を、新段階として CⅡ 類をあてる。宮ノ

前Ⅲ期併行。 8世紀第 3四半期頃。

5段階一 CⅢ類の段階。宮ノ前Ⅳ期併行。 8世紀第 4

四半期頃。

6段階― CⅣ類の段階。宮ノ前V期併行。 9世紀第 1
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図18 土器の変遷 (2)(甕類は 1/8、 杯類は1/6)



四半期頃。

7段階一 CV類の段階。宮ノ前Ⅵ期併行。 9世紀第 2
四半期頃。

8段階一 CⅥ類を中心とする段階。日縁は丸形で、内

面暗文をもつものが多い。宮ノ前Ⅶ期併行。

9世紀後半頃。

9段階一 CⅦ類を中心とするほか、199・ 201も含む。

口縁が丸形から玉縁化しつつある段階で、内

面暗文がないものを主とする。宮ノ前Ⅷ期併

行。 9世紀末～10世紀第 1四半期頃。

10段階― CⅧ類を中心とするほか、202も含まれる。隆

玉縁口縁で、内面暗文のないものが主である

が、大型黒色イにはらせん状暗文などの特殊

な暗文が残るほか、杯の一部にも暗文をもつ

ものがある。宮ノ前Ⅸ期併行。10世紀第 2四

半期頃。

11段階一杯D類の段階。宮ノ前X期併行。10世紀第 3

四半期頃。

(3)その他の器種の位置付け

FThA～ Dの変遷から得られた時間軸をもとに他の奈

良・平安時代の器種についても位置付けを行ってみた

い (腰]17・ 18)。

<郵 E>(241～243)口径約7～ 8cm、 器高2.5～ 3cm
と小さい。ロクロ成形、底部回転糸切 りのままで、

243には体部下半の回転ヘラケズリが行われているが、

241・ 242ではヘラケズリなどの調整技法はなく、時

期を知る手がかりが少ない土器である。243は内面に

ススが付着し、灯明具として使用されているが、宮ノ

前遺跡、桜井畑遺跡の類例もほとんどは灯明具として

使用されており、灯明具として製作された土器と考え

られる。

宮ノ前遺跡では杯Dと して分類され、lTN Eと 同形態

が郭Dlと して本遺跡 2～ 4段階に存在し、それ以外
にD2、 D3があって 3～ 7段階に存在している。桜
井畑遺跡では、堂の可能性がある 1号掘立でこの類が

多数出土し、小型lThA・ Bと されている。 7段階併行。

宮ノ前遺跡でもほとんどは調整技法がないが、 4段階

のものには回転ヘラケズリが認められる。本遺跡の事

例の時期については 2～ 7段階併行とするが、 7段階
の桜井畑例と比べると日縁部の開きや器形にわずかな

違いがある。そのほか官ノ前第 3遺跡 3号住、大坪遺

跡河床地点で出土している。この種の土器が出土する

遺跡は限定的で、寺院、地方官行などの性格を帯びた

集落跡からの出土傾向がある。

<高台邪A>(34・ 247～ 251)削 り出し高台をもつ

年で、lTh Cの変遷を援用して時期区分をしておく。

248は内面に横ナデ、見込み部に放射状のナデ、外

面に花弁状の暗文を施したもので、 3段階に相当する。

247は内外面、底部外面 。見込み部に暗文をもつが、

暗文が 4段階以降に多い花弁状ではなく、細密であり、

見込み部外周に一周するミガキがないことから3段階

に相当する。249。 251は外面にロクロ回転を利用し

た横ナデ (ミ ガキ)カウロえられたもので、249の見込

み部には放射状暗文があることから、 5段階と考えて

おく。250は見込み部暗文のない器壁が外傾した高台

邦で、高台部は底部角を斜めに削り出して作り出して

おり、 7段階の特徴がある。

<高台郭 B>(252・ 西区75～ 77・ 145。 146)付高

台の杯で、145・ 146を 除き内面黒色処理された黒色

土器である。 145も 当初は黒色土器であつた可能性が

あり、高台イ Bは全て黒色土器と思われる。 146は足

高高台であり、それ以外は短い。252には黒色杯 C10

段階に見られた放射状とらせん状を組み合わせた暗文

が見込み部にあり、10段階と考えられる。宮ノ前編年

では、黒色土器皿・椀として 8～■段階に位置付けて

いる。胎土はすべて甲斐型杯と同質であることから、

甲斐型土器の一形式とみなすことができる。従来はこ

うした土器は地域的な土器とみられがちであったが、

甲斐型土器として製作された可能性が強いことがわか

った。

<皿 A>(259～ 301)宮 ノ前編年を援用すると、以
下のようになる。

7段階一器形は体部が屈折し、外面に稜をもつ。回

転ヘラケズリ。259～ 273が該当し、日径約15～ 17cm、

底径約6.5～ 8cm、 器高2.5～ 3.8cm。 見込み部の暗文は

15点中渦巻き-6、 らせん状-1、 放射状-3、 無文

-4で ある。 2号土坑は 7段階で、本段階の 3点の渦
巻き暗文をもつ皿を伴なっている (20～ 22)。

8段階一屈曲が弱くなり、回転ヘラケズリ調整で、

日径・底径ともに縮小するとされる。 9段階との区別

が難しいが、 ここでは体部内面に屈曲による凹線をも
つものを 8段階、体部に丸みがあり、日縁部が玉縁化

しつつあるものを 9段階としたい。したがつて274・

276・ 278・ 280・ 281の ほか、手持ちヘラケズリで体

部屈曲を残す 284～ 286も 本段階とする。 7例中渦巻

暗文 4、 無文 3で、暗文は渦巻きのみとなる。日径 13

-15.8cm、  底笛 .6-8cm、  号母F託 1.8ハ∀2.9cm。

9段階一手持ちヘラケズリが 7割以上で、暗文の消

失化傾向が著しいとされる。275・ 277・ 279・ 282・

283を本段階とする。 6例中手持ちヘラケズリ 2、 回

転ヘラケズリ4と回転ヘラケズリが優勢である。暗文

は 4例にあり、いずれも渦巻暗文である。日径12.6～
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14.4cm、 底径4～ 5.6cm、 器高2.2～ 3cmで、日径・底径

ともに縮小する。

10段階―手持ちヘラケズリ、隆玉縁口縁で暗文はな

く、さらに小型化する。287～ 301が該当し、口径

11.8～ 15cmで 12.5 cm前後を中心とし、底径 3～ 5.5cm、

器高2.1～ 3.3cmである。

■段階―邦同様の変化をみせ、隆玉縁口縁で、ヘラ

ケズリ調整はなく、底部は回転糸切 りのままとする。

西区 2号竪穴では24～ 27が該当し、日径 12.6～ 13.3cm、

底径5～ 7cm、 器高24～ 3cmで、底部未調整のためか底

径がやや大きくなっている。

<蓋 A>(302～ 317)宮 ノ前編年を参考にすると6
～ 8段階に存在する。技法上の変化に乏しく、時期区

分の目安が定まっていないが、大きくは端部のかえり

が強く長いものほど古く、痕跡的になるものは新しい。

全て回転ヘラケズリ調整が行われ、端部立ち上がりは

短く、内面に渦巻暗文をもつものがあり、摘みは擬宝

珠形である。またわずかに外面に横ミガキをもつもの

がある。 7段階に伴なう 1号土坑の蓋 (10)イま内面渦
巻暗文をもっている。 2号土坑状遺構は遺構としての

一括性に不安があるものの、 5～ 7段階に伴って内外
面渦巻き暗文のある蓋が出土し(33)、 5段階に遡って
蓋が存在する可能性を示唆している。ここでは以下の

ように分類する。

蓋AI―内外面に渦巻暗文をもつ (306)。 6段階と
するが、 5段階以降の可能性がある。
蓋 AⅡ―内面にのみ暗文をもつ (302～ 305。 307・

308)。 7段階としておくが、 8段階に及ぶ可能性もあ
る。

蓋 AⅢ―暗文をもたない (310～ 317)。 器形的には

7段階と差異はなく、暗文蓋の次段階に単純におくこ

とはできないので、 7・ 8段階を中心とした時期とし

ておきたい。端部かえりが強く、やや長いものは 6段

階に遡り、かえりが非常に弱い蓋 (313・ 317)イこつ

いては 8段階、あるいはそれ以降の可能性が予想され

る。

なお、西区37の 9段階と考えられる蓋Aは、摘み脇
に焼成前の円孔が 1つ開き、香炉蓋の可能性がある。

<蓋 B>318・ 320の 2例のみで、かえりは弱く、厚
手で、320に よれば摘みはない。一見、皿のようであ

るが、かえりがあることから蓋とした。320は内外面

に放射状暗文がよく発達する。日径は約15～ 17cmで あ

る。類例はなく、時期は不明であるが、形態的に蓋 B
に近いこと、かえりが短いことから8・ 9段階を考え

ておきたい。

<蓋 C>西区112・ 150がある。口縁端部はわずかに

立ち上がり、高台郭同様に削り出し高台が形成されて

いる。 150は内面に渦巻き暗文をもつ。 112は 6号溝

出土で、 9段階のITXに伴なう。 150は暗文があること
から8段階とも思われるが、 9段階の皿Aには暗文が
残ることから9段階にあってもおかしくはない。桜井

畑 B15号住でも9段階にあるほか、宮ノ前 5号住にも

存在する。大坪遺跡十郎川河床地点では渦巻暗文がよ

く発達した例が 2点あり、 7段階の可能性が指摘され
ている (猪股 1992)。 ここでは 9段階とするが、 7段
階に遡る可能性を考えておきたい。

<蓋 D>319の 1例のみ。かえりが長い蓋は桜井畑遺
跡A地区 1号溝ではIThtt Bと して分類され、 2～ 6段

階の上器とともに出土している。須恵器蓋には類例が

あり、桜井畑遺跡A2号溝では 7段階、宮ノ前遺跡で
は 4段階にあり、それらの写し的な蓋と思われる。ま

た外中代遺跡の絵画蓋も長いかえりをもつ (註 1)。 そ

のほか宮ノ前第 3遺跡 3号住の高IThAの類例には日縁

端部に長いかえりがあり、それらの破片を蓋として誤

認した場合も考えられる。

<高郭A>(324。 326・ 327)円錐形の脚部をもつ高
イで、奈良・平安時代の類例は少ない。宮ノ前第 3遺

跡 3号住では 5。 6段階に伴ない数個体の高不Aが出

土している。いずれも日縁端部のかえりは長く、蓋D
としたかえりに類似する。また宮ノ前遺跡では 2～ 6

段階には須恵器高FTxが存在するので、高郷Aは須恵器
の模倣かとも思われる。324では内外面に縦位の暗文

があり、 4・ 5段階併行かと予想される。本遺跡では

脚片のみで時期判別が難しいが、日縁部があれば時期

区分が可能であろう。

<高郵 B>(321～ 323,325、 西区41・ 149)面取り
した脚をもつ高イ (多角柱の高杯)で、久保田百々芽
木遺跡 (大坪遺跡の隣接遺跡)、 秋山氏館跡 (甲府市)

22号清に類例がある (佐々木ほか2001)。 秋山氏館跡

22号溝では 8段階の土器を中心としており、可能性と

しては 8段階を考えておきたい。321は 口縁部にわず

かなかえりがあり、蓋 Cと の形態的な共通性を感じさ

せる。蓋 Cは 8・ 9段階と推狽1したが、高杯 Bも 同じ

頃と予想しておきたい。

<甕 A>(35・ 351～ 354。 363、 西区30～ 32・ 96)
甕Aは古墳時代の長胴甕からの系譜を引くもので、 4
段階以降、甲斐型甕として一定の変遷過程をたどる甕

である。

352は口縁部と胴部の接続部が緩やかで、甲斐型甕

直前の様相をもち、 2段階付近に位置付けたい。35は
5～ 7段階の 2号土坑状遺構出上で、 5,6段 階の様
相をもつ。353は宮ノ前編年では 6。 7段階に類似す
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る甲斐型甕で、薄口縁である。354は厚口縁で、 9・

10段階に相当する。351は 甲斐型の古手の甕か、異系

統の甕と思われるがよくわからない。西区30～ 32は

10。 11段階相当で、外面は厚口縁から滑らかに体部に

移行している。96は 7段階に相当する。

<球胴甕 A>(348～ 350)球胴の張 りが強いもの

(348・ 349)と やや弱いもの (350)がある。宮ノ前

編年では 2・ 3段階に置かれていることから、甲斐型

甕以前の 1～ 3段階に置きたい。

<球月同甕 B>(343～ 347)口 縁部が開くタイプ (343
～345・ 347)、 直立ぎみに立つタイプ (346)が あり、

前者には長いものと短いものがある。仮に 1～ 3段階

に置いておく。

<小型甕 A>(355～ 361)ア ケヽメ調整された小型の

甕を一括する。小型甕は甕Aを縮小した形態ではある

が、甕Aの変遷をそのまま当てはめることはできるわ

けではない。また細かな時期区分の指標を見出せてい

ないので、宮ノ前編年との比較で時期推定するに留め

る。355。 356・ 358・ 359は 1～ 3段階の甕と思われ

る。360は 4・ 5段階か。361は 6・ 7段階かと思わ

れる。

<小型甕 B>(370。 西区6)ナデ整形された小型甕を

一括する。 6は 10段階相当の 1号竪穴出土であるが、

日縁部形態、全体的な器形は甲斐型前半段階かそれ以

前である。床面上に何故この資料が遺存したのか、そ

の経緯は明らかでない。370も ナデ調整された小型甕

である。

<小型ロクロ甕A>(364～ 869・ 372、 西区97・ 98)

小型ロクロ甕は宮ノ前遺跡では 3～ 11段階まであり、

後半 (9～ 11段階)に胴下半をヘラケズリする特徴が

あるものの、日縁部片では時期差を認定することは不

可能に近い。大きさには極小・小の 2種がありそうで

ある。西区 2号溝出土の97・ 98は溝の上器から 9・

10段階と考えられるが、97については胴下半のヘラケ

ズリがあり、10段階としておく。

<小型回クロ甕 B>(西 区154)154は弱いカキメを
もつ小型ロクロ甕である。宮ノ前編年では 8・ 9段階

に置かれている。

<鉢 A>(59～ 61。 245。 246)59～ 61は 1号土器溜
りから出土した片口鉢で、内面黒色の黒色土器である。

やや薄手で、日縁は玉縁化し、外面にはヘラケズリが

見られる。59の暗文は放射状とらせん状を組み合わせ

たもので、黒色JTh C 10類 と共通した暗文である。10段

階。245。 246は厚手で、内面に暗文はない。体部下

半に斜めヘラケズリがあることから1号土器溜りと同

時期かその前後と思われる。宮ノ前遺跡では黒色鉢と

して 8～ 10段階に置かれており、参考にしたい。

<鉢 B>(254～ 257)ヤ わヽゆるlTX系鉢 (保坂 1992)

で、邦 Cの 日縁部を屈折させた形である。内外面の調

整技法から不 C同様の変遷過程をみることができるの

で、杯 Cの変化をそのまま援用したい。

5段階 (254・ 257)見込み部、内面は放射状暗文、

見込み部外縁には一周するミガキを加える。体部は斜

めヘラケズリ後に体部上半を中心に横ミガキ (ナデ)

を行う。底面には回転糸切り後ヘラミガキを行ってい

る。日径14～ 18.4cm、 底径8.2～ 9.8c皿、器高5。7～ 7 cm

である。

6段階 (256)外面のミガキがなくなる。日径 16.2

cm、  底径8.9cll、  器高6.lcm。

7段階 (255)見込み部の暗文が消失する。全体に

厚手である。日径22cm、 底径 7.6cm、 器高8cmで、底径

が縮小し、器壁の傾きが大きくなる。

<鉢 C>(253)253は形態的には鉢 Bに類似するが、

口縁部のつくりから区別されるものである。底部の丸

み、内面のヘラナデから2段階に想定しておく。

<鉢 D>(西 区152)薄手で、内外面黒色処理されて
いる。金属器の鉄鉢、あるいは鉄鉢形須恵器の写しと

考えられる。時期は不明であるが、西区出土なので 9

～10世紀 (9。 10段階)頃であろう。土師器での出土

例は県内では少ない。

<小型壺A>(387・ 338)外面が横ヘラミガキされ

た丸い小壺である。宮ノ前遺跡235号住は 3段階で、

外面には横ヘラミガキがある。本遺跡例もとりあえず

3段階とする。

<小型壷 B>(339)339は 円筒形の体部外面に暗文

状の縦ミガキを施したもので、類例には宮ノ前遺跡

293号住がある。宮ノ前例は 8段階で、体部は筒状に

長く、外面にミガキはない。本遺跡例は小型壺Aに類

似することから3段階頃と仮定しておきたい。

<宅形土器>(385～ 388)ハケメを多用するもの

(385～387)と ナデによるもの (388)ん あゞる。宮ノ

前遺跡では 9～ H段階にあり、形態の変化に乏しく、

時期差を見出しにくいとされる。また『甲斐型土器』

によれば 7～ 11段階に置かれている (岡野 1992)。 本

遺跡例はいずれも体部破片で、全形が不明であり、時

期判別は難しい。

<手埋ね上器A>(328・ 329。 335・ 506・ 507)細

身の臼状を呈す。335はやや大型で、底部に木葉痕を

もつ。宮ノ前遺跡では 2～ 5段階に臼状を主とし、日

径は4～ 6 cmで あるといい、506・ 507が類似する。

<手捏ね土器 B>(330-384・ 504・ 505。 508・

509)器高に比べ日径が大きいlTh状の上器で、底部の
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大きな箱状タイプ (508な ど)、 底部が小さな郭状タイ

プ (509な ど)がある。宮ノ前遺跡では 7～ 10段階に
日径 3 cm程度のFTh状を主とするという。

以上の上器分類、時期推定に沿って作成したのが図

17・ 18である。

(4)大坪遺跡の甲斐型土器の特徴と視点

不良品の存在 大坪遺跡は甲斐型土器の生産遺跡と
考えられ、これまでに焼成不良、あるいは未焼成土器

といわれる土器が出土している。周辺遺跡の久保田・

道々芽木遺跡でも底部がはがれた土器や回転ヘラケズ

リの工程を省略した皿がある (長沢2001・ 森原2002)。

今回の調査での不良品と考えられる土器は次のとおり

である。縁部にゆがみをもつ土器としては西区 8・

16・ 33・ 36。 134がある。底部にゆがみをもつ例には

西区88、 東区54がある。底部に粘土粒 (塊)が付着し
た例に西区117、 東区124がある。日縁部に焼成前加

工痕をもつ土器に東区 5があり、わずかに日縁部を弓

状に削り、調整を加えている。こうした通常の集落遺

跡では目につかない土器が存在する点は、生産地、ま

たは生産地に近い集落、あるいは出荷に関わる集落で

あることを裏付ける事例といえる。これら以外にも焼

成が悪いと考えられる土器は西区を中心に多数存在し、

今までもそうした土器は焼成不良品として評価されて

きた。また大坪遺跡では墨書や暗文のない土器が多く

存在する点については、生産遺跡の特色として指摘さ

れてきたが、その大きな要因として、ひとつには粘土

質地盤での土器の脆弱化現象があるのではないかと考

えられる。特に土器表面は包含層中の粘土分に負けて

器面が荒れたり、表面が薄くはがれたりしたものが多

い。墨書が少ないというのは、ひとつにはこうした影

響が考えられる。そうした弱い土器を除くと、本当の

意味での失敗作は、存在することは事実であるが、須

恵器窯の灰原などにくらべて生産地にしては少ないよ

うに感じられる。

墨書土器に関しては、今回東区から不確実なものを

― ―

 
―

―

一

‐

―

― ―

―

―

― ―

含めて10点が検出された。したがって、従来の見解は

見直しを迫られることとなった。ただ、墨書土器が多

くなる10世紀前半代に確実な墨書がないのは事実であ

り、一般集落での出方とは異なるのは確かである。

暗文の種類 本遺跡では、蓋Aの黒色土器に内外面
絵画的な暗文を描いた例があるほか (東区309)、 東区

32は杯 A内面 。見込み部にらせん状暗文を施文し、
124は見込み部に渦巻暗文風のものを施文している。

162で は皿の内面同様に、見込み部から内面にかけて

連続的に渦巻暗文を施文する。195では扇形に根元を

束にしたような放射状暗文とする。240では見込み部

に十字状に暗文を施文している。また皿 Bの 320では

内外面の全面に放射状暗文を施文した特殊例である。

これらは通常の集落ではあまりみない暗文である。こ

れまでにも大坪遺跡旧河床地点では郭で内面に斜格子

暗文をもつ例、扇形暗文の例、放射状+らせん状の例、

蓋Aで外面にも放射状暗文を施文した例がある。桜井

畑遺跡 B地区では蓋内外面にらせん状暗文を施文した

例があるほか、外中代遺跡では蓋 (あるいは高年)内
面に描かれた有名な絵画土器がある。このように、大

坪及び川田町付近を含めた周辺地域には特殊な暗文を

もつ土器が多数存在している。生産遺跡、あるいはそ

の周辺遺跡の特徴として、製品として一般集落には出

荷されなかった規格外の土器が選別されて残されたと

考えられる。なお、特殊な暗文をもつ土器は国分寺周

辺に出土例があることから、国衛、国分寺用の特殊土

器 (特注品)と捉える見方もある。

黒斑・黒変・黒色 本文中、土器観察表中では土器表
面に見られる変色として 3種類の使い分けをしている。
「黒斑」は焼成時に付いた焼きムラである。全面的

に付けられた黒色土器のそれとは区別され、部分的で

あり、中心ほど黒味が濃く、周囲はばんやり薄いこと

が多い。甲斐型土器後半段階に付いた事例は少なく、

前半段階に付くことが多い。以前、ある遺跡の杯に日

縁郡や底部に、黒斑が弧状に付いた事例を見い出した

図19 土師器郭A～ Cの出土層位
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ことがあるが、前半段階では焼成時に効率的、均―に

焼成するため、土師窯内で同一器種を数段に積み重ね

て焼いたと思われる。その際に上向き、あるいは下向

きに上下の上器を少しずつずらしながら重ねた際に、

酸化度の違いで土器どうしの接触部分が影のように黒

斑となったと思われる。このように黒斑は焼成時の重

ね方を示唆すると思われ、窯構造や焼成法を推測する

手がかりにもなる。

「黒変」は使用痕として土器面に付着物がある場合

に用い、カーボンがスス状に付着した場合、タール状

に付着した場合、薄い変色として褐色の漆状塗布が認

められるもの、サビ状の褐色付着物などがある。黒斑

と違い、範囲が明確なものがある。スス状あるいは夕

―ル状の付着例として灯明具が顕著であるが、今回の

事例では全体にやや少なく感じた。塗布状の黒変資料

には東区93。 95があり、甲斐型直前段階～前半段階に

あたる。古墳時代の杯に塗布された事例があることは

既に指摘されており (瀬田1990)、  8世紀前半頃まで

そうした技法が残った可能性がある。塗料については

漆ではないかともいわれているが、塗料は何か、塗布

方法はどうであったか考える必要がある。あるいは使

用痕として、変色した可能性もある。確実に塗布され

たものであれば「黒彩」として区別する必要もあろう。

「黒色」は黒色土器、黒色化という用い方をしてお

り、炭素吸着の目的で、焼成時の仕上げ段階で何らか

の方法により内面 (まれに内外面)を黒くした土器で

ある。通常の郭 Cのほか、杯 C10段階の特殊暗文をも

つ大型邦内面、高台杯 B、 鉢Aなどに認められる。水

漏れ防止策と考えられ、汁もの用の器と考えられる。

なお図版中ではこれら3者の区別のため、スクリー

ントーンの網掛けで区別している。

雲母の有無と粘土 甲斐型甕の胎土には雲母が入る
ことが特徴とされているが、甲斐型杯の胎土にはほと

んど雲母が入らないものと思われてきた。今回の土師

器の観察でもやはり雲母がほとんど入らないのが甲斐

型杯 。皿・蓋などの特徴といえるが、よく見ると明ら

かに微小雲母を含むものがある。また多くの土師器表

面や断面には雲母片が付着している。したがって覆土

中での雲母の存在は確実であるにも関わらず、胎土中

には少ないことから、粘土採取にあたっては粘土層を

限定的に選択していたことが考えられる。大坪一帯は

確かに広く粘土分布域が広がっているが、表土に近い

黒色粘土を主にして実験的に製作した土器は、成形は

容易であるが甲斐型土師器の色調、質感とはほど遠い

ものであった。近年まで川田町付近に存在した瓦屋や、

戦前、戦後あたりにあったといわれる火鉢などを製作

する工場では、地点的に、層位的に選択的な粘土採取

を行つていたことを伺ったことがあり、どの粘上でも

製作が可能ではなかったことが予想される。雲母を含

む粘土層は、花闘岩地帯に囲まれた甲府盆地内ではい

たるところに分布するが、何らかの方法で流域ごとの

雲母の特徴を区別できると産地推定の手がかりが得ら

れる。久保田 。道々芽木遺跡の調査で地表下約 3mま

での粘土を分析したところ、大山沢川流域では甲斐型

土器の胎土 とは異なることが判明している (森原

2002)。

縞胎 2種の粘上がマーブル状に混じりあった色調
をもつ土師器がある。陶芸用語を援用し、「縞胎 (こ う

たい)」 と呼称したい。白色と赤褐色が混合した色調が

多く、東区202・ 234・ 270。 291,297な ど、 7段階

以降、特に10段階に多く認められる。縞胎は甲斐型前

半段階にはなく、後半段階でも末期に多い。粘土不足

による多種粘土を使用した結果と考えられるほか、粘

土のこね (練 り)が十分でなかったことを意味するも

のと思われる。また表面の仕上げも前半と後半では大

きく異なる。器面調整の違いも大きいとは思われるが、

前半では非常に良質な胎土であるのに対し、後半には

粗大な赤色粒子が目立ち、胎上が悪くなったという印

象を与える。いずれにしても材料準備が十分に行われ

ていないことを意味し、土器の調整技法の簡略化とと

もに、粘土の準備段階でも後半～末段階では手抜きの

方向性が進行していたことを示す現象と考えられる。

日唇部の磨耗 邦のいくつかでは、日唇部内側が磨
耗した事例をみることができた (東区157な ど)。 4・

5・ 6段階では、底径が大きく口縁部の立ち上りが急

なことから、杯の収納や持ち運びの際に杯を重ねると

口唇部内面が擦れて磨耗するため、磨耗例は多いと予

想される。こうした点を改良するため、底径の縮小、

器形の規格化、玉縁化が甲斐型後半段階では計られた

とも考えられ、後半段階では磨耗した類例は少ない。

日唇部の磨耗は顕著ではないが、今後注意してみる必

要はあるう。同時に今回の観察では特に見出せてはい

ないが、日唇部内側に対応する磨耗として、杯体部上

半での磨耗も予想されるところである。

底部ヘラケズリの変化 底郡外面および体部下半の

手持ちヘラケズリの変化として、ヘラケズリ回数の低

下がある。底面では数方向 (4～ 5方向)か ら短くヘ

ラケズリを行つていたものが、10段階では一方向から

長く、 1・ 2回で行うようになる。また体部下半では、

底径が大きな前半段階ではヘラケズリの回数を多く、

幅を狭く刃をあてて、底部の円形のラインを崩さぬよ

うに調整していたものが、底径の縮小によって幅広く
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刃をあて、刃をあてる回数を減らすことで、紅端な例

では底面が多角形になる例も見られる。またヘラケズ

リの長さは長くなる傾向があり、より長くするために

斜めにヘラケズリが行われる。こうした変化は、いわ

ゆる手抜きの方向性で、前半ではより時間をかけて丁

寧な調整が行われるのに対し、後半では短時間で、雑

な印象を与えている。

器面調整痕・底部の厚み 甲斐型前半では体部外面
が平滑に仕上げられた上で、古くはさらにミガキが行

われている。前半段階でロクロロが残らないのは成形

方法がロクロ水挽きではなく、粘土帯積み上げによる

ためで、成形技法の違いに起因するとも思われる。と

くに郷 Cの底部をみると、前半段階では後半に比べ非

常に厚い。とりわけ 2～ 4段階では底部外面が中心に

かけて膨らむ例がある。ヘラ切りから糸切りへという、

切り離し技法の違いがあるが、それ以外に2～ 4段階
では粘土帯上に積み上げていくという成形技法が予想

され、ロクロロを体部に残さないという点と関連付け

られる。

後半段階では、特に 9。 10段階に器面調整は十分で

はなく、体部外面にロクロ成形時のロクロロをそのま

ま残すようになる。また見込み部もロクロナデの回転

痕をそのまま弱く残した例が多くなる (見込み部の未

調整)。 これらは11段階にかけての様々な省略化傾向

のひとつである。

参考文献

猪股喜彦 1992「蓋」『甲斐型土器―その編年と年代下』山梨県考

古学協会

岡野秀典 1992「置きカマド」『甲斐型土器―その編年と年代―』

保坂和博 1992「甲斐型鉢」『甲斐型土器―その編年と年代―』
佐々木満ほか 2001『 秋山氏館跡』甲府市教委ほか

瀬田正明 1990『松本塚ノ越遺跡』石和町教委ほか

註

註 1 甲府市外中代遺跡の絵画土器は蓋として図化されているが、
摘み部がとれたと思われる部分には径3 5cm程度の円形の剥離痕

があり、外面には放射状暗文が認められる。これも高杯の可能

性が十分考えられる。

第 2節 大坪遺跡出土の仏教関連遺物をめぐ
つ て

平 野 修

1 はじめに

大坪遺跡は昭和50年 (1975)以来、 3次 にわたる
発掘調査で、規格性に富んだ土師器がおびただしい量

出土することから、本遺跡が古代甲斐国特有の土師器

である「甲斐型土器」の生産遺跡とされてきた。

昭和57年 (1982)イこ行われた第 2次調査では、「甲

斐国山梨郡表門×」とヘラ書された 9世紀代の土師器

が出土したことから、菫該地域が『和名類衆抄』に記

載された山梨郡10郷 のうちの表門郷であることが明ら

かとなった (信藤 1984)。

このように古代の山梨郡表門郷において展開した生

産遺跡であるとされてきた本遺跡であるが、今回の第

4次調査では、新たに仏教関連遺物が出土した。そこ

でここでは、これら遺物の精査とともに、本遺跡周辺

および山梨県内の主要集落遺跡から発見された仏教関

連遺物と遺構を概観し、そこからみた仏教信仰のあり

方と、大坪遺跡の性格について考えてみたい。

2 大坪遺跡出上の仏教関連遺物 (図 20)
雄山閣出版の『新版仏教考古学講座』によれば、仏

具の中の供養具として 「燈 。華・香」の三種が基本と

され、これに鉢や水瓶等が加わり、またこれに高不や

献物台等も加わるとされる (中野1984)。 燈は、仏前

供養に使用された燈火具で、いわゆる燈 (灯)明皿や
蝋燭等が含まれる。華は、花を挿して仏前に供える花

瓶である。香は、香を燻ずる香炉である。鉢は、僧尼

が托鉢や食器に用いたもので、「口が大きく開き、肩が

張り、内すぼまりとなり底が尖底」となる形状をもつ。

材質は金属・木製・石製・乾漆製・瓦製等がありさま

ざまである。

今回、大坪遺跡から発見された代表的な仏教関連遺

物は瓦塔、仏鉢形土器、壺G(花瓶)である。いずれ
も出土点数は数点程度で破片資料ばかりである。なお

燈明具も本遺跡から出土しているが、燈明具は仏教関

連遺跡以外の遺跡でも数多く出土しており、仏具とし

て本当に使用されたものなのか判断が難しいため、 こ
こでは除外した。

(瓦 塔〉
瓦塔は計 6点出土している。いずれも西区の遺構外

からの出土で、幅 5 cm内外の小片である。 1～ 4は屋
蓋部の破片で、色調は褐色ないし淡橙色を呈し、焼成

は土師質で、やや硬質であるが、摩滅がみられる。瓦

は、丸瓦のみが半我竹管状工具の押し引きで表現され、

瓦の継ぎ目も、半我竹管状工具の押し引きによる結節

を設けることで表現しており、継ぎ目は不規則となっ

ている (1・ 2)。 瓦の幅は約 7～ 8 mm、 深さは約 2～

3 mmを測る。軒裏は、ヘラ削りによって削り出して垂

木を立体的に表現するものや (3)、 ヘラ状工具による

沈線がみられるもの (2)がある。垂木の幅は下端部

で約 1.Oc皿を測り、間隔は約0.5～ 0.6cmを測る。断面は

台形を呈する。これら屋蓋部破片は、技法等からみて

同一とみて良いだろう。
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5。 6の資料は、軸部および基壇から初層の軸部に

かけての破片かと思われる。焼成は土師質で、色調は

明褐色を呈する。 5はヘラ削り調整され、 6にはヘラ

状工具によるものと思われる縦位の浅い沈線がみられ

る。

瓦塔の編年については、池田敏宏氏の精力的な取り

組みがあり、池田氏は瓦塔屋蓋部の表現手法から編年

を試みている (池田1996。 1998)。 それによれば、本

遺跡の瓦塔屋蓋部の表現手法は、屋根瓦表現が幅狭工

具押し引きC手法、垂木表現がヘラ削り出しC2手法と

なり、「東郷台類型」となろうか。ただ垂木間隔が、本

遺跡の場合、若干狭い。年代としては、 9世紀中棄～

後葉に位置づけられている。遺構外出土資料というこ

とで、一つの目安となろう。

また瓦塔の性格については周知のとおり、供養塔説、

墓標説、信仰に伴う代用塔説、厨子的容器説等の諸説

があり (高橋 1989)、 各遺跡の性格や出土状況はさま

ざまであり、瓦塔の性格づけは、各遺跡においての細

かな観察が重要であることは言うまでもない。よって

大坪遺跡出上の瓦塔の性格をめぐっては、明確な遺構

に伴っていないことから、今後の検討課題といえる。

(仏鉢形土器〉

仏鉢形土器特有の日縁部が 「く」の字状もしくは緩

く内彎するものを選定した。その結果、仏鉢形土器と

思われる土師器片3点 を抽出した。いずれも口縁部破

片である。1は西区2号溝跡出土、2は西区遺構外出土、

3は東区旧流路内出土である。 1は推定回径が約8.5cm

を測る小型のものである。外面は回転ヘラ削り調整が

され、内面はロクロ調整のみ。2は推定回径約23.6cm

を測り、内外面とも黒色処理が施されている。内外面

ともによく磨かれている。 3は推定回径11.2cmを測り、

日唇部から内面にかけてよく磨かれており、内面は暗

文状に磨かれている。いずれも丁寧なつくりで、特に

3は硬質感がある。

前述のように、口縁部破片ばかりのため、底部形状

については不明であり、果たして本当に仏鉢形土器で

あるのかという問題も残る。年代の詳細も出土遺構の

性格から古墳時代および8世紀から10世紀代と幅があ

り、不明と言わざるを得ない。

仏鉢形土器は、兵ゆり子氏の精力的な集成作業によ

って、東日本各地に分布し、多くの集落遺跡から出土

していることが判明している (兵 1997)。 仏鉢形土器

はその形状からいっても明らかに僧尼が所持した 「仏

鉢」であろうことは、すでに宮瀧交二氏が、『日本霊異

記』上巻第二十九の記載から、乞食僧であつても「仏

鉢Jを所持していると指摘されており (宮瀧2000)、

遺跡にみられる仏鉢形土器は、少なくとも僧尼がその

集落に出入りしていたことを示す遺物だと考えられる。

(壺③

壺Gは、東区旧流路内から2点出土している。破片資

料であるが、形態的特徴はつかめる。 1は推定最大胴

径7.Ocmを預Iり 、 2は不明であるものの、その形状から

すると、 1・ 2と もに山中章氏の分類による (山 中

1997)、 最大胴径が8cm未満の細型に相当しようか。 2
の底径は4.6cmを測る。胴部はやや外反気味に立ち上が

り、肩部が短く屈曲している。底部には回転糸切り痕

と何らかの圧痕を残す。色調は暗灰色ないし灰色を呈

し、焼成は硬質である。年代観としては、長岡京期

(784～ 794年)から9世紀初め頃と考えておきたい。

壺Gの用途・機能としては、堅魚煎汁の運搬用容器

説 (巽 1991)、 兵士の携帯用水筒説 (山中1997)、 仏

具の花瓶説 (佐野1998)等が出されているが、ここで

は、重Gは仏具の花瓶だとした佐野五十二氏の見解を

支持して仏具として取り扱つている。

3.大坪遺跡周辺の仏教関連遺跡について

さて前項で今回行われた大坪遺跡の発掘調査で出土

した仏教関連遺物を概観したが、ここでは大坪遺跡の

既往の調査で出土している仏教関連遺物と、本遺跡周

辺で仏教関連遺物が出上している遺跡についてふれて

おきたい (図21・ 22参照)。

大坪遺跡の既往の調査では、1994年に発掘調査が実

施された隣接地点で、獣足片が遺構外から出土してい

る (平野1996)。 大坪遺跡の北方に隣接する1994年 に

甲府市教育委員会が調査を実施した東畑遺跡・道々芽

木遺跡では、東畑遺跡A地点のSDl号濤跡から壺Gが、

同遺跡B地点のSB10号住居跡から白鳳期の製作とされ

る小金銅仏像が、また道々芽木遺跡でも壺G片が出土

している (註 1)。 大坪遺跡の南東約800mに位置する

桜井畑遺跡 (A・ C地区)では、「寺」と記した墨書土

器や緑釉陶器製香炉の蓋等が出土している。そしてそ

のすぐ南方に位置する外中代遺跡では、甲斐型土器特

有の技法である暗文で花鳥図を描いた絵画土器が出土

している。甲府市域を越えるが、石和町松本塚ノ越遺

跡でも壺G片が出土している。

また古代寺院関連では、白鳳期の創建とされる春日

居町寺本廃寺や、養老年間の創建ともされる長谷寺等

の存在がある。寺本廃寺からは、塑像仏像の一部であ

る螺髪が 4点出土している。

このように大坪遺跡およびその周辺地域に限らず、

東日本を中心に近年、集落内に寺院的施設が存在する

遺跡が相次いで検出されている。その遺跡のあり方も

多様で、集落内から仏堂と思われる単独の掘立柱建物
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図20 大坪遺跡出土仏教関連遺物
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跡が検出され、寺名を記した墨書土器や仏鉢形土器、

瓦塔等が出土する遺跡がある一方で、仏堂と思われる

掘立柱建物跡は検出されずに、竪穴建物跡を中心とし

た建物群からさまざまな仏教関連遺物だけが出土する

遺跡等がある。

前出の桜井畑遺跡 (A・ C地区)は、仏堂と思われ
る掘立柱建物跡が検出されている遺跡で、その建物周

辺に点在する堅穴建物跡から、寺の存在を示す 「寺」

と記した墨書土器や香炉蓋が出土し、派手ではないが

鮮明に集落内での仏教の存在を示している。反対に東

畑遺跡 (A・ B地点)は仏堂風の掘立柱建物跡はなく、

竪穴建物跡数棟から構成される集落遺跡である。ここ

からは9世紀代の竪穴建物跡の覆土中から小金銅仏像

が出土し、清跡から壺Gが出土している。集落の立地

は小高い扇状地上に立地し、大坪遺跡等のある低地の

遺跡からはやや離れた感じをうける。こうしたことか

ら「山林仏徒の修行場的な性格」を推定できようか

(笹生1994)。

4.山梨県内の仏教関連遺跡の分布状況

(図22・ 表13参照)

古代における行政区分は、町日名類茶抄』に山梨郡・

八代郡・巨麻郡・都留郡の四郡がみえるが、こうした

旧郡単位でみると、国分僧尼寺をはじめ古代寺院およ

び伝承寺院が多く分布するのは山梨郡であり、それら

に伴い仏教関連遺跡の分布が認められ

る。八代郡にも古代寺院および伝承寺

院が多く分布するが、現在のところ仏

教関連遺跡の発見例は少ない。もう一

つ巨麻郡内の八ヶ岳山麓地域と甲斐駒

ヶ岳山麓地域 (巨麻郡北部)、 そして

現在の韮崎市地域 (巨麻郡北西部 )、

さらに現在の中巨摩郡敷島町や八田村

あたりを中心とした地域 (巨麻郡中西

部)にまとまりが認められる。

山梨郡北部や八代郡、巨麻郡南部、

都留郡には現在のところ仏教関連遺跡

のまとまった地域はみられないが、こ

れは山岳地帯が多く占めることや、発

掘調査自体があまり行われていない地

域であり、遺跡自体が未発見という状

況であり、本来の状況を示していると

はいえない。

5.山 梨県内の主な仏教関連遺物と
出土文字資料

本項では、前述した遺跡の他、さら

に山梨県内の主な仏教関連遺物と出土

文字資料について紹介しておきたい (図 23～ 26・ 表

14・ 15参照)。

まず、主な仏教関連遺物からみていくと、仏鉢形土

器は、一官町の松原遺跡 。竜ノ木遺跡、甲府市岩窪町

の武田氏館跡21次地点、韮崎市の官ノ前遺跡・宮ノ前

第 2遺跡・堂の前遺跡、明野村の薬師堂遺跡、白州町

の所帯 IoⅡ 遺跡等で出土している。瓦塔は、現在の

ところ韮崎市の宮ノ前第 2遺跡と半縄田遺跡の 2遺跡

で出土しているのみで数少ない。壺Gは、一宮町の甲

斐国分尼寺跡アイエスホーム地区・西田町遺跡、甲府

表13 山梨県内古代寺院及び推定地一覧
(番号は図22に対応)

分布図憔 寺院名・追跡名 所在地 内  容

学本腕寺

,表

'招

臣山烈都■口届町 1日 二等出■

に山梨都勝沼町 市目二等出■

醐
=

(保菫跡 F妻口分寺憂と同楚IH■

(倉通跡 にAft3/A代町 H目獨寄出i

岳目瓦 ■師器 須tX4出 と

図22 山梨県内仏教関連遺跡分布図 (番号は表 13～ 15に対応)
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市岩窪町の武田氏館跡21次地点、八田村の石橋北屋敷

遺跡、韮崎市の宮ノ前遺跡・宮ノ前第2遺跡 。宮ノ前

第 3遺跡・官ノ前第 5遺跡・石之坪遺跡 (東地区)等
でも出土している。

その他、高級仏具と考えられる三彩陶器が、韮崎市

の官ノ前遺跡と八田村の立石下遺跡で出土しており、

宮ノ前遺跡では 10世紀代の竪穴建物跡の覆土下層か

ら、立石下遺跡では 8世紀末～ 9世紀初頭の堅六建物

跡の床面直上から出土している。三彩陶器は奈良時代

的なものと考えられるが、 こうした高級仏具や小金銅
仏像等は伝世的問題も考えなくてはならないだろう。

仏教関連遺物の他に、もう一つ重要なのは寺関係の

文字を記した墨書・刻書土器の存在である。山梨県内

で「寺」と一文字のみ記された資料は、不確実のもの

を含めて計 6点を数える。出土遺跡は、小淵沢町の前

田遺跡、韮崎市の官ノ前遺跡、そして前出の桜井畑遺

跡 (A・ C地区)である。
「澤寺」「法寺」「花寺」「華寺」「金寺」「国分寺」や

「講院」「讀院」「大房」等の寺の呼称や施設名を記した

ものは、計18点以上を教える。出土遺跡は、白州町の

雑木遺跡、一宮町の甲斐国分尼寺遺跡 (寺域内)、 甲斐

国分尼寺遺跡アイエスホーム地区、同遺跡中部宇佐美

2地区、同 3地区、金山遺跡、松原遺跡等である。「澤

寺」は雑木遺跡出土であり、他は国分寺の造営・存続

維持の目的のために計画的に設置された「国分寺関連

集落」からの出上であり (猪股 1996)、 国分僧尼寺の

構造や、民衆とのかかわりを探るうえで重要な出土文

字資料群である。

白州町雑木遺跡出上の 「澤寺」と記された墨書土器

は、10世紀前半代の上師器lThに記されたもので、国分

僧尼寺以外の寺名を記した資料としては山梨県内唯一

のものである。周辺に存在したであろう寺が「繹寺」

と呼ばれていたことが想像できる。しかしながらこの

墨書土器以外、同遺跡では仏教関連遺物は確認されて

いない。

寺名や寺施設名以外の内容を記した仏教関連文字資

料としては、「天」や 「人」をあらわした貝J天文字や、

「浄」「浄人」「浄足」「経」「世稔」「連」「饒」等といっ

た仏教風の字句がある。則天文字は、平川南氏 (平川

1991)や高島英之氏 (高島1991)が、仏典を通じて

地方に広がったという考えと、『律』を通じて地方行政

ルートにのって広がったという考えを提示されている。

前者の場合、仏典を通じて則天文字を会得した僧侶が、

その信仰活動や仏教信仰に付随するかたちで則天文字

を広く普及させる役割を果たしたのではないかと想定

されている。ここではこうした見解を支持する立場か

ら則天文字を取 りあげた。ただ、則天文字の多さが、

そのまま民衆レベルにおける仏教信仰の強さをあらわ

すバロメータとはならないだろう。それは古代社会の

民衆レベルでは、文字全体を呪的な存在として捉えて

いた可能性が極めて高く、文字の意味をどれだけ理解

していたかは定かではないからである。

山梨県内で則天文字を記した文字資料が出土してい

る遺跡は、大泉村の豆生田第3遺跡、長坂町の柳坪遺

跡、韮崎市の宮ノ前遺跡・宮ノ前第2遺跡、一宮町の

大原遺跡の5遺跡で、計5点出土している。「浄」「浄人」

「浄足」「経」「世稔」「蓮」「饒」等といつた仏教風字句

も、前記の官ノ前遺跡や大原遺跡、白州町の坂下遺跡、

古代寺院の存在が推測される御坂町の半行寺遺跡等か

ら出土している。こうした仏教関連文字資料の分布域

も、仏教関連遺物の分布域とほぼ重なっているといえ

る。

6.巨麻郡における仏教関連遺跡の様相

次に、以上のような仏教関連遺物・文字資料が出土

している遺跡の様相について、資料的に多い巨麻郡の

仏教関連遺跡を例にあげて紹介しておきたい (図 22～

25参照)。

巨麻郡北西部地域からみていくと、韮崎市内を流れ

る塩川右岸に広がる沖積低地である「藤井平」に展開

する宮ノ前遺跡・宮ノ前第2・ 3・ 5遺跡、堂の前遺跡

などからなる宮ノ前遺跡群がある。宮ノ前遺跡は、集

落は 8世紀前半代から継続的にH世紀代まで続き、
400棟を超える堅穴建物と54棟の掘立柱建物が検出さ

れている。「寺」の刻書土器の他、仏教関連遺物では須

恵器製仏鉢形土器や三彩陶器、壺G等の他、稜椀や小

瓶、小型短頸壺、三足盤、獣足も出土しており良品が

多い。いずれも8世紀半ばから9世紀代に属するもの

が多い。

宮ノ前遺跡の北方約300mの所に所在する宮ノ前第2

遺跡では、一部に私寺系の瓦が葺かれたと思われる仏

堂風の四面廂掘立柱建物が検出され、その周辺か らは

瓦塔片も出上している。周辺の竪穴建物からは須恵器

製仏鉢形土器や壺G、 則天文字の「天」を記した墨書

土器等が出上しており、 8世紀後半代から9世紀前半

代に属すると思われる。この仏堂風の四面廂掘立柱建

物は、柱穴の重複が確認されることから、さらに先行

する建物が存在した可能性あり、構築年代はもう少し

遡れるかもしれない。一堂一宇形式か、もしくは周辺

にも側柱式掘立柱建物が存在することから、簡単な付

属施設的な建物が存在した可能性もある。

宮ノ前遺跡出上の「寺」と顔1書された8世紀前半代

と思われる刻書土器の存在から、宮ノ前遺跡の集落開
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表14 山梨県内仏教関連遺物出土遺跡一覧 (番号は図22に対応)
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表 15 山梨県内仏教関連文字資料一覧 (番号は図22に対応)
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20～ 21:甲斐国分尼寺跡遺跡中部宇佐美2地 Iメ

図25 山梨県内の仏教関連出土文字資料① (縮尺任意/(平野2002文献から))
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図26 山梨県内の仏教関連出土文字資料② (縮尺任意/(平野2002文献から))

22～ 25:甲斐国分尼寺跡遺跡中部宇佐美2地区
地区 29:甲斐国分尼寺跡遺跡中部宇佐美2次
37～ 38:松原遺跡第5共撰所地区 39:矢倉遺跡

26～ 28:甲斐国分尼寺跡遺跡中部宇佐美3
30～ 38:金山遺跡 34～36:狐原遺跡
40:半行寺遺跡
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始当初から、宮ノ前第2遺跡の仏堂的施設が存在した

ことがうかがわれる。また宮ノ前第3・ 5遺跡の集落か

らは壺G片、堂の前遺跡からは須恵器製の仏鉢形土器

片などの仏教関連遺物が出土しており、いずれも8世

紀後半代から9世紀前半代に属することから、これら

遺跡の集落にも僧侶の足跡を辿ることができそうであ

る。宮ノ前第 2遺跡の仏堂が、当該地域における仏教

布教活動の拠点となっていたと考えることもできよう。

釜無川右岸地帯で瓦塔片や壺Gが出土している遺跡

には、韮崎市の半縄田遺跡や石之坪遺跡 (東地区)が

ある。半縄田遺跡では、9世紀前半代とみられる 2

間×3間の側柱式掘立柱建物跡が 1棟と、 9世紀前半

代と10世紀前半代の竪穴建物跡が7棟検出されており、

掘立柱建物の掘り方内から瓦塔片が出土している。こ

のことからこの掘立柱建物が仏堂的建物であつたとも

考えられる。石之坪遺跡東地区でも9世紀初頭段階の

堅穴建物が 1棟検出されており、そこから壺G片が出

土している。同地区では他に当該期の遺構は検出され

ていないため、竪穴建物が孤立した状態で存在してい

たことが想定できる。半縄田遺跡と近い距離にあるこ

とから有機的な関連も想定でき、遺跡の立地条件が、

小高い扇状地上に立地し、他の集落から離れている状

況から、甲府市の東畑遺跡と類似しており興味深い。

甲斐駒ヶ岳山麓と八ヶ岳山麓の遺跡では、甲斐駒ヶ

岳東麓の白州町域で調査されている遺跡群で、「澤寺」

と記した10世紀代と思われる墨書土器が出土している

雑木遺跡、「浄」と記した 9世紀前半代の墨書土器が出

土している坂下遺跡、 9世紀前半代の土師器製 (内面

黒色処理)の仏鉢形土器が出土している所帯 I・ Ⅱ遺

跡などがある。これら4遺跡はいずれも l km圏 内にあ

り、坂下遺跡と所帯 I・ Ⅱ遺跡は同一遺跡とみなすこ

とができる。雑木遺跡は10世紀代を主体とする竪穴建

物が7棟、坂下遺跡では竪穴建物4棟と掘立柱建物 1棟

が検出され、「浄」の墨書土器は、9世紀前半代の第 3

号住居跡から出土している。所帯 I遺跡では竪穴建物

が6棟、掘立柱建物が4棟検出され、土師器製 (内面黒

色処理)の仏鉢形土器は、第 5号住居跡から出土して

いる。時期は 9世紀初頭から前半代と思われる。所帯

Ⅱ遺跡では堅穴建物が10棟、掘立柱建物が2棟検出さ

れ、黒色土器製の仏鉢形土器が7号住居跡から出土し

ている。時期は 9世紀前半代と思われる。掘立柱建物

については、 2問 ×3間規模の側柱式掘立柱建物と2

間×2間規模の倉庫建築とみられる総柱式掘立柱建物

が検出されているが、これらの建物の中に仏堂に使用

された遺構の存在を想定できよう。なお、坂下遺跡で

は遺構外ではあるが、道教信仰的色彩が強い平安期の

ものと思われる土馬も出土している。

そして八ヶ岳山麓では、前田遺跡、豆生田第3遺跡、

柳坪遺跡等がある。 9世紀半ばの「寺」の墨書土器が

出土している小淵沢町の前田遺跡では、 9世紀代から
10世紀代にかけての堅穴建物が■棟と掘立柱建物が5

棟、土器焼成遺構が12基検出されている。墨書土器は

竪穴建物 (第 4号住居址)か ら出土しており、掘立柱

建物群はすべて側柱式のもので、敢えて仏堂的建物を

想定するとすれば、隣接する第 4号掘立柱建物址が想

定できようか。豆生田第 3遺跡と柳坪遺跡では、則天

文字を記した 9世紀半ばの墨書土器が出土しており、

両遺跡とも竪穴建物を主体とする集落遺跡で、柳坪遺

跡では 2間×3間規模を中心とする側柱式の掘立柱建

物が検出されているが、外見上仏堂風の建物はみられ

ない。しかしここでもこれらの側柱式掘立柱建物の中

に、仏堂として使用された遺構の存在が想定できよう。

このように巨麻郡北部では、明らかに仏堂だと思われ

る遺構は現在のところ確認されていないが、検出され

ている側柱式の掘立柱建物の中に、仏堂として機能し

た建物があった可能性も十分に考えられる。

最後に近年注目される地域として、中巨摩郡八田

村・白根町などを中心とする巨麻郡中西部地域がある。

当該地域は、御勅使川の氾濫常習地域であるため、古

代集落自林存在していなかったのではないかと多くの

県内考古学関係者が考えていた地域でもあった。しか

し近年の大規模開発に伴う発掘調査で、縄文時代から

中 。近世にわたる遺跡が発見されるようになり、その

中で石橋北屋敷遺跡や立石下遺跡では三彩陶器や壺G
などの仏教関連遺物が出土し、一躍注目される地域と

なった。

石橋北屋敷遺跡では奈良・平安時代の竪穴建物が13

棟検出され、 8世紀末～ 9世紀初頭の7号住居跡から

壺Gが出土している。立石下遺跡では奈良・平安時代

の堅六建物13棟、 2間 ×2間および 2間×3間規模の

掘立柱建物5棟検出され、規模が3mにも満たない小型

の竪穴建物である7号住居跡の床面直上から三彩陶器

片が出土している。三彩陶器については伝世的な問題

も伴うが、竪穴建物の時期は、共伴する遺物から8世

紀末～9世紀初頭と思われる。この竪穴建物について

報告者である米田明訓氏は、出土した竪穴の構造や霊

等のあり方が他の竪穴とは異なっていることや、他の

堅穴群からやや離れた所に存在することから、当堅穴

建物は日常的に使用された建物ではないことを指摘さ

れている (米田2001)。 掘立柱建物も存在することか

ら、これらの中に仏堂として使用された遺構も存在し

たことも想定できよう。当該地域におけるこれら仏教
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関連遺物の存在は、今後の新資料の発見に大いなる可

能性を残している。

7.仏教関連遺跡および遺物の年代的特徴
大坪遺跡をはじめとする各遺跡から出土している仏

教関連遺物の年代については、東畑遺跡B地点出土の

小金銅仏像を除いては、おおよそ9世紀代前後のもの

が多い。特に壺Gは、その特異な形態から他の須恵器

と判別し易く、かつ存続年代が極めて限定されること

から、佐野氏も述べるように (佐野 1999)、 各遺跡に

おける遺構や共伴遺物の年代決定に際して、壺Gの年

代を根拠とすることが多い。山梨県の在地の上器であ

る甲斐型土器の年代についても、壺Gが年代決定の根

拠の一つとなっている (瀬田1993)。

山梨県全体の瓦塔や仏鉢形土器、壼Gな どの仏教関

連遺物が出土する遺跡の年代的傾向をみると、やはり

8世紀後半代から9世紀前半代のものが圧倒的に多く、

10世紀代のものは少ないという傾向がみられる (平野

2002)。 白鳳期や奈良時代と考えられる小金銅仏像や

三彩陶器のような、高級仏具とされる遺物は、伝世と

いう問題があり、言うまでもなく、各遺構からの出土

状態や伴出遺物の観察が重要であろう。

8.古代集落における仏教的側面のあり方
山梨県内の奈良・平安時代の集落遺跡は伝統集落や

新興集落にかかわらず、継続的重層的に営まれる集落、

断続的に営まれる集落、短期的に営まれる集落等、さ

まざまな存続形態をもっている。集落の存続年代とし

ては、伝統集落と考えられる一宮町の大原遺跡や御坂

町の二之宮遺跡等の場合、古墳時代初頭から平安時代

の■世紀段階まで続く例や、新興集落と考えられる韮

崎市の宮ノ前遺跡等では、 8世紀前半代から■世紀代
まで継続的に存続している。八ヶ岳山麓に展開する新

興集落でも、 9世紀前半代から10世紀半ばまで断続的
に存続しており、多くの集落は10世紀半ばもしくは11

世紀代まで存続することが多い (平野1999)。

こうした集落のあり方の中で、先にみてきたように、

仏教関連の遺構や遺物は、 9世紀代を境に10世紀代に

なると、集落内でこうした寺施設や遺物はほとんどみ

られなくなってしまうものの、集落だけは存続すると

いう状況が認められる。遺物だけをみれば10世紀代で

も灰釉陶器製の小瓶や浄瓶、緑釉陶器製の椀や皿等、

仏具として可能な遺物も存在するが、現在のところ仏

鉢形土器や瓦塔等の存在は皆無な状態である。

墨書土器を中心とした出土文字資料についても、10

世紀代においては国分僧尼寺周辺を除き仏教関連の文

字資料の出土は極めて少なく、「福」等の吉祥句的な文

字や、道教の呪符にみられるような 「嵐」の字形を使

つた呪術的な文字が主体を占める。また、宮ノ前遺跡

出上の 「祝」のように神祇的な文字を記す例もあり、

在来信仰を示す例が多い。

このことから、8世紀後半代から9世紀代におけるこ

うした仏教的側面は、一過性なものであった可能性が

高く、仏教も在地信仰的な受け入れ方をされていたこ

とが推測でき、在地の有力者層や民衆に、仏教の教え

を根強く浸透させるまでには至らなかったと思われる。

神仏習合思想出現の一端がここにうかがわれる (註2)。

9 おわりに一大坪遺跡の性格と機能をめく゛って
前述のように、大坪遺跡は古代甲斐国一円に供給さ

れた甲斐型土器生産遺跡として知られてきた。既往の

発掘調査では、多量の上器は出土するものの、住まい

とみられるような堅穴建物はあまり検出されず、1994

年の第3次調査で竪穴建物跡が2棟検出されたものの、

煮炊具の出土がほとんどみられず生活臭が漂よってこ

ないことから、これら竪穴建物跡を工房的な施設とし

て捉え、より生産遺跡としての性格を深めたとした

(平野1996)。

しかしながら今回の調査では、10世紀代の竪穴建物

跡と掘立柱建物跡、古墳時代から平安時代にわたる旧

流路跡等が検出され、さらに瓦塔や壺G等の仏教関連

遺物が出土したことから、大坪遺跡には仏教関連遺跡

として、もう一つの性格をもつ遺跡であることが判明

したのである。先にみたように大坪遺跡の周辺には、

東畑遺跡や桜井畑遺跡等のような仏教関連遺跡が存在

しており、大坪遺跡における仏教信仰のあり方も、そ

れら遺跡とのかかわりの中で考えていかなければなら

ないだろう。

また大坪遺跡は、甲府市桜井町一帯の直径約500m
の範囲で大きく捉えられており、甲斐型土器の一大生

産拠点とするならば、工房の場、集積・保管の場、積

み出しの場、一般農工民の居住の場、管理した有力者

層の居住の場、経営拠点の場、信仰 (寺院等)の場、
祭りの場等を想定して、点ではなく面で大坪遺跡の性

格と全容を捉えていくべきだと考える。すでにこうし

た場のいくつかの一端が、既往の調査で発見されてい

るのではないかと思われる。

註

(1)平塚洋- 1994「甲府市東畑遺跡B地点出土の白鳳期小金銅
仏」『帝京大学山梨文化財研究所報』第22号 帝京大学山梨文化
財研究所

甲府市教育委員会の平塚洋一氏と伊藤正彦氏のご厚意で、当

遺跡の出土遺物の実測図等を実見することができた。深く感謝

申し上げたい。

(2)川尻秋生 1993「神仏習合の担い手は誰か」『新視点日本の

-70-



歴史』第3巻古代編H 新人物往来社
川尻氏はこの中で神仏習合の担い手を、郡司クラスの階層で

あるとされ、「在地の災害を克服するため、郡司層が神仏習合と
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第 3節 大坪遠跡出上の文字資料関連土器
について

一墨書・刻書・ヘラ書土器を中心として一

平 野   修
1.出土文字資料の定義

最初にここで取り扱う出土文字資料の定義付けを行

っておきたい。墨書土器とは、土器に墨でかいたもの。

刻書土器とは、土器の焼成後に刻まれたもの。ヘラ書

土器とは、土器の焼成前に刻まれたものとしている。

刻書土器やヘラ書土器については、他に線刻土器や刻

印土器等の呼称もあるが、 ここでは土器の焼成前もし
くは焼成後であるのかを重視して、広義の意味で刻書

土器およびヘラ書土器という呼称を使用する。そして

ここではこれらを総称して 「文字資料関連土器」と呼

ぶこととする。

2 大坪遺跡の文字資料関連土器の分析
①文字資料の出土点数と出土傾向

大坪遺跡の第4次調査にあたる今回の発掘調査では、

墨書土器 。刻書土器・ヘラ書土器の文字資料関連土器

は計66点出土している。内訳は異なる記載方法で 2箇

所記載されている資料 1点を含めて、墨書土器が10点

で全体の15%、 刻書土器が51点で全体の76%、 ヘラ

書土器が 6点で全体の 9%と なっており、刻書土器が

全体の 8割近くを占めている (図29参照)。

大坪遺跡の第1次から第 3次までの既往の調査でも、

全般的に墨書土器をはじめとする文字資料関連土器の

出土量が少ないという傾向がみられる。この中で出土

割合が最も高いのは、刻書土器であり、墨書土器の割

合は高くない。一般の集落遺跡において出土割合の低

いヘラ書土器の割合が、他の遺跡より若干高くなって

いることが特徴といえる。

②土器の種類と器形

土器の種類は、圧倒的に土師器が多く、器形は郷・

皿といった食膳具が圧倒的に多い。土師器の煮炊具ヘ

の記載行為は認められなかった。土師器以外では、須

恵器邦が1点認められる。

③記載部位と記載状況

記載部位は、底部外面が40点、底部内面が 7点、体

部外面が15点、体部内面が 3点となっており、底部外

面が全林の60%を 占め、ついで体部外面が全体の約

20%を 占めている。刻書土器 。ヘラ書土器では、墨書

土器で底部内面や体部内面に記す割合が低い部位であ

る底部内面に10%程度、体部内面に5%程度記載して

おり、記載方法によって記載する部位に違いが認めら

れる (図 30参照)。 これは各記載方法によって記す目

的が異なっていた可含旨性が推察できる。
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体部外面および内面における記載方向であるが、墨

書土器では墨痕程度の残存状況であったり、刻書土器

では後述するように、その内容が記号状であったりす

るため、正位・倒位・横位の判別が難しい状況となっ

ている。

④年代について

土器年代がある程度判別できた資料から、土器全般

の年代は大まかに、8世紀前半代、8世紀後半代、9世

紀前半代、10世紀前半代に分けられる。出土点数のピ

ークは、8世紀後半代にあり、ついで9世紀前半代とな

っている。墨書土器についてみてみると、8世紀前半

代に 1点みられる。山梨県内においては当該期の墨書

土器の事例は現在でも極めて少く、注目できる。しか

しながら、墨書土器は8世紀後半代に多少の増加傾向

を示すものの、9世紀以降では皆無に等しい状態とな

っている (図29参照)。

山梨県内の傾向として、8世紀代は墨書土器は少な

く、記号状の線刻を中心とする刻書土器が主体を占め

る傾向がみられ、9世紀以降なると、墨書土器が急増

し、刻書土器は客体的な存在となるという傾向が指摘

されている (平野1992)。 こうした傾向に反して、大

坪遺跡では、9世紀以降も刻書土器が主体的な位置を

文字資料関連土器種類割合

ヘラ書土器
9%

書土器
15%

占めており、特徴的な現象といえる。

⑤出土土器全体における文字資料土器の出土割合

郵・皿の食膳具で、図化できた非文字資料関連土器

を含めた食膳具形態の土器の点数はおよそ400点程度

であり、その内で文字資料の占める割合は単純計算で

約16%を 占めている。図化できなかった破片類の総数

も勘案に入れると、文字資料が占める割合はさらに低

くなると思われる。

こうしたことから、墨書土器や刻書土器等は、大坪

遺跡においては普遍的な存在ではなく、特殊な存在と

みるべきであろう。特殊な存在ということは、非日常

的な存在であったといえ、こうした点から本遺跡の文

字資料関連土器の性格や用途を考えていかなくてはな

らないだろう。

⑥記載内容について

10点出土している墨書土器のうち、文字がある程度

判読できるものは5点で、「第」「道」「大」「千力」「石」

というように、一文字が中心である。「第」の墨書 (図

301、 以下図版番号は省略)は、8世紀前半代の土師
器盤状杯の底部外面のほぼ中央に、およそ4cm四方の

大きさで記している。「道」(2)の墨書は、8世紀後半代

の土師器 lTh底部外面のほぼ中央に、およそ4cm四方の

時期別文字資料関土器出土傾向

10C前 半

半
　
　
半

　
　
半

前
　
　
後

　
　

前

９Ｃ
　
　
　
８Ｃ
　
　
　
８Ｃ

図29 文字資料関連土器の各種グラフデータ
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大きさで記している。「大」(4)。 「千力」(5)の墨書も8

世紀後半代の土師器杯の底部外面のほぼ中央に、およ

そ 3～ 4 cm四方の大きさで記している。いずれも墨痕

は薄く、肉眼で明確には提えられない。「石」(6)の墨

書は、8世紀後半代と思われる土師器邦の底部小破片

に、およそ 2 cm四方の大きさで記している。文字はそ

の小破片内で完結しているとみてもよかろう。墨痕も

鮮明である。これら墨書の書風はしつかりしており、

いずれも筆使いに慣れた感じを受ける。

1の 「第」の墨書は、山梨県内では初めての事例で

ある。その意味をめぐっては、平凡社版『広辞苑』第

二版によれば (新村 1988)、 ①物事の順序、② 「邸」

に通用するやしき、③官支登用試験等をあらわす意味

があり、仮に②に関連するものであれば興味深い事例

である。墨書による「道」も管見にふれる限り山梨県

内では類例がない。「大」「千」「石」は、山梨県内でも

比較的多くみられる文字である。

刻書土器の記載内容は、いわゆる記号線刻が大半を

占めており、文字線刻は57「北」だけである。「北」

の文字線刻については、今回の調査区に隣接した第 3

次調査地点からも出土しており (甲府市遺跡調査会

1996)、 土器の年代も同じで、字形も酷似しているこ

とから、同一人物による記載であることも推察できる。

その他文字では第 1次調査で 「田」と記した刻書土器

(山梨県教育委員会 1976)、 第2次調査ではヘラ書土器

であるが 「甲斐国山梨郡表門×」と記した多文字資料

が出土している (甲府市教育委員会 1984)。 第3次調査

では、「大」も出土している (図 31)。

一方、記号線刻には、「×」「#」 「+」 「‖」「寸」

「米」等、 10種類程度みられる。これらの意味につい

ては、須恵器にみられる「ヘラ記号」との類似性から、

非識字層における食器の個体区別を示す記号だとする

考えや (山中1989)、 祭祀・儀礼等の行為に伴う呪術

的記号だとする考えがある (高島2000)。 前項目にお

いて、本遺跡における全出土土器に対する文字資料土

器の出土割合から、墨書土器や刻書土器等は、本遺跡

では普遍的な存在ではなく、特殊な存在とみるべきだ

と述べたが、こうしたことから、これら記号の持つ意

味は、祭祀・儀礼等の行為に伴う呪術号的な性格が強

いと考えておきたい。ちなみに「×」は民俗事例にお

いて魔除けの符号としてみられ (土井1994)、 叶 !も

現在でも海女の魔除けの符号として使用されてお り

(平川1991)、 高島英之氏よれば 「#Jは道教の符号に
みられる「九字」の略号であるとされている (高島

2000)。 こうした字形は、大坪遺跡以外でも、山梨県

内の各地で出土しており、 8～ 9世紀前半代にかけて

多くみられるが、御坂町の二之宮遺跡や姥塚遺跡では、

6世紀の古墳時代後期段階から「×」や 「#」 の線刻

例がみられ (山下2000)、 在地信仰の一つとしてすで

に道教が受容されていた可能性も考えられる。

⑦文字資料土器の使用痕跡について

近年、墨書土器の使用痕観察をめぐる問題が提起さ

れている (川畑1998・ 2002、 荒木 1999)。 これは従

来の墨書土器研究で、墨書されていない非墨書土器と

比較検討があまりされてこなかったことから、いわば

考古学の原点に立ち返る形で、土器研究の中で墨書土

器の位置づけを行つていこうとするものである。そこ

でここでも、大坪遺跡の文字資料土器における諸痕跡

についても若干ふれておきたい。

〔使用に伴う痕跡〕

今回の大坪遺跡における文字資料土器は、その大半

が東区の旧流路から出土しており、水中におけるロー

リングや鉄分の付着等の痕跡がみられるものが多く、

さらに調査段階の取り上げに伴う移植ごてやヘラ等の

傷、水洗段階に伴うハケによる諸痕跡もみられる。こ

うしたノイズを勘案に入れ、土器本来の使用に伴う痕

跡を観察してみた。使用の痕跡については、使用にお

ける摩耗や煤や汚れ・漆等の付着物、意図的ではない

破損に伴う割れや欠け、転用を目的とした意図的な割

れや欠け等がある。その所見については表 16・ 17を参

照されたい。

使用段階における摩耗の度合いであるが、観察不可

能な極小破片を除いた墨書土器をみると、摩耗の度合

いが比較的強いものは、墨書自体も薄かつたり、掠れ

ていたりするものが目立つ。刻書土器では、およそ半

分程度の上器はあまり摩耗がみられなかった。こうし

た土器は概して線刻も鮮明である。反対に土器の摩耗

が強い場合は、線刻も摩耗し不鮮明な場合が多い。ま

た、ヘラ書土器は普通程度の摩耗がみられるものが多

セゝ。

付着物については、漆や燈明の使用に伴う油煙等の

付着がみられる。 13のように漆状の付着物がみられる

刻書土器では、線刻内部に付着物が及んで、黒ずんで

いるものがみられる。反対に21の ように付着物はみら

れるものの、線刻内には及んでいないものがみられる。

意図的な破壊と物理的な破損と破壊については、使用

の段階でもみられる。前者の例は、3の転用硯にみら

れる細かい打ち欠きがみられる。本資料は、底部内面

が摺り面として使用されているが、底部外面の摩耗が

著しく、墨書も薄く掠れた状態を呈している。後者の

例は、漆状の付着物がみられる13の土器で、ほぽ完形

であるが口縁部は細かく欠けており、その断面にも付
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図31 第 1次～ 3次大坪遺跡調査出上の主要文字資料関連土器 (各報告書より)

着物が及んでいる。おそらく使用段階で多少破損した

にもかかわらず使用し続けた結果だろう。前述のとお

り、底部外面には 「X」 という線刻がみられ、その内

部まで付着物が及んでいる。

こうしたことから、土器使用に伴う摩耗や付着物の

痕跡と、墨書・刻書の鮮明・不鮮明さには、ある程度

の相関関係があり、墨書・刻書行為の時間的な前後関

係や、文字資料土器の使用状況を考えるうえで、重要

な視点を提示しているように思われる。この結果から、

推浪1できる使用状況を示しておきたい。

(1)墨書・刻書行為の後、ある一定期間、食器等とし

て使用された後、廃棄に至る状況。

(2)墨書・刻書行為後、土器は食器等としてほとんど

使用されずに廃棄に至る状況。

〔廃棄段階に伴う痕跡〕

この段階でも意図的な破壊と物理的な破壊が考えら

れる。しかし今回の資料からは、意図的に破壊した結

果破片となったのか、あるいは廃棄したらたまたま割

m

れて破片になったのかを判別することは難しい。ただ、

未使用に近い状態の破片が観察できることから、意図

的に破壊して廃棄した可能性も十分考えられる。

その他、 6と 44の資料のように、破壊行為と墨書 。

刻書行為の時間的前後関係がうかがえるような資料が

みられる。 6は、 8世紀後半代と思われる土師器郭の

底部小破片であるが、その小破片内に「石」という文

字が判読できるが、その文字は破片内にきっちりと収

まり、墨痕も鮮明である。44も 8世紀後半代と思われ

る土師器lTh底部外面に「#」 という線刻を記している

が、これも小破片内に収まっており、線刻も鮮明であ

る。

こうした資料は土器を破壊した後に、墨書・刻書行

為を行う事例として、墨書や刻書行為が 「いつ」行わ

れたかを考えるうえで、重要な事例だといえる。今後、

他の遺跡の小破片文字関連資料についても注意して観

察していく必要がある。

3.今後の検討課題

ヽ
ジム

一

6

-75-



表16 大坪遺跡文字資料一覧①

番号 図版
出土
地点

番号 器種 器 形 種別 釈文 部位 年代 備考 (使用痕等)

1 東 区 土師 盤状不 墨書 第 底部外面 8C前半
と器外面底部端部を中心に摩耗強い、文字薄

2 東区 土師 郷 墨書 道 底部外面 8C後半
上器底部外面を中心に摩耗やや強い、文字薄

3 東区 須恵 邦 墨書 □ 底部外面
丁ち欠きみられ、底部内面ツルツル、転用現か、
墨JAほかすれて総い

4 東区 土師 邦 墨書 大 底部外面 8C後半
■器摩耗普通、打ち火きみられ、文字極めて

薄い

5 4 東区 土師 杯 墨書 千ヵ 底部外面 8C後半
土器摩耗普通、打ち欠きみられ、文字極めて

薄い

6 4 東区 土師 tTh 墨書 石 底部外面 8C後半 文字は破片内に収まりかつ鮮明

7 4 東区 土師 杯 墨書 □ 体部外面 10C前半 被片、墨痕状

8 4 束区 土師 ネ 墨書 □ 体部外面 炭片、墨痕かすれるが、やや鮮明

9 4 東区 土師 杯 墨書 体部外面 8Cイ登封4? 炭片、墨痕比較的鮮明

4 東区 土師 邦 墨書 雲部外面 貨片、墨痕かすれて薄い

11 2溝 土師 皿 刻書 × ミ部外面 10C前半 土器摩耗強

12 西 区 土師 不 刻書 〔矢羽根状〕 真部外面 8C後半 ヘラ書か ?、 線刻鮮明

東区 土師 盤状杯 刻書 × 真部外面 8C前半
上器国唇部細かく割れ、内外面に漆状付着物

あり、口唇部割れ口および線刻内にも及ぶ

東 区 土師 不 刻書 氏部外面 8C後半 土器内面摩耗やや強い

15 東 区 土師 不 刻書 店部外面 9C前半 上器摩減普通、線刻は細くしつかりしている

東 区 土師 不 刻書 I「 F・ 哭 主部外面 8C後半 土器内外に漆状付着物

東区 土 師 郷 ヘラ書・刻書 □・□ 底部外面 9C前半 土器未使用の状態に近い

東 区 土師 杯 刻書 × ヵ 底部外面 9C前半
土器内外ともにあまり摩耗みられず、線刻太

く、鮮明

東 区 土師 杯 刻書 ≠ ・ ≠ 体部内面 9C前半
お門外ともにあ霞り摩稚みらT叩 、線 /xl区

に配され、線刻内にはヨゴレは及んでいな

東 区 土師 不 刻書 × 底部外面
置明具で油煙付着、上器摩耗みられず、線刻
鮮明

東 区 土師 不 刻書 ×
杯 ～ 低 樹

'内面
8C後半

土器外面摩耗弱く、内面ヨゴレ所々付着、線

刻力強く鮮明

4 東 区 土師 杯 剤書 口 休部内面 8C後半 と器内外とも麻耗普通、線刻内にヨゴレ及ぶ

4 東 区 土 師 ITh 刻書 □ 底部外面 8C後半 上器内外とも庫耗普通、線刻鮮明

4 東 区 土師 不 刻書 □ 底部外面 8C後半 土器内外とも摩耗強い、線刻も摩耗し不鮮明

4 東区 土師 杯 刻書 □ 医部外面 8C前半 土器摩耗やや顕著で、線刻もやや不鮮明

東 区 上師 邦 刻書 ♯。X 底部外面 8C後半
と器籐耗は普通、 IX」 の線刻はIIRく 不鮮
舅、
「
辞 Jは鮮明、「#」 の方が後に記され

4 東 区 土師 杯 刻書 × 力 底部外面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻比較的鮮明

4 東 区 上師 邦 刻書 □ 瞑部外面 9C前半
土器は底部外面端部摩耗が著 しい、底部内面

にスス状付着物あり、線刻は比較的鮮明

4 東区 土師 不 刻書 □ 底部外面 8C後半 上器摩耗普通、線刻は比較的鮮明

4 東区 土師 郷 刻書 業 業部内面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻は細くしつかりしている

4 東 区 土師 杯 刻書 × ヵ 氏部外面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻は細くしっかりしている

4 東区 土師 杯 刻書 米 藍部内面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻は細くしっかりしている

4 東区 土師 不 刻書 × 虞部外面 8C後半
土器摩耗普通、上器内外に墨痕状付着物あ

り、線刻内にも及ぶ

東区 土師 杯 刻書 × ヵ 本部 外 面 8C後半 土器摩耗普通、線刻は比較的鮮明

東 区 土師 郷 刻書 冊カ 休部外面 8C後半
土器摩耗普通、線刻は綱いがしつかりしてV

る

東 区 土師 邦 刻書 主部内面 9C前半 土器摩耗普通、繰刻は太くしっかりしている

東 区 土 師 郷 刻書 □ 本部外面 8C後半 上器摩耗普通、線刻はやや不鮮明さに欠ける

東 区 土師 杯 刻書 十カ 本部外面 9C前半
と器外面摩耗強く、内面に漆状付着物、線刻
k不鮮明

東区 土師 杯 刻書 ‖カ 本部外面 9C前半
土器摩耗弱く、内面に漆状付着物、線刻は細
くしっかりしている

東区 土師 郷 刻 書 □ 黄部外面 8C後半 土器摩耗強く、線刻不鮮明

東 区 土師 杯 刻書 ♯カ 体部外面 8C前半
土器摩耗やや強く、内面に漆状付着物、繰刻

不鮮明

東 区 土師 郷 刻書 × ヵ 本部外面 8C後半 ? 土器摩耗普通、線刻やや不鮮明

東 区 土師 邦 刻書
―
llr力 本部外面 8C後半 ? 土器摩耗普通、線刻比較的鮮明

東 区 土師 邦 刻書 # 其部外面 8C後半
上器摩耗やや弱い、線刻比較的鮮明、破片内

に収まる

東区 土師 郷 刻書 □ 糞部外面 8C後半 ? 土器底部内面剥離、線刻比較的鮮明

東区 土師 郭 刻書 □ 吏部外面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻鮮明

東 区 土師 邦 刻書 □ 其部外面 8C牟盗さ卜? 土器摩耗普通、線刻太く比較的鮮明

東 区 土師 然 刻書 k 本部外面 10C前半 土器摩耗弱く、線刻やや不鮮明

東区 上師 刻書 × ヵ ミ郡外面 8C後半 上器摩耗普通、線刻比較的鮮明

東 区 土師 刻書 □ 吏部外面 8C後半 土器摩耗弱く、線刻細いが比較的鮮明

東 区 土師 刻書 × 力 ミ部外面 8C後半 ? 土器摩耗やや強く、線刻不鮮明

東 区 土師 郷 刻書 す カ 麻部外面 8C後半 ? 上器摩耗普通、練刻やや不鮮明

東区 土師 邦 刻書 □ 膝部外面 10C葡す封上? と器摩耗強く、線刻不鮮明

東区 土師 杯 刻書 □ 式部内面 8C後半 上器摩耗普通、線刻比較的鮮明

東区 土師 皿 刻書 × 喪部外面 9C前半
と器打ち欠きみられる、膠耗普通、線刻渋く

やや不鮮明
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表17 大坪遺跡文字資料一覧②

番号 図版
土
点
出
地

番号 器種 器形 種別 釈文 部位 年代 備考 (使用痕等)

東区 土師 皿 刻書 □ 底部外面 9C前半
'器

摩耗強く、線刻不鮮明

東区 土師 皿 刻 書 】ヒカ 底部外面 9C前半 上器摩耗弱く、練刻鮮明

東区 土師 皿 刻書 □/□ 底 部 内 外

面
9C前半 上器靡耗封吋く、線刻細くやや不鮮明

東区 土 師 皿 刻書 す カ 底部外面 9C前半 土器摩耗普通、線刻比較的鮮明

東区 土師 皿 刻書 カ 体部内面 9C前半 上器摩耗普通、線刻やや不鮮明

東区 土師 皿 刻書 カ 吏部外面 9C前半 上器摩耗やや強く、線刻不鮮明

西区 土師 郷 ヘラき 底部外面 9C前半 七器摩耗強い

1号土現状

遺構
土師 郭 ヘラ書 □ 休部外面 9C前半 ? 七器摩耗普通

東区 土師 イ ヘラ書 □ 底部外面 10C前半 土器摩耗普通

東区 土師 イ ヘラ書 □ 底部内面 9C前半 ? 土器摩耗普通

東 区 土師 不 ヘラ書 □ 底部外面 10C前半 上器摩耗弱く,漆状付着物あり

以上、雑駁な分析を進めてきたが、大坪遺跡におけ

る墨書・刻書土器を中心とした出土文字資料について

の若子の検討課題をあげてみたい。

(1)記載方法の問題として、文字資料関連土器全体の

中で、刻書土器の占める割合が、他の集落遺跡に比べ

て高いのはなぜだろうか。

前述のように多くの集落遺跡では、 9世紀以降墨書

土器が盛行するのに対して、本遺跡では、 9世紀以降

も刻書土器が高い出土害1合を示し、墨書土器の出土割

合は非常に低い。

本遺跡西区2号溝跡か らは、時期不詳ではあるが、

須恵器製円面硯の小破片が出土しており、少なくとも

ある時期には、本遺跡でも硯と墨と筆を使用していた

ことが十分に推測できる。しかしながら9世紀半ば以

降、その使用の痕跡が乏しくなるのは、どういう理由

からなのであろうか。

(2)記載内容の問題として、文字に関する記載が少な

く、記号状のものがなぜ多いのか。刻書土器が主体を

占める中で、記載する道具の影響もあるものの、直線

を基本とした記号状の字形を選択したのであろうか。

8世紀代には、墨書土器であるが筆使いに慣れた達筆

な 「第」や 「道」「大」「千」「石」という文字を記す資

料がみられ、 9世紀および10世紀代には、刻書土器資

料で辿々しい字林ではあるが 「北」や 「大」という文

字がみられる。他方、第2次の発掘調査地点では、肉

太の書風で 「十」や 「生」と記した墨書資料が出土し、

そして 「甲斐国山梨郡表門×」と記した 9世紀前半代

の多文字を記したヘラ書土器が出土しているが、やは

り文字を記載した資料は少ない。

こうした墨書土器より刻書土器が主体を占めるとい

う状況は、山中章氏よると古代の都城でもみられると

いう (山中1989)。 山中氏が分析された長岡京域の遺

跡では、宮域の周辺官司や京域の諸司厨町等の現業官

司や東西市から、線刻土器や記号墨書土器が多く出土

しており、その理由として、こうした場所には非識字

層を多く含む小集団が集まることから、集団を使役し

ていた官司が、非識字層の個人用食器や小集国で用い

る食器を区別するために記したものだとされている。

大坪遺跡の場合、土器の使用痕に関する観察から、

土器を廃棄 (破壊)した後に墨書・刻書行為を行った

とみられる事例が認められることから、単に食器管理

のためだけに記載されたのではなく、何らかの祭祀形

態に付随する形で記載されたものも含まれるのではな

いかと思われる。よって山中氏の見解を、俄に大坪遺

跡にあてはめることはできないだろう。ただ、都城に

おける線刻土器・記号墨書土器の出土地が工房に関す

る場から多いという傾向については、大坪遺跡も土器

生産遺跡としての性格をもち、「場」の性格において共

通性も見いだせることから非常に興味深い。

生産遺跡ということで、青森県五所川原市犬走須恵

器窯跡の焼成前に記載されたヘラ記号について分析を

行った平川南氏は (平川2000)、 同窯跡出土のヘラ記

号は大別すると、 a「人」「大」「太」、 b「♯」「#」

等に分けられ、これらは単に漢字や魔除けの符号とい

ったものではなく、「人」力`二画、「大」が三画、「#J

が四画、昨 」が五画といつた、むしろ数量を示す 「画

数記号」ではないかとされ、「墨書土器と刻書土器は、

同一レベルで論ずべきではない」とされている。確か

にこの場合は明らかに焼成前の記載のものであり、墨

書土器と同一レベルで論ずるべきでないことは同感で

ある。大坪遺跡の刻書土器 (焼成後であるが)事例も、

まさにこういった記載内容を多く含んでおり、あるい

イま「北」の線刻も、六画を示す「画数記号」かもしれ

ない。

しかし大坪遺跡の場合は、そのほとんどが焼成後の

記載であり、果たして焼成前のヘラ記号と同一レベル

に扱つて良いものなのか、不安も残る。また土器の使

用痕等の観察からも、 8世紀段階の墨書土器と刻書土
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器 (焼成後のもの)は、少なくとも同一レベルで論じ
てもいいのではないかと考える。

4. おわりに

大坪遺跡における文字資料関連土器群のあり方につ

いては、まだ多くの検討の余地が残されている。前記

の問題については明確な答えは出せなかったが、低い

割合ながらも墨書土器がみられる 8世紀代～ 9世紀前

半代の文字資料関連土器群のあり方と、墨書土器の割

合が煙端に減少していくそれ以降のあり方は、一体何

を物語っているのだろうか。それはあたかも、 9世紀
半ば以降、甲斐型土器の生産と流通が急速に拡大して

いく状況と時期的に軸を―にしているようにも思える

が、この状況と文字資料関連土器群のあり方の変化に

因果関係があるのか否か。大坪遺跡出土の文字資料関

連土器群は、本遺跡の実相を解明していくうえで、重

要な手がかりをもっているように思われる。今後の調

査の進展を待って、本潰跡における文字資料関連土器

群の特質を解明していきたい。
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第 4節 木製品の様相と水車車軸
櫛 原 功 一

出土木製品の様相から大坪集落と集落構成員、生活

や祭祀の様子について考えてみたい。

生産関連の工具・道具類では、湿田での水稲耕作を

裏付ける田下駄があるほか、鎌柄と思われる柄がある。

それ以外に目立った農具類がなく、農工具類の少なさ

が特徴的といえる。水車車軸については揚水具の可能

性が高く、農具の一種であるが、後に詳述したい。工

具の一種ともいえる紡織具の糸巻は、繊維に撚りをか

けて巻き取る道具で、女性使用の道具であることは明

白である。

服飾具には下駄、櫛がある。下駄には大人用、子供

用があり、両者は平面的な形態が同一形式である。近

世以降では男女の性別による使用形態が明確に異なり、

女性は小判形、男性は長方形となるといわれるが、本

例は中間的な形である。古代の下駄の特徴として連歯

で前壷が左右に寄っていることなどがあげられるが、

そうした条件を満たした古代的な下駄といえる。いず

れにせよ男女の区別はわからないものの大人、子供の

区別があったことは明白で、子供用の下駄が存在する

ことから、子供を含めた一般集落としての集落構成員

の姿が浮かんでくる。また大人用下駄に残る足形から

分析すれば男女、年齢、身長、体重、身体的特徴など

もおそらく推測可能となるはずで、今後の足形研究の

進展に期待したい。本遺跡例の大人用下駄の足形から

推狽Iすると成年男子という感じがする。下駄の平面形

は地域差をあらわすと思われるので、県内での類例の

増加を待ちたい。櫛は横櫛で、女性所有の可能性が強

い。櫛歯の細かさは現在の木曾小六櫛などと比較して

も遜色はなく、むしろ細かいくらいである。技術的に

高度な専門性と道具が要求されるもので、 3点がイス
ノキ製であることから流通によって搬入された製品で

あろう。櫛が10m四方内の近い位置から4点まとまっ

て出土していることから、単なる廃棄物が流れて溜ま

つた状態とは考えにくい。櫛の廃棄には、民俗的には

様々な伝承や習俗があることから、何らかの祭祀行為

を経たうえでまとめられたように思われる。各地の事

例との比較が必要であるが、今後の課題としたい。

雑具としては火起し具がある。火起しが古代におい

ては日常的であったのか、祭祀行為に伴う日常的な行

為であったのか定かではないが、東区の出土遺物の傾

向としては斎串、刀形などから祭祀的な様相が何え、

火起し具も関連遺物かもしれない。

祭祀具には斎串 。刀形・鋸形がある。斎串には削り

掛けをもつ本格的なものは 1点のみで、ほかは圭頭状

の串である。使用方法を示唆する出土例はないが、櫛

と同様に南壁寄りの旧沼地上層付近に多い傾向がある。

刀形は直刀形で、祭祀具と考えておく。鋸形は確実に

鋸形と断定しがたいが、鋸形であれば珍しいもので、
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木工技術者層による祭祀に伴うものかもしれない。ほ

かに割材、焦げをもつ割材が多量にあり、それらも斎

串状木製品として祭祀遺物と捉える傾向がある。今回

は、あまりにも多量に存在するため、松明やつけ木の

可能性を想定し、「串状木製品」として祭祀遺物から切

り離した。しかし焦げをもつ串状木製品には、焦げた

端部が丸みをもち、単なる燃えさしではないものが多

い。材質はヒノキ属を主とした針葉樹で、大きさには

まとまりはないものの小さいものほど焦げが進行する、

という特徴がある。祭戸E遺物かどうかは直ちに即断で

きないが、焦げを利用する目的で焦がし、焦げ部を筆

記具代わりに用いるなどの使用法が予想される。使用

回数も 1回きりであったのか、複数回であつたのか、

また焦げをもたない串状木製品との関連はどうかなど、

不明な点は多い。

容器には多数の曲物類、挽物皿、今1物鉢、指物箱が

ある。挽物皿は白木作りと考えられるが、飯塚武司氏

によれば皿などの白木作りは「生産遺跡を除き、地方

官衛・寺院や公的機関、有力集団の邸宅、または公的

機関などが主催した祭祀の場での使用に限られ、一般

的な集落での日常的な食器ではない」といわれ、白木

の皿の存在は集落が公的な性格を帯びていることを示

唆している。皿と同材でできた円板があり、大きさ、

厚みが皿を加工する前の荒形に近いことから、一応、

皿荒形と判断したが定かではない。皿の年代は不明で

あるが、形態は土師器皿の器形に近いものがあり、木

皿が土師器皿の祖形となったか、あるいは土師器皿と

併行して木皿の生産が行われていた可能性がある。ま

たロール状樺皮の出土から曲物生産の可能性も考えら

れる。皿や曲物製品も大坪周辺で製作していたとすれ

ば、土器生産以外に木工生産も行われていたこととな

り、各種手工業品の生産地としての性格が浮き上がっ

てくる。こうした集中的、集約的な土地利用のあり方

は、律令的な様相と考えられるが、木製品の生産につ

いては確定的ではなく、保留しておきたい。なお容器

に関連して、食事具類のひとつである箸を確認するこ

とができなかった。ただ串とした分類中に箸の可能性

があるものがわずかに含まれている (1227・ 1228な

ど)。 いずれにしても箸はほとんどない状態といえ、箸

は当時利用度が低かつたか、あるいは東区へは廃棄さ

れなかったといえる。利用度が低かつたとした場合、

箸をほとんど用いない食事方法が考えられ、当時の炊

飯の仕方、 ご飯の硬さを示唆する可能性がある。 10世
紀半ばまでは長胴甕を蒸し器とした調理であり、それ

以降、炊飯、粥へと変化するものと考えられるが、そ

うした主食の歴史的経緯と食器形態や箸、匙などの食

事具のあり方がどのように関連するのか検討する必要

がある。

付札状木製品については、これまでにも大坪遺跡旧

河床地点、柳坪遺跡 (長坂町)、 宮ノ前遺跡で 1点ずつ

出土しているが、今回の資料は切 り欠きをもつ定型的

な札である。郡材と組み合わせた事例があることから

(616)、 札ではない可能性が指摘された。また県内で

初めて確認された木簡 (1219)イ ま廃棄木簡で、残念な

がら文字は判読不可能であつたが、大坪遺跡の性格を

物語る第一級の資料の出現となった。長らく期待され

た遺物であつたが、大坪遺跡では 1点のみの出土にと

どまり、出土量の少なさから国衡・郡衛よりも下位の

役所的なあり方を伺うことができる。周辺地域の調査

に期待したい。

以上のほか、建築材、杭、板材、角材などがあるが、

本文中で説明しているので繰り返さないこととする。

大坪遺跡出土の水車車軸は東区南東隅の旧河道内、

5層から出土した。木製品出土層位としては最上層で

あり、遺物の時期から10世紀前半～中葉以前と推定さ

れる。東区からは10世紀中葉以降の上器は出土してい

ないので、いずれにしても10世紀中葉を下ることはな

いと思われる。このような水車車軸としての出土事例

は、管見では寡聞にして知らない。

水車の歴史的な研究は『日本の水車』 (黒岩ほか編

1980)に詳しいほか、文献面、絵画面では今谷明氏が

まとめられている (今谷 1984。 1985)。 今谷氏によれ

ば、本邦水車の記録上の初見は天長 6年 (829)5月

27日 の大政官符にみえる、大納言良峯安世の「伝聞、

唐国之風、堰梁不便之処多構水車、無水之地、以斯不失其

利、此間之民素無此備、動苦焦損、宜下仰民間作備件器

(下略)Jとの意見とされ、やがて国内に揚水車が登場

したと考えられているという。また鎌倉末の『末木和

歌抄』、『梁塵秘抄』には「をかしく舞ふものは (中略)

平等院なる水車」、『徒然草』の 「亀山殿の御池に、大

井川の水をまかせられんとて、大井の上民に仰せて水

車を造らせられけり」などと記され、そのころ畿内で

は水車が広まっていたことがわかる。また図としては

南北朝期の『石山寺縁起』 (1375年前後か)が古いと

されるほか、室町中期の水車図に『丹波吉富庄絵図』

中があるという。また『伏見天皇痕翰源氏物語抄』料

紙下絵に水車図があるという。伏見天皇は 1265～

1317年在位であり、その間の絵であればアジア最古の

部類といわれる。

甲府盆地低部の中で、大坪遺跡が所在する甲府東部

地域は、古墳時代までは谷部や微凹地、沼地が分布す

る低湿地であった。平安時代までに洪水等の作用や条
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里地割の発達で平坦化、耕地化が計られていったと推

測されるが、そうした中で揚水車は先端農機具として

全場したものと考えられる。本遺跡からは巡方や円面

硯、瓦塔が出土し、役所や仏堂を備えた官衛的様相を

もつこと、土師器生産集落で周辺には瓦窯群も存在す

ることから、この一帯が単なる農村ではなく、おそら

く甲斐国府主導で土器・瓦生産などが操業され、甲斐

国中心と直結したハイテク地帯であることから、甲府

盆地内でもいち早く先端技術を受容する条件を備えた

地域であることが予想されるのである。

このように大坪遺跡の水車草軸は、平安時代での地

方への水車の普及状況を示すとともに、甲府盆地の水

田化に当時の先端技術が導入されたことを物語る貴重

な資料といえる。

今回の大坪遺跡での木製品の出土を全体的にみると、

一般集落的なあり方がある中で農工具類が少なく、祭

祀遺物がやや多いことが注意される。串状木製品とし

た割材の評価について、祭祀遺物と考えるならば、ま

さに祭祀遺物の廃棄場所という性格付けが可能である。

lTh類の完形品が発見されていること、近接する 1・ 2

号土坑のあり方も加味すれば、東区の調査区内は祭祀

性が極めて高い空間と評価することも可能である。た

だし木製品以外に土器類も多量に出土している点、土

器には破損後の廃棄品もかなり含まれる点から生活廃

棄物の捨て場としての様相も当然伺える。また柱穴列

での柱根のあり方も未解明で、どのような構築物が存

在したのか、地盤が悪い場所をわざわざ選んでいるの

はなぜかなど、調査時での疑問点がそのまま先送りさ

れることとなった。水車車軸は最大の発見ではあった

が、同時に最大の謎といえ、本来であれば水流の強い

場所で使用されるはずなので、水流の弱い大坪周辺で

どのような使われ方がされたのか興味深い。可能性と

しては踏み車として人為的に踏む形態でなかったろう

かと推測している。
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第12章 大坪遺跡の調査成果と課題

大坪遺跡の調査では、低湿地に面した微高地が確認

された東区、集落域と考えられる西区の 2地区の調査

で、古墳時代～平安時代の集落域と廃棄域 (祭祀域 )

が検出され、盆地底部での土地利用のあり方の一端を

伺うことができた。また火山灰をはじめとする各種土

壌分析により、土地の形成、自然環境、栽培種などの

様相力ゞ明らかとなった。

火山灰分析では、西区の1,4m下で、2.5万年前の姶

良Tn火山灰の水成堆積が再確認された。第 3次調査
時の分析によれば、姶良Tnテフラ降下以前はヨシ属
やハンノキ属が生育する湿地で、山地、丘陵部は草原

的景観であり、降下後は山地・丘陵部は落葉広葉樹林、

針棄樹林に変わり、その後、湿地帯には湿地林が形成

され、やがて乾陸地化が起こったといわれる。今回の

花粉分析や珪藻分析からは、東区では古墳時代以降、

沼沢地環境から次第に陸地化が進み、一時期陸域とな

るが、10世組になって再び沼沢地環境となったことが

予想された。

調査成果によれば、弥生時代までは遺物がないので

集落域としては不適な地域であったと思われる (註 1)。

古墳時代中期に東区に沼地が出現し、周辺は微高地が

形成されて集落域となり、掘立柱建物跡 1基のほか、

試掘調査で沼地に面した微高地上から堅穴らしき遺構

1基が確認されている。また沼底部からは建築材の梁

が出土した。土壌分析で水田雑草が検出されているた

め、水田稲作が始まっていたとされる。その後、古墳

時代から奈良時代の間に沼地が埋没谷 (微凹地)化し、
盆地低部の平坦化が進行する。

奈良時代では、竪穴等の居住施設は検出されていな

い。これまでの調査でも堅穴の検出はないが、東区の

旧河道内遺物には 7世紀末以降、奈良・平安時代の10

世紀前半まで連綿と存在する。出土遺物には一般集落

から出土する土師器類をはじめ、日常品的な木製品が

存在することから、周辺に通常の集落が存在したこと

は間違いない。平安時代になると、後半段階に竪穴が

顕著になる。ただ掘立柱建物の存在は全体に希薄で、

竪穴中心であり、竪穴どうしの重複もなく、一宮町国

分寺周辺や韮崎市藤井平、敷島町付近の重複の激しい

状況とは大きく異なっている。陸地化の形成期の後、

土壌分析によれば再び沼沢地化したという時期は、具

体的に何世紀にあたるのか定かではないが、 9世紀後
半代以降と思われる。東区の柱根を伴なう柱穴列の時

期は、陸地化した時期のはずなので、おそらく再び沼
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地化する前後、 9世紀前半か、 10世紀前半であろう。

西区では10世紀前半段階に、竪穴が構築されるととも

に溝が発達する。この段階ではプラントオパールが多

出し、水田域がさらに広がつていたと考えられており、

乾陸地化に伴ない、水路の整備が行われたらしい。現

在の表層条里に先行した地割の整備も行われたのであ

ろう。東区出上の水車車軸もそうした水田主体の土地

開発の高まりの中でもたらされたものと考えられる。

ところで大坪周辺で生産されたといわれる甲斐型土

器は、本遺跡分類の 3あるいは 4段階から10段階まで、

8世紀中頃～10世紀中頃に安定して存在する。東区旧

河道では、旧沼地出土遺物を除くと、出現は 7世紀末

とやや古くから存在するが、消減は10世紀中頃と、お

およそ甲斐型土器と同じ消長をたどっていることがわ

かる。つまり甲斐型土器として認識されている斉一性

の高い土器群が東区内で連綿と出土していることから、

大坪集落が土器作りに甲斐型土器出現当初から強く関

わっていたことが予想されるのである。今回の調査で

は直接的な土器作りの資料は見つかつていないものの、

土師器の中に生産地あるいは周辺地域にふさわしい特

徴をもつもの (失敗作、規格外の暗文をもつ土器など)

がいくつか存在した。竪穴の数に比べて土器量が非常

に多いことも遺跡周辺の特徴で、大坪遺跡から東畑遺

跡、川田町方面にかけて細辺化した土師器が非常に多

く分布することにも注意したい。土師器生産と居住痕

跡の動向との関連については周辺遺跡を含めた検討が

必要となるが、前半段階 (6段階まで)では竪穴・柱

穴が少なく、後半段階 (7段階以降)の大量生産段階

に増加する傾向がある。これが何を意味するのか直ち

にわからないが、土師器生産に伴う集住化、あるいは

製作工房の質的変化が考えられる。

今回の調査では土器生産以外に木製品の生産が行わ

れた可能性も認められ、川田町から大坪遺跡にかけた一

帯は土器・瓦をはじめとする手工業品の生産拠点化が

図られた地域であつたと思われる。これらの背景には

もちろん盆地低部の良質な粘土産地であることを最大

の要因とするが、積石塚古墳群、寺本廃寺に象徴され

るように、古くからの渡来系集団を中心とした伝統的

な技術者層の存在が大きい。また甲府盆地の中心にあ

たり、かつ古代甲斐国の中心からは距離をおいた立地

が生産拠点に適していたといえる。

今回の調査では出土した特殊遺物から遺跡の性格に

関する重要な事実が得られた。本文中の平野論考に詳

しいが、奈良時代と考えられる銅製の鈴帯巡方からは

役人や役所等の公的な施設が予想される。また瓦塔、

壺 G、 鉄鉢形土器からは集落内寺院などの宗教施設が

推測され、円面硯は役所あるいは寺院の両者にともな

う文房具からは役人、あるいは僧侶など識字層の存在

が伺われる。従来、大坪遺跡というと土器生産と一般

集落の 2つ の側面で評価されてきたが、今回の様々な

資料の発見により、加えて公的、宗教的な施設の存在

が明確となった。瓦塔に関しては祀られたのではなく、

大坪で製作された失敗作とするうがった見方も可能で

はあるが、それ以外の宗教的な遺物の存在から瓦塔を

挿Eる施設があつたと考えるのが妥当であろう。墨書で

は 3段階にすでに「第」という墨書土器が存在し、県

内でも文字出現段階にあたる事例といえる。そのほか、

祭祀関連と思われる荻1書土器類が多数あるほか、木製

品には明らかな祭祀具である斎串や刀形などがある。

それらは中央的な、いわゆる律令祭祀に関わる遺物と

いえ、中央との結びつきをもった集落が想定される。

最大の発見となった木簡は、単なる土器生産地ではな

いことを物語る資料であり、想像をたくましくするな

らば土器生産を統括するような公的施設が存在したの

ではないかと思われる。

最後になりましたが、大坪遺跡の調査から報告書刊

行までの間、社会福祉法人清翔会をはじめとする多く

の方々、諸機関にお世話になりました。あらためて心

より感謝申し上げます。

註1 大坪遺跡周辺では久保田・道 芽々木遺跡で縄文早期末。前
期・中期の上器や石器がわずかに出土しているほか、弥生後期、

古墳前期初頭～中期までの上器や溝が出土し、周辺地域には居

住痕跡が推定される。
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猟
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デ
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‖
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褐
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‖
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・
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師
甕
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デ
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褐
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土
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デ
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ハ
ケ
・
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テ
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褐
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や
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赤
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36
9・
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束
区
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七
師
甕

(2
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ナ
デ

ハ
ケ
・
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デ
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灰
黄

や
や
粗
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長
・

黒
・
雲
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37
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括
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黒
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東
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(3
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ナ
デ
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縦
ハ
ケ
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良
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黄
褐
～
黒

や
や
粗
,赤
・
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長
・

黒
・
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―
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外
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変

東
区
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師
甕
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デ

ナ
テ
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・

雲
・
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区
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師
甕
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ハ
ケ

ナ
デ
・
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両
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褐
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長
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雲
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区

土
師
甕

黄
ハ
ケ

ナ
デ
・
縦
ハ
ケ

良
黒
褐

粗
,赤
・
白
・
黒
・
雲
・
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礫

一
括
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外
面
黒
変

東
区

土
師
甕
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10
)

ハ
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・
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・
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デ
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・

雲
・
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甕
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縦
ハ
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岡
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甕
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デ
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デ
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縦
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横
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縦
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叱
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蟹
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蜜
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縦
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縦
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変
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甕
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蹟
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― 黒
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褐
や
や
粗
,赤
・
白
・
黒
・

雲
。 長
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内
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横
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ナ
テ
・
縦
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～
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や
粗
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長
・
雲

一
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黒
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東
区

土
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ロ
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ナ
デ

ナ
デ

艮
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東
区

土
師
ロ
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甕
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テ
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赤
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日
縁
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束
区

ロ
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デ

ナ
デ
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東
区

土
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テ
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デ
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縁
部
内
面
コ
ゲ
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東
区

土
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デ
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黒
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東
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土
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ロ
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デ

ナ
デ

や
や
良
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黄
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長
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束
区

土
師
甕
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テ
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良
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土
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良
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頭
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7
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デ
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テ
・
ミ
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3
東
区

土
師
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デ
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葉
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艮
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雲
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長
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師
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・
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褐
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縦
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縦
ハ
ケ

木
葉
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・
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・
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縦
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褐
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縦
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・
雲

hT
o 
43
4・
44
5

3「
東
区

土
師
置
き
籠

(3
60
)

ナ
デ

良
′f
L 
Vゝ
千樹

や
や
粗
,赤
・
白
・
長
・
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・
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デ
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デ
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区
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デ
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褐
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叩
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転
肖
1り

ナ
デ
'付
高
台

良
自

配
19
2

自
然
釉

東
区

須
恵
重

ナ
テ

ナ
デ

ナ
デ

糸
切
・
ナ
デ

良
青
灰

密
,白
・
角

阻
11
6.
6層

3
東
区

須
恵
講

14
1)

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ
・
釉

ナ
デ

良
内
― 灰
,外
― 灰
赤

密
,自

hl
o 
46
5

外
面
自
然
釉

東
区

須
恵
褒

ナ
デ

ナ
デ

夕
タ
キ
・
削
19

ナ
デ

良
灰
～
暗
灰

密
,自

ll
o 
77
・
32
6,
河
,東

垂
崩
土

東
区

土
Bf
ll
郎

ナ
デ
・
放
射
暗
文
放
射
H音
文
・
外
周

ミ
ガ
キ

削
り
・
ミ
ガ
キ

糸
切
後
削
り
・
墨
書
良

鈍
い
種

密
,自
・
赤

一
猶

底
那
墨
書
「
大
」

東
区

土
師
邦

放
射

|
と射
賠
文

糸
切
後
削
り
・
墨
書
や
や
良
吸
黄
褐

府
示
・
自
・
雲

lT
o 
38

底
部
墨
書
|千
J

東
区

土
師
不

ナ
デ

糸
切
径
�
り

良
密
,赤
・
白

一
括

戊
部
暴
書
「
石

東
区

十
師
皿

ナ
デ

ナ
や
や
良
浅
黄
橙

外
面
墨
書
?

東
区

七
師
杯

ナ
デ

ナ
デ

窟
灰
驚

脩
一
括

体
部
外
面
星
書

東
区

十
師
耶

攻
射
暗
文

削
り
・
ミ
ガ
キ
?

艮
¢ 屯
↓
N橙

密
3層

外
面
墨
書

東
区

rT
N?

や
や
良

語
示
・
自

5層
底
部
墨
書

束
区

十
師
豚

削
り
・
ミ
ガ
キ

艮
密
,自

東
区

土
日巾
不

(1
00
)

夜
射
暗
文

ナ
り

割
り
,線
刻

良
爾

底
部
線
亥
1

東
区

土
師
不

(1
14
)

友
射
H音
又

賂
子
H音
文

判
り
・
ミ
ガ
キ

削
り
・
ミ
ガ
キ
・
線
刻
良

肉
― 鈍
い
黄
橙
,外
― 鈍

い
橙

密
,赤
・
白

一
括

底
部
線
亥
1,
内
血
薄
く
黒

変

東
区

43
(
十
ER
l
然

(1
11

ナ
デ

ナ
デ

判
り
・
ナ
テ

良
沌
い
黄
橙

密
,白

外
面
一
部
黒
斑
,線
刻

東
区

上
日市
不

吹
射
暗
文

次
射
暗
文
・
外
周

ナ
デ

与
1り
・
線
刻

良
黄
褐

密
,赤
。
日

oヽ4
20

底
部
線
亥
1
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図
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障
昇
H
器
種

日
径

底
径

搭
高

内
向

iへ
きヽ

外
面

底
部

焼
成

色
調

胎
土

注
記

残
%
購
考

4
束
区

土
目市
不

放
射
暗
文

放
射
暗
文
・
外
周

ミ
ガ
キ

判
り
・
ミ
ガ
キ

静
止
糸
切
後
削
り
。

ガ
キ

良
瞳
～
黒

密
,赤
・
黒
・
白

一
括

底
部
線
刻
,黒
斑

4
東
EX
l

土
師
郭

ナ
デ
・
放
射
贈
支
骰
射
陪
す

ナ
デ
・
削
り

艮
黄
褐

庚
部
線
刻

東
区

土
師
邦

放
射
H音
文

狭
川
H首
又
・
グ
ト

'司
ミ
ガ
キ

肖
」
り
,線
亥
!

や
や
良
浅
黄

密
,白

一
括

底
部
線
刻

東
区

J二
日1
,
イ

放
射
暗
文

線
刻
・
放
射
暗
文
・

外
周
ミ
ガ
キ

ヨ
Vり
°
ミ
刀
十

判
り
・
ミ
ガ
キ

艮
灰
黄

密
,自
・
赤

一
括

見
込
み
部
線
刻

東
区

44
ち
土
師
不

放
射
暗
文

削
り
・
ミ
ガ
キ

良
飾
い
楕
～
飾
い
褐
密

6層
底
部
線
刻

東
区

土
師
lT
N

吹
射
R音
文

ナ
デ
・
外
周
ミ
ガ

キ
・
線
刻

削
り・
ミ
ガ
キ

艮
灰
自

径
,赤

AT
o 
36

見
込
み
部
線
刻

票
区

土
師
杯

放
射
H音
文

放
射
暗
文
・
外
周

ミ
ガ
キ

削
り
。 線
刻

艮
距
い
性
～
鈍
い
橙
語
,赤
・
自

一
猶

底
部
線
刻

:区
土
師
不

l■
8)

射
階
文

ナ
デ

良
麻
自

4面
一
部
黒
斑
,線
亥
1

4涯
東
区

44
(

rT
N

(1
15
)

放
射
暗
文

良
鈍
い
黄
橙

保
刻

東
区

土
帥
邸

放
射
暗
文

ナ
デ

添
切
後
削
り

良
et
い
黄
橙
～
鈍
い

胎
密
,白
・
雲

6層
見
込
み
部
線
刻

4
束
区

土
師
郭

放
射
暗
文

ナ
デ
線
亥
J

飾
い
苦
精

密
,白
・
黒

一
括

外
面
薄
く
黒
変
線
刻

4
東
区

土
師
辱

吹
射
悟
文

肖
け
り
・
ミ
ガ
キ
?

判
り
・
ミ
ガ
キ
?

艮
対
― 灰
責
褐
,外
― 鈍
し

黄
栓

密
,自

一
括

外
面
線
刻
,内
面
薄
く
黒

変
4
粟
区

土
師
ネ

抜
射
暗
文

ナ
デ

判
り
・
線
亥
1

糸
切
後
削
り

や
や
良
肉
― 灰
貢
衡
,外
― 鈍
�

黄
橙

密
,赤
・
自

一
括

外
面
線
刻

束
区

■
師

tF
h

吹
射
悟
文

ナ
テ

り
削
り
・
線
亥
1

や
や
艮
ε 嘔
い
黄

符
 
示

は
部
線
亥
1

4
東
広

土
師
イ

サ
ナ
デ
・
線
刻

お
や
農
随
い
黄
橙

密
,赤
・
白

一
括

界
曲
線
刻

4
煮
区

上
師
邦

(1
26
)

ナ
デ

肖
Jり
。 線
亥
1

や
や
艮
勺
― 鈍
い
貢
橙
,外
― 灰

筆
密
,赤
'自
・
黒

6層
外
面
線
刻

東
区

土
師
杯

12
8)

ナ
デ

寺 J
り
・
線
亥
J

や
や
良
内
鈍
い
黄
橙
,外
― 浅

黄
密
.赤

3層
/1
・
面
線
刻

東
区

十
師
IT
N

70
)

抜
射
暗
文

糸
切
後
削
り
,繰
刻
良

灰
黄

密
,赤

う
月雪

氏
ヨ
∫外
面
繰
刻

東
区

坪
70
)

剥
離
)

り
削
り
・
ミ
ガ
キ
線
刻
良

飩
い
責
楕

踏
,自

7層
底
部
線
刻

東
区

土
師
卒

ナ
デ

り
削
り
,ヘ
ラ
書

や
や
良
灰
褐

示
・
自

一
括

底
部
ヘ
ラ
書

東
区

十
師
rT
h

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ
,削
り

切
良

飾
い
苦
胎

密
,雲
・
赤
・
黒
・
白

外
面
黒
Jt
f底
部
線
刻

東
区

土
帥
邸

ナ
デ

糸
切
後
削
り
。
ヘ
ラ
ミ
や
や
艮

令
と
し
、
府
合

一
括

底
部
ヘ
ラ
書

4
東
区

土
師
杯

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ
ラ
書

ナ
テ

糸
切

良
鈍
い
黄
橙
～
鈍
い
橙
啓
赤
・
白

見
込
み
部
ヘ
ラ
書

4
東
区

■
師
黒
色
坪

ナ
テ

良
内
― 黒
,外
― 灰
黄

密
,赤
・
白

黒
色
土
器
,外
面
線
刻

4
束
区

46
を
土
師
邸

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

糸
切
・
ヘ
ラ
書

や
や
艮
内
― 灰
褐
,外
― 黒
～
灰

楊
や
や
密
,白
・
赤

hl
o 
l

内
外
国
~剖
'黒
変
,l
F。
』
`

ヘ
ラ
書
,粘
土
粒

4
東
区

十
師
不
?

抜
射
暗
文

良
it
い
橙

密
医
部
線
刻

4
東
区

土
師
ラ ト
?

吹
射
暗
文

削
り
,ミ
ガ
キ
・
線
刻
や
や
艮
丙
― 褐
灰
,外
― 鈍
い
黄

瞳
や
や
密
,白

6層
畷
剖
∫ 線
刻

4
東
区

土
師
lT
N?

ナ
テ

肖
uり
。 線
亥
J

良
"叱

▼
さ
手ミ
IE
l

密
,自
・
黒

6層
見
込
み
部
黒
変
,底
部
線

亥
!

4
東
区

土
師
杯

ナ
デ

良
一
括

外
面
線
刻

東
区

十
師
黒
色
郷

ナ
ナ
デ
・
線

―

や
や
良
内
― 黒
灰
,外
― 橙

6層
卜
面
線
刻

東
区

土
師

ナ
テ
・
線
刻

良
密
,赤
・
黒

一
括

ム
み
部
線
刻

4
東
区

土
師
皿

ナ
デ

判
り
・
ミ
ガ
キ

良
Nα
48
8

式
部
線
亥
」

東
区

土
師
皿

10
0)

ナ
デ

ナ
デ

回
転
削
り

回
転
肖
Jり

や
や
良
鈍
い
黄
橙

密
,赤
・
白

氏
部
線
刻
,内
面
黒
変

4
東
区

土
師
皿

(1
00
)

ナ
デ

ナ
テ

回
転
削
り

糸
切
後
回
転
削
り
,橋

亥
J

艮
明
責
褐

躊
,赤
・
白

N)
10

氏
音
卜
緑
亥
」

東
区

47
ち
土
師
皿

ナ
デ
・
線
亥
」

]転
削
り
・
線
刻

良
内
― 鈍
い
黄
橙
,外
― 鈍

い
褐

踏
,赤
。
自

一
括

見
込
み
部
,底
部
線
刻

東
区

皿
(1
00
)

ナ
デ

ナ
テ

回
転
削
り

回
転
削
り
・
線
刻

箆
灰
黄

密
,赤

氏
音
Б線
刻

東
区

7
土
師
皿

ナ
デ
・
線
刻

ナ
デ

削
り

や
や
艮
哄
黄
褐

や
や
密
,赤
・
白
・
角
一
掻

画
線
刻
外
面
黒
引

4
束
区

土
師
皿

ナ
デ

糸
切
後
削
り

良
鈍
い
黄
橙

乙
,赤

配
40

底
部
線
刻
,内
面
ス
ス
付

着
4
束
区

4
ナ
デ

良
黄
灰
～
黒

密
.白

黒
色
土
器
?

4
束
区

土
師
角
l1
7N

艮
飾
い
苦
脩

密
,赤

一
括

4
束
区

土
師
郭

12
0

ナ
デ

ナ
テ

良
咲
褐
～
黄
橙

密
,赤
・
白
・
石
カ
ワ
セ
ミ
・
S 
Bl

上
外
面
黒
,斑

4
東
区

土
師
坪

(1
12
)

ナ
テ

や
や
不
良
橙
～
鈍
い
精

杯
ホ
・
黒
・
白
カ
ワ
セ
ミ
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図
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番
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種
R
器
経

日
径

蚕
径

器
高

内
面

外
面

底
部

辞
成

邑
調

胎
士

lT
記

茂
%
隋
考

4
東
区

土
日市
吋

ア
・
黒
包

ナ
デ
・
黒
色

ナ
デ

や
や
良
内
‐ 黒
,外
― 橙

密
,自
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
S 
Bl

高
杯
集
中

5
内
面
黒
色

4
粟
区

土
師
増

(1
06
)

ナ
テ
・
ミ
ガ
千

ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

や
や
良
鈍
い
橙

密
,白
・
赤
・
黒

ッヽ
レ

卦 止
セ Ｂ
ワ Ｓ

カ チ

4
東
区

土
師
増

(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
艮
曳
黄
橙

密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
百
ト
レ

ン
チ

内
外
面
摩
耗

東
区

上
師
高
野

12
0
と
14

ナ
デ

ナ
テ

や
や
艮
並
い
栓

密
,自
・
赤
・
黒

レ
卜 上
『 ・Ｓ
Ｂ‐
ワ チ

カ ン
内
外
面
サ
ビ

4
東
区

土
帥
葛
rT
N

(1
83
)

11
1

ナ
デ

挙 ア
ナ
デ

や
や
良
浅
費
橙

密
,自
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
S 
Bl

2

4
東
区

土
師
高
年

13
4)

ナ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
ヂ

や
や
良
内
‐ 鈍
い
種
,外
― 橙

カ
ワ
セ
ミ

4
束
区

土
師
高
杯

(1
98
)

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

や
や
良
炭
黄
橙

密
,自
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

ン
チ

均
外
面
摩
耗

4
東
区

土
師
高
年

(1
90
,

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

や
や
良

内
― 灰
自
,外
釜
屯
い
種

～
里

密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

ン
チ

内
外
面
黒
斑

4
東
区

土
師
高
年
脚
部

ナ
デ

ナ
デ

ナ
テ

や
や
良

9屯
い
橙

笞
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

ン
チ

内
外
面
摩
耗

東
区

土
師
高
rT
N脚
部

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

や
や
良
ε 屯
い
橙

語
,赤
・
日

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

ン
チ

内
外
面
摩
耗

4
束
区

土
師
高
不
脚
部

11
0

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

や
や
良
茂
責
橙
～
橙

孟
赤
・
黒
・
白
カ
ワ
セ
ミ
SB
ユ

1

4
東
区

土
師
高
不
脚
部

12
4)

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

良
内
― 鈍
い
橙
,外
― 灰
自
密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

ン
チ

外
面
薄
く
黒
変

4
束
区

土
帥
高
杯
脚
部

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

艮
燈

密
,赤
・
黒
・
白

カ
ワ
セ
ミ
高
不
紫

中
サ
ビ
付
着

東
区

土
師
高
不
脚
部

12
2

ナ
デ

ナ
デ

ナ
や
や
艮
燈

カ
ワ
セ
ミ

4ィ
東
区

土
師
一 霊

黄
ハ
ケ
・
ナ
デ

蹟
ハ
ケ

ハ
ケ
・
ナ
テ

木
葉
痕

や
や
良
円
― 険
東
～
伺
灰
,外
―

浅
黄
橙
～
黒

や
や
粗
,赤
・
長
・
石
・

黒
・
礫
・
雲

Ｂ チ
Ｓ ン

ワ
セ
ミ
．

・
西
ト
レ

カ 上
外
面
黒
斑

東
区

土
HE
l
rT
N

片
デ
・
放
射
H音
文

双
身
丁
J首
)t
・
ク
ト
'コ

ミ
ガ
キ

肖
」
り
・
ミ
ガ
キ

削
り
・
ミ
ガ
キ

良
灰
黄

密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
Gl
南

4イ
東
区

土
師
lT
N

ア
・
灰
射
晴
メ
吹
射
暗
文
・
外
周

ミ
ガ
キ

ガ
キ

艮
灰
～
灰
買

密
,白
・
赤
・
黒

カ
ワ
セ
ミ
Gl
南

東
区

土
師
黒
色
杯
?

ナ
テ
・
放
射
‖ 音
)
ナ
デ

ナ
デ
・
削
り

糸
切
後
削
り

や
や
不
艮
内
― 灰
白
～
黒
,外
― 灰

褐
や
や
密
,自
・
赤
カ
ワ
セ
ミ
SD
l

黒
色
土
器
?,
内
外
面
摩
耗

東
区

土
師
IT
h

11
0

ナ
デ

ナ
デ
・
削
り

糸
切

や
や
艮
灰
白

笞
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
SD
l

東
区

邪
11
0)

2
デ
・
放
射
暗
文
ナ
デ

ナ
テ
・
肖
‖
り

り
良

浅
黄
種

カ
ワ
セ
ミ
SD
l

東
区

不
10
4)

ナ
デ

未
調
整

ナ
デ
・
削
り

良
灰
白
～
灰
褐

カ
ワ
セ
ミ
G3

東
区

土
師

ll
ll

ナ
テ

ナ
テ

ナ
デ
・
削
り

糸
切
後
肖
Jり

や
や
艮
斑
い
種

密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ

玉
縁

東
区

土
師
不

16
0)

l
ナ
デ

末
調
整

ナ
デ
・
削
り

糸
切
後
削
り

や
や
不
良
鈍
い
黄
橙

や
や
密
,自
・
赤
(多
)

雲

カ
ワ
セ
ミ
Cl

勺
外
面
摩
滅
,外
面
黒
変

東
区

十
日而
里
角
皿

15
0)

い ア
片
デ
・
渦
巻
1音
靱

コ
転
削
り

艮
勺
― 黒
,外
― 灰
白

密
,白
・
赤

カ
ワ
セ
ミ
G3
15
黒
色
土
器

栗
区

上
日市
黒
色
イ
と
52

ナ
デ

ト
ラ・
・
肖
」
り

や
や
良
為
― 黒
,外
― 浅
黄
橙
～
俗
,亦
°
日
・
長
・
黒
工
事
中

外
面
黒
Hl
,黒
色
土
器

東
区

土
師
皿

ナ
テ

ナ
デ

ナ
デ
・
削
り

景
‖離
)

良
い
橙

や
や
密
,白
・
赤

下
事
中

外
面
黒
斑



表
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土
製
品
・
瓦
観
察
表

酸
―
酸
化
公
焼
成

環
―
還
元
炎
焼
成

ｌ ｏ ω ｌ

図
版
出
土
地
点

番
号
分
類

長
さ
(日
径
)・
幅
(底
径
)・
厚

さ
(器
高
)c
m

重
量
(g
)

整
形
技
法
・
更
標

色
調

治
土

焼
成

残
存
状
況
注
記
内
容

隋
考

1
10
土
坑

半
占

11
3/
/1
38
ノ
/2
0

10
土

踊
巻
き
造
り

1
14
+坑

苛
π

14
/7
0/
兄
0

疋
褐

粗
白
・
ホ
・
黒
・
小
礫

や
や
不
良
(酸
)

14
+

(綴
部

2祐
筆

0
瓦

苺
(酵
】

1
軒
¬
τ

密
.白
。
赤
― や
や
多
・
小
礫
。 雲

良
(酸
)

2濤
・
T4

土
錘

51
/2
3/
―

l
臣

15
手
揮
ね
十
器

(4
0)
/―
/―

ナ
デ

湾
苦

や
や
密
赤

良
T4

7
丙
FX
潰
種
外

平
下

市
目
・
綿
叩
き
狽
J縁
削
り

構
や
や
絹
示
(多
)。
白
・
角
・
暑
・
石

巨
(酵
)

小6
87

苅
屎
指
繕
猟
A
土
錘

Z3
苦
楊

向
ミ
馬

壬
3m
mの
了
L

ユ
獅
区

外
十
餌

47
/2
2/
―

褐
密
赤
・
白

良
T6

4-
5m
nl
の
71

7
石
灰
潰
繕
外

十
係

侶
自

7
7
/t
l灰
活
膳
猟

土
鈴

35
/2
9/
―

11
悟

良
No
 3
94

罪
存
鳴
子
は
十
Tl

西
区
潰
橋
外

:R
手

35
/3
1/
6

ナ
デ

橙
長

T6
器
雇
不
明

7
所
に
清
繕
休

舒
体

44
ノ
/4
8/

lT
管
支
・
ナ

向
T8

西
区
遺
構
外

し
塔

37
ノ
/5
1/

握
良

1
西
医

外

『

秀
26
//
30
ッ
/

明
赤
褐

良
T8

部
午
剤

西
医
潰
構
外
16
C
S搭

29
/1
 9
/

止
管
文
・
ナ
デ

憎
窟

VA
I「
l

万
区
清
櫨
外

席
搭
?

34
ノ
/5
8ノ
/2
0

蕩
着

良
T6

西
区
遺
構
外

1,
軒
?

29
ノ
/1
9ツ
/1

潜
や

白
や
や
不
良

R4
更
区

千
揮
ね
十
架

2う
//
2f
1/
33

ナ
デ

灰
褐

礎
h`5
19

更
灰

R夕

`

子
捏
ね
土
器

(4
,0
)ッ
/2
0/
27

ナ
テ

傷
灰

麻
ホ

良
7(

医
訂

`外

FT
濃
研

東
区

禅
ね
十
器
65
/4
8/
∩
`)

72
ナ
デ

勺
― 灰
褐
外
― 黒
褐

巨
10
1
XI
f 
52
`

口
綴
滞
】t
/7
t而
里
群

東
灰

千
キ軍
ね
十
架
(6
4)
//
(5
3)
/3
5

武
― 木
葉
TR
‐
ナ
デ

景
楊

良
阻
52
2

東
区

子
捏
ね
十
器
57
/4
5/
88

ナ
手

弼
白

常
ホ
・
白

罠
ヤ洸
52
1

東
仄

Rf
手
輝
ね
十
熙
(7
4)
//
(4
4)
//
35

ナ
デ

良
l号
不
=雇
内

内
外
讀
牒
評

束
区

手
担
ね
十
器

88
ノ
/6
5/
58

ナ
手

内
― 黒
、外
― 責
褐

第
赤
・
白

長
Wo
 4
7息
,7
∫
目

黒
色
土
器

東
仄

千
揮
ね
十
果

天
良

東
区

苅
五

一火
罠
(靖
)

7(
内
面
黒
変
,ス
ス
付
着

東
区

41
苛
T

i目
・
ナ
デ
・
削
り

雰
白

専

`靖
`ヽ

イ
K8

内
外
面
黒
な
ス
ス
付
看

薫
FX

41
81
丸
瓦

豆
白

里
 (
境
)

K2
2

東
区

41
9
菊
π

青
灰

纂
白
・
黒

臣
(靖
)

K8
玉
縁
部

東
灰

42
(
軍
石

隠
叩
き
。 布
目
・
削
り

雪
里

や
や
良
(環
)

K3
令
体
に
里
徹

菊
灰

平
瓦

更
白

密
.白
・
赤

良
(廃
)

K7
凸
面
離
れ
砂

東
区

平
丁

健
叩
き
。
ナ
デ
・
削
り

舌
灰

磨
白

鳥
(嬬
Ⅲ

K3
5

山
商
離
れ
砂

束
FX

42
f
藤

ナ
テ

楊
灰

艮
 (
集
)

K1
5

薫
仄

手
樫
ね
土
B

65
ノ
/5
9ッ
/3
2

ナ
鮪
い
き
楷

や
や
粗
自
・
黒

や
や
礎

fD
(

粟
区

子
揮
ね
十

78
う
ノ/
50
//
35

ナ
デ

蔦
4
カ
ワ
セ
ミ
SB
l上

民
訂

`梨

研
東
灰

50
そ
千
キ軍
ね
十
果

(6
4)
ノ
/(
50
)ノ
/4
3

ナ
テ

や
や
艮

4
カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ
ン
チ

4f
莞
屎

手
担
ね
土

(7
0)
/(
56
)ッ
/4
8

隆
や
や
農

カ
ワ
ヤ
さ
S 
T1
1ト

東
区

子
揮
ね
十

(9
4)
/(
80
)ッ
/2
7

電
自

や
や
不
薄

1
カ
ワ
セ
ミ

東
区

千
揮
ね
十
果

`9
0)
/(
R 
Fl
)/
40

討
″罵

カ
ワ
セ
ミ
西
ト
レ
ン
チ

莞
灰

上
錘

40
/■
5/
―

10
(
カ
ワ
ヤ
さ

35
叫
mの
孔
.摩
耗



表20 木製品観察表

図版 番 号 地点 大 別 種 別 部位・形態 長 Cm ,畠cm 厚cm 径cm 樹種 木取 り 注 記

I 号土坑 祭 TE? 串状 卜状 ,端郡 コゲ 113 とユ 帥一
転「515

号 十坊 明 加 工材 溝付 き 140 Ⅳ507
74 F日 Llr49

1 ユ 号土坑 祭祀? 串状 俸状 ,端部 コゲ 252 11 割 材 Vヽ496
1 ユ 号土坑 不 明 加工材 角材 割材 覇「501

1 土坑状 不 明 加工材 板材 柾 目 Ⅵ/801

2 土坑状 不 明 加工材 板材 189 117 lT日 W7807

トケ芹】犬 祭〒R? 畠状 角材 端部 コゲ 178 15 M/872

1 坑】犬 不 昨 加工 材 角 材

1 14~耳犬 祭昴R? 串状 全体 コゲ 11 写J材 一 括

1 土j4~状 祭祀 ? 串状 端部 コゲ 筆∬材 一 括

ユ 土坑状 祭祀? 串状 端部 コケ 劃材 一 括

ユ 2土坑状 祭祀? 串状 端部 コゲ 割 材 一 括

1 2土坑状 祭祀? 串状 端部 コゲ 70 10 争」材 一有

1 土坑 状 祭祀? 串 状 端部 コグ 割材

l 土坑 状 祭烹E? EH】犬 端
=`コ
ゲ う7 割材

1 土坑状 祭 串 状 両 端 ∃

`コ

ゲ

2+玩 串状 瑞部 コゲ

1 2+ 串状 瑞部 コゲ 1材

l 祭帰E? 串状 両端部 コゲ 57 ξJホオ

1 2+坑状 努当正巳? 串状 端部 コゲ きJホオ 一括

1 〕土坑状 祭祀? 串状 瑞部 コゲ ,割 り きJ材

1 〕土坑状 祭祀? 串状 瑞糀 コ ち 115 き」材 ―す

Z土坑状 祭祀 ? 串状 コ 154 旨14オ 一ヤ

2土坑状 祭戸E? 語 状 面端 部 コ ゲ 138 11 害‖おオ

5〔 2土坑状 不明 加 工材 苛棒 す語訊

`濤

木 日訓 零 157 丸 末

号柱根 建 雰 八角 面取 り 2面に溝 .木 口面削 り 538 177 168 ヒノキ 御1材 Vヽ589
2手子ホキホE 律 箋 卜主 角.1面 に溝、薄 くコゲ 587 163 ヒノキ 材 WV588

6イ 3号柱根 建 材 柱 角、木 口面削 り 533 222 195 ノキ属 冬J材 W584
6〔 3号柱根 建築材 柱 ? 角 465 115 到ルオ iV592

3号柱根 建築材 佳 ? 角 164 サワラ 筆」材 Vヽ585
6' 3号柱根 建築材 柱 角 ,本 国面削 り 428 213 170 ヒノキ 争」材 覇/583

東 区 食器 挽 物 冊秦而綻築痛 差車 同ギ、円 Ffo~高 さ 1 5cm 211 115 230 ヤキ 1横板 目 WV258

東 区 糠 物 n冨さ2 5cm ■0 310) ヤ キ 1横柾 W1038
菊 灰

IMI物
皿表墓面線条痕 高 さ 1 9cm 10 196 ヤ キ 1構板 目 ll1232

1 東 区 Q れ物 Il墓面線条痕
~ヤ
キ 陵柾 目 Vヽ229

東区 食 免物 皿、高 さ 1 6cm 118011 トリネコ属 陵柾 目 Ⅵ「630・ 61
東 区 食 免物 皿 ,高 さ2 1cm ケヤキ 陵 Aヽ/319

東 区 食器 毛物 皿 ,高 さ2 0cm 覇「164

東 区 食 挽物 IR 輯締 日

更 灰 e 糠 物 Ill 耶「302

522 更 区 禽 覧物 皿 2 こ紅目

東 区 合 第物 皿 11 渡柾 目 M「 191

東 区 容 争J物 木鉢 ,椀状 14 柾 目 Ⅵ「517

52〔 東 区 容 器 蜘物 卿板 ど55 4 ノキ属 VV46 7

52( 東 区 容 拘物 H続 種彦2 ノキ属 箪「467

東 区 容 器 れ物 侶‖板 種 彦 1 100 耶「805

東 区 容 巾 Ipl 側 板 経 度 1 186 4 AT日

燕区 ら 巾 物 側 枚 種 度 1衝跡 114 )4 Vヽ687

東 区 曲 物 薩板 木釘 1箇所 178 ノキ属 板 目 Aヽ「887

東 区 釣物 底板 .木釘 2箇所 ,裏面線条痕 ,コ ゲ 174 74 lI目 Ⅵ/636

53乏 東区 容 科 蜘物 底板 ,木釘 2箇所 ,線条痕 ,漆?塗布 230 阪 目 W616
4 東区 容 3 麹物 底板 115 ■0 310) 板 目 WV127

東 区 容 B 山物 嘆板 ,木釘 1 187 57 148) 柾 目 Vヽ62

4 東 区 容 器 釣物 廣板 末 餌 150 板 目 W7674

東区 容 器 曲物 廣 板 126 148) 板 日 一括

537 東区 容
=

曲物 1底板 7 M110

53〔 東 区 1由物 1底板 木釘 2簡所 130 57 140) 板 目 Ⅵ/374

53f 東 灰 |夕容 1曲物 ミ板 126
東 区 容 勘44/1 良板 182) 柾 目

更 区 容 艶物 氏板 Bl 110) 板 目 Vヽ24

54涯 棄区 容 色物 氏板 188) 柾 目 一括

54〔 東区 容 約物 氏板 172 9 )7 284) 板 目 一括

4t 54イ 東 区 容 蜘物 氏板 ,線条痕 153 172) 板 目 覇rl 191

54〔 東 区 容 器 蜘修 氏板 152 480) 旺 目 覇「531

東 区 容 器 拘物 貢板 太 釘 5 所 中央 に 16× 1 lcmの イ| 157 100 ヒノキ属 ギ 日 Ⅵ「1807

541 東 区 容 器 れ筋 廣板 末 frT 所 得 0 9cmの コ 線条痕 163 196) T日 WV58

54〔 東 区 容 榊 l pl 氏板 段縁 桂 皮 1簡所 140 針粟樹 柾 目 W71032

41 束区 る 巾 賜 礎板 段縁 桂 皮 2筒所 4■8 140 450) サワラ 14T日 Vヽl14
仄 容 曲 物 ∝破段縁,種反Ztt FI,子 Lも撞肋 326 168 ノキ属 板目 覇「657

釣物 底板、段縁 光80 184) lI目 Ⅵ「94

4 容 器 益物 医板 ,段縁 7 200) 柾 目

553 東区 1容器 釣物 1底板 ,段縁 180) 柾 目

554 東 区 1容器 働物 1底板 ,段縁 182 I 柾 目 W 08・ 109

555 東区 1容器 色物 1底板,段縁 109 46.4) lI目 W71083

556 東 区 1容器 物 1底板砕綴桂産2簡所 ほぽ字存 158 148 ヒノキ属 lT日 ∇V13・ 45

557 東 区 1容 物 1虞板 段緑 桂 度 2衛所 160 34 168) ヒノキ属 い「57

55〔 灰 |夕へ 1曲 1//4 1底板 段縁 樺 皮 2筒所 170 172) ヒノキ 締 ,V56

:[疋 蓉 1曲物 式板 `段縁 .樺皮 1箇所 ,線条痕 178 182) ノ キ 阪 目 汀943

:[至 容 1曲物 氏板 ,段縁 ,樺皮 2箇所 172 10 172 サワラ 柾 目 Aヽr36

-97-



樺皮 1箇所 ,狼条

Vヽl157

Wll12

M「 1021
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園 版 地 点 大 昇 石ヨRH 厚 cm 木取 り 岸記

東 区 容 淋 柚 杓 柄 引 棒 割 材 Vヽ395
区 容器 柄 杓 柄 丸棒 割 材 Vヽ828

6421 東 区 容器 柄 杓 両,丸棒 旨J材 M/R26

東区 容 器 柄 杓 両,丸棒 雷」材

束区 容 器 柄 杓 柄 ,丸棒 12 スギ? WV15 9

5F 東区 容 番 柄 F 盲 剛 1箇所 WV23文

仄 容 輛右旬 279 割 材 耶「379
6471 灰 柄 杓 写J材 Vヽ160・ 18(

6481 :[至 願杓 瞬 詢1棒 2■2 雪」ルオ 一 括

東 区 容 基 蘭杓 蘭 丸棒 242 争」材

6501 束 区 容器? 面杓 ? 函,角棒 .端部 コゲ 割材

束 区 容 器 柄 杓 蘭,丸棒 割不 Vヽ871
束 区 容 器 面杓 柄 ,丸棒

束 区 容器 ? 面杓 ? 肌 角棒 ,端部 ヨゲ 225 Aヽ/5672

束 区 容 番 柄 m¬ 櫨 /1

A氏 氏| 凍 灰 一斜 一欄 写Jホオ 一 括

凍 灰 容 界 一柵 14 筆Jホオ 一 括

区 へ界 柄杓 雨 労,棒 13 割材 一 括

区 杏弊 価杓 価 丸棒 17 き」本オ

6591 凍 区 容罫 柄 杓 柄、丸棒 12 11 ぎ1本オ

凍 区 容 器 柄 杓 柄 ,丸棒 13 割本 ∇V695
区 容器 柄 杓 柄,丸棒 112 ■2

区 容器 柄 杓 柄,丸棒 ■8

区 容器 権

仄 棒 19 きJ本オ

棒 ■0 きJ本オ 一 括

5 価杓 柄 角棒 207 19 き」本オ

区 容 η 蘭杓 ? 柄 丸棒 割材 耶「559
区 容器? 蘭杓 ? 柄,丸棒 き」布オ 覇/1073

1区 建築材 ? 加工材 ほぞ付き,角材 サワラ 覇「 1

670 :区 不 明 加工材 ほぞ付 き ,角材 302 47 40 W746
:区 不 明 加 工 板 了11 171 11 躙「691

67 Ⅸ 不 舶 T lT目

1  673 1灰 不 加 T 皿 の ケヤキ II目 M「737
:[【 小 珂 日三[ 円本主耳夫 ■2 ll き1本オ W765

675 東 区 不 を日I 蘭?令休 コゲ 268 42 害」材 Vヽ649
676 東 区 不 加工材 板 ,孔 1箇所 ,組合せ部材 11 ヒノキ属 本反目 VV845

東 区 不 加工材 函?,丸棒 445 34 ≡‖木オ Ⅵ「73

東 区 不 明 加工材 蘭?,全体 コゲ W1005
5 東 区 建築 材? 加工材 末 状 ξJ材 И「13X6

東 灰 解 拘口下 ほぞ穴2衛所 52 ;J本オ Vヽ298
5 カロI ほそ状活 1衝所 57を きJ本オ M「 58孔

十木 材 ? ]工 先端 山形 775 割材 W55
5 区 不硼 加工材 瑞部楔状 258 127 割 材 Vヽ411
5 区 不 明 加工材 端部 ほぞ状 ,ほぞ穴 2箇所 1875 サワラ 柾 目 W163
5 区 不 明 加工材 ほぞ穴2箇所 サワラ 梗 日 W7162
5 区 建築材? 加工材 ほぞ穴 1箇所 ,端部 ほぞ状 ,コ ゲ 1361 締 日 M「 1813
687 区 不 明 加工材 板 1710 125 ノ キ 締 目 Aヽ125

688 仄 材 塑 面端 剖

`糸

R手加 工 蒸 窟 な し 2760 コナラf 丸木 W1314
仄 日T 板 13 l■ 目 覇「961
区 カロ三[】 角 238 17 14 割材

5 区 不明 加工材 板 260 10 柾 目 覇「730
692 区 不 明 加工材 板 ,コ ゲ ■2 柾 目 VV234
693 区 不 明 加工材 板 lI目 覇「 104

:区 不 明 カロエ布 板 群 日 W7685

区 不 明 bl工材 板 IT日 Vヽ684
〔区 不 明 D~「 辰 端 言Кコゲ Vヽ422
Ⅸ 不 R 日T |,端濁釘契】犬 142 屁目 覇/458
1灰 拘□T II目 Mr1059
:[【 日三[ 阪 141 II目 Ⅵ/154

加工お 板 端部 コゲ 117 柾 目 耶「723
こ区 不 加工本 板 150 12 柾 目 覇「958

702 こ区 不 加工本 板 柾 目 Ⅵ「416
区 不 カロ三[本 板 圧目 耶rl o3

区 不 明 加工材 角 ⊃7 lI目 WV758

区 不 明 加工材 角 123 lT日 Vヽ755
区 不 明 加 工 板 Vヽ1080
区 不 カロ

~「
板 Ⅵ「478

灰 不 F カロ
~に

板 5 lT目 Ⅵ「1255
不 F ]工 板 lI目 M「780

]工勇 板 183 柾 目 W536
区 不明 加工 板 端部 コゲ 割材 部r945ユ

区 不明 加工材 板 ,端部 コゲ 07 害」んな Vヽl 146
区 不明 加工材 板 151 13 写」材 Wl182
区 不 明 加工材 板 11 lI目 邸ア976

区 不 明 加工材 板 う7 肝 F W293
区 不 明 加工布 角 17 鴇「782

7 仄 不 町 日下 亦 板 07 目 W555
71 仄 日EE 角 室Jホオ Aヽ「 1272
71 区 加工材 角 斜め W797

区 不明 加工材 角 04 害」材 一括

721 東 区 不 明 加工 材 板 lI目 転/560
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番号 地 点 大 別 瞳別 部イ立・ 形 熊 長cm Ittclan 1早Cm 径cm 樹 種 木勲 り ,「耳l
72ウ 束区 不 明 加工材 板 13 阪目

6( 72` 区 不 明 加工初 板 板 目 M/1104
6( 724 医 刀てR DE I材 lFk 114 14 )5 llL目 覇「1115

区 句□下 角 127 14 割材 覇「1083
6( 区 明 b日工本 )5 阪 日 hr800
727 霊区 明 加工材 角 12 M1739
霊優こ 明 加工材 角 127 12 Ⅵ「223
霊区 明 加工材 角 107 07 )4 割材 lA11 169

6( 霊区 明 加 工材 角 〕7 割 材 Ⅵ「1166
鷲区 明 加工材 角 割 材 Vヽ774

舶下紡 阪 14 柾 目 Ⅵ「1174
こ[至 珂く見 句□T 柾 目 W747
護[【 不 明 日三[ 172 〕7 II目 WR7
護区 不 明 加工材 板 日 耶「64

6 736 ミ区 不 明 加工材 阪 耶「676
6 こ区 不 明 加工材 板 tT目 箪/766
61 竃区 不 明 加工材 阪,曲物底板か 175 41T目 耶「39

:区 不 明 bll工 材 板 148 柾 目 WV962
:区 不 明 bE工材 板 柾 目 耶「1280
:[至 不 JI工材 阪 布反目 M1561

742 護[ζ 不 I 日T材 柾 目 M1669
こ[至 不 明 日王材 183 板 目 Ⅵ「862

744 竃[至 不 明 JE工材 FT日 M/622
ミ区 不 明 加工材 阪 吼「620

6 746 竃区 不 明 加工材 阪 Aヽ「 1

6 747 霊区 不 明 加工材 板 14 皿 目 W50
6, :区 不 明 加工材 板 生7 斜め Vヽ174
6ち :区 不 明 加工材 阪 柾 目 W268
750 :[至 不 BI工材 阪,端部 コゲ 板 目 W1047

6を 護[ζ 不 句□T赤 斜め 部「5712
6ウ 752 こ[至 不 明 日三[ 目 W∩ R3
6と 霊区 不 明 加工材 蠣/552
6し 更区 不 明 加工材 阪 覇/363
755 竃区 不 明 加工材 板 255 lT目 Ⅵ/861
こ区 不 明 加工材 板 225 斜め W5711

6, :区 不 明 加工材 板 278 13 皿 目 覇「169
6と 758 :[【 不 日工材 板 10 柾 目 Aヽ「832
6〔 :[至 不 拘口丁 559 1 旺 目 Vヽ591
6〔 760 護[至 7く R 口「 E 阪 lI目 耶r205
6〔 護[至 不 明 B日工 271 15 F日 昭「551
6f 762 電区 不 明 加工材 版 F日 耶「 1

6` 763 で区 不 明 加工材 板 255 1 lT目 睛「 111
竃区 不 明 加工材 板 364 liE目 耶「9452

6〔 竃区 不 明 bl工 材 板 柾 目 M「857
6( :[【 不 日下沐 阪 15 〕1 柾 目 M/72
6〔 護[至 不 日下赤 253 19 柾 目 Vヽ69

こ[登 不 日I 237 lI目 Aヽ「823
6〔 769 記区 不 明 加工】 Vヽ646
6〔 こ区 不 明 加工材 阪 11 Vヽ54

霊区 不 明 加工材 板 Vヽ5432
772 誕区 不 明 加工材 板 2 ■5 阪目 W71130

:区 不 明 加工材 板 lI目 耶r5431
15【 不 明 日工材 阪 71 15 コナラ節 板 目 耶「846

775 区 力□
~「

阪 ■2 阪目 Ⅵ「655
区 ]T 阪 正目 覇/672
区 不 明 ]I「 lI目 一括

記区 不 明 加エオ 10 千 M/470
護区 不 明 加工材 阪 292 ■0 W408
区 不 明 加工材 阪 ■3 Ⅵ「624
護区 不 明 加工材 阪 275 ■0 王目 Vヽ572
1区 不 明 加工材 阪 II目 WV573

788 1区 不 明 加工材 板 15 柾 目 耶「l181
784 医 禾 R 加工材 板 柾 目 耶「745

区 力U下材 阪 12 鉦 目 M「 384
786 区 カロT芳 阪 13 版 目 Wl

区 不 明 ]工 E目 Ⅵ/790
788 区 不 明 加工 172 15 W469
誕区 不明 加工材 11 W173
区 不明 加工材 板 吼「140
区 不 明 加工材 板 脩[目 Vヽ397

792 区 不 明 加工材 板 11 l■ 目 Vヽ294
793 区 不 明 加工材 板 215 阪 目 Vヽ238
79ZL 区 不 明 加工材 板 斜 め W259

区 ラにF 力D~「 板 192 肛 目 耶「382
東 区 カロTオ 板 162 旺 目 耶/337
東 区 不 明 ]工 板 171 F日 Aヽ「 161
東 区 不 明 ガ]Iオ 仮 122 11 Vヽ227

79C 東 区 不 明 加工材 板 177 Wl186
東 区 不 明 加工材 板 lF目 Vヽ744
東 区 建築材 ? 加工材 板 72 21 ヒノキ届 柾 目 W71315
票 区 不 明 加工材 板 175 柾 目 WV304
区 禾 明 加日下ル 板 208 55 柾 目 M/538
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]版 番 号 吐点 大別 睡

"可

任 ・ 形碇 長 cm 隔Cm 厚 clan r.kclaa 団種 水取 り 注 記

表区 不 明 彊工 221 1 lI目 Ⅵr1 65

区 不明 J日 工 阪 207 87 12 Ⅵ「264

区 不 明 JB工材 板 124 VV827

8071 吏 区 不 明 如:[材 板 108 Vヽ396

808 東 区 不明 ll工 材 板 37 目 Vヽ1046

東 区 不 明 如工材 板 100 79 lI目 Ⅵ「369

来区 小明 輌工材 角 61 辞 め 耶「717

ミ区 不 明 BI工 角 100 〕7 lI目 耶/442

表区 不 明 mェ 敬全体 コゲ 150 斜 め 耶「973

煮区 本 R 舶工】 角 256 1 覇「565

煮区 BII工材 色,楔状 31 Ⅳ401

煮医 加工材 角 ;1 Vヽ1279

:[至 不 明 凋工材 角 ,楔状 134 lT目 ヽヽオ1013

区 不 明 調工材 角,コ ゲ 123 37 斜 め 耶/340

東 区 不 明

'日

工材 77 正 目 一括

東 区 下明 lE工材 牌 状 柾 目 一括

6′ 東 区 不 明 加エオ 丈 120 4 割 材 Vヽ475

6′ 東 区 不明 け日T 127 lI目 耶/635

6′ 822 東 区 下明 けロニ[冴 丸′棒 端部楔状 128 〕5 副材

6 823 束区 築〒R? 串 状 184 Vヽ1269

6; 吏 仄 祭〒R? 串状 132 旨‖ホオ M11192

6 東 医 祭元R? 串状 布五? 134 11 訂1本オ 耶「932

6; 東 区 祭〒B? 串状 139 17 劉んす 耶「光037

東 区 黎布巳? 串状 1害1り 148 12 きJ本オ Vヽ838

束区 祭祀? 串状 ■2 )2 劉材 括

東 区 祭祀? 串状 〕7 軍」
～
オ 括

東 区 祭祀 ? 】式 126 )7 剥本オ

東 区 泰祀? 】犬 107 一括

東 区 祭行R? 】夫 110 13
東 灰 祭希R? 事】夫 152 11 耶「254

83イ 東 区 ぺ
不 串状

室
ロ

194 ■0 割 材 Vヽ918

東区 祭祀 ? 串状 113 写Jホオ Vヽ491

東区 祭祀 ? 串状 170 12 害Jル 耶/448

束区 1祭祀? 串状 空08 8 割材 覇/407

83[ 東 区 祭祀? 串状 B43 劉材 郡「784

表区 祭祀? 串状 面】常音Б害Jり 321 10 旨J材 Vヽ41

表区 串状 17 汁葉樹 Ⅵ「734

東 区 祭 串状 296 ll 10 M「702

更 医 祭 4P? 串状 耶「542

東 医 甍ミ市巳? 串状 11 剣材 WV487

東区 蕪
示 1串状 劉材 一 括

東 区 1祭祀? 1串状 277 2 ■2 筆」ルな W358

84( 東 区 1努く〒巳? 1串状 〕5 ■0 剥材 絋「 7 FD 3

東 区 1祭祀? 1串状 10 耶「 150

6モ 848 東区 1串状 〕7 括

束区 祭 串状 う7

東 医 祭祀? 串状 1 Ⅳ1029

東 区 祭祀? 串状 119 訂V683

852 東 区 祭祀? 串状 120 )7 Vヽ759

6モ 東 区 祭祀 ? 串状 140 )7 Vヽ975

東 区 祭祀? 串状 166 ∬/1208

東 区 祭祀? 串 状 1 )7 Ⅳ1248

東 区 祭 串状 232 Aヽた662

束区 1串 状

東 灰 祭〒R? 1串状 Aヽ/1140

東 区 努髯昴E? 1串状 一 括

東 区 祭祀? 1串状 155 と〕 ヒノキ? 害J本オ Ⅵ1222

東 区 1祭帰E? 1串状 160 Vヽ841

862 支 区 1祭祀? 1串状 211 Ⅵ「1119

86こ 東 区 祭祀? 串状 178 〕7 И/934

864 柔区 祭祀? 串状 19 〕7 〓
ロ

耶「 1060

燕区 祭祀? 畠状 一括

煮区 9 串 状 14 )7 Aヽ「809

東 区 祭 串 状 243 ■5 11 耶「155

更 区 妄苺〒R? 串状 Z08 14 WV1210

東 区 祭下Lイ
=】

犬 243

棄区 祭希E? ヨ】犬 12 Aヽ1156

東区 をくTttY 争】犬 212 15 ハヽ「122

東区 蚤祀? 串J犬 り                            1207 ヒノキ属 割 材 覇/7f10

東 区 蚤斤巳? 1串状 空60 耶/1308

東 区 荼万巳? 1串状
Vヽ675

6( 875 叢区 祭祀? 1串】大 14 Ⅵ/390

6〔 東区 1串】犬     |                                     1214 い「398

Ⅸ |ぢ♀( 事】犬 11 括

:灰 串状   1                   178 14 7 冨
一

耶r699

:[【 祭希E? 串状    |                    1218 17 10 Ⅵ「1109

区 荼〒E? 串状   1                    183 17 耶「1120

881 東 区 祭祀? 串状 11 Ⅵ「315

東 区 祭祀? 串】犬   1筈 1り ■0 蠣「660

東 区 祭祀?
WVl123

東 区 蜜【岳R? 】 Vヽ146

東 区 祭〒R? 串】犬   1                        164 M「 1203
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番号 地 点 大別 種別 部位・形態 長cm 幅cm サと言;:cm 樹種 木取 り 注 記
東 区 祭所E? 串状 Ⅵ「1201

88写 東 区 祭〒B? 串状 10
'V9167 東 区 祭〒E? 串状 割 り W7626

88C 東 区 祭昴巳? 串状 11 い「1238
89C 東 区 祭iE? | 串状 Ⅵア279
東 区 余 市巳? | 串状 12 10 旨J材 WV430
東 区 祭祀? 串状 15 割 材 VV7 36

7 東 区 祭 4E? 串状
割 材 Mr406

7 8 東 区 祭祀? 串状 W403
7( 更 医 祭戸E? 串状 Aヽr9 23
7 89C 東 区 祭扉E? 串状 10 Ⅵ「972
7 東 区 祭祀? 串状 11 W951
7 898 東 区 態

不 串状 筆J材 一括
899 東 区 祭〒R? 串状

筆J材 一括
東 区 祭 l LI 串 状 12 割材 覇「1017
東区 祭〒E? 串状

割材 一 括
束区 祭〒巴? 串状 474 到ルす Vヽ101
東区 祭祀? 串状 コ ゲ )7 軍J材 一括
東 区 祭祀? 串状 FILJ端∃

`コ

ゲ 7 5 一括
90〔 束 区 祭戸E? 串状 嬬吾bコ ゲ ■6
東 区 祭lR? 畠 状 全体 コゲ

東 区 祭耐 ? 串 端部 コゲ ぎJ材 覇「1219
90〔 東 区 祭TP? 串 瑞郡 コゲ きJ材
東 区 祭希E? 串 コ ケ 割材
東 区 祭祀? 串状 コ ゲ

割材 Ⅵ「l172
7( 東 区 祭祀? 串状 コ ゲ き」材 一 括
7( 東 区 泰祀? 串状 瑞部 コゲ

7( 屎 区 祭祀? 串状 瑞部 コゲ 1 ヨ1夭オ
7( 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲヨ |り 1 一諦

一瑞
7( 東 区 祭〒R? 串 状 両端 部 コゲ WVl1 42
71 東 区 祭 斤R? 串 | 端部 コゲ 11 劃ん Ⅵ「485
7 917 東 区 祭祀? 串 蝙 淵∫コケ 1 劃材 Ⅵ/414
71 東 区 祭祀? 串】, 司茄 測∫コケ 228 11 割 材 覇/1235
71 東 区 祭祀? 串】犬 コ ゲ

旨」本オ Ⅵ「60
71 92C 東 灰 祭〒E? 串状 コ ゲ 229 Wl139

東 区 祭祀? 串状 端喜【コゲ 10 郵ルt M「 831
922 東 区 祭祀? 串状 端郡 コゲ Ⅵ/341
92〔 東 区 野寺市巳? 串状 端部 コゲ 258 11 M「289

71 東 区 祭祀? 串状 端郡 コゲ ,割 り 239 雪J材 W7533
7 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 14 劉材 WV836
71 92( 東 区 串状 コ 11 割材 Ⅵ「1001

祭 祀Υ 串 コ 10 11 割材 W474
祭祀? 串状 コ 7 10 旨1材 Ⅵ「1238

串状 コ 11 認1琳オ W432
医 串 端部 コ 10 印赤芹 Ⅵ「880
東 区 両端 部 コゲ 幸1本オ M/721
戻 Ⅸ コ ゲ 18 1 ぎJホオ Ⅵ「183
睦 祭 コ

割 材 Vヽ690
区 祭 コ ■6 割 材 覇「480
区 雫 コ

旨」んオ
事 コ 12 雪‖ル 一括
串状 コ 1 ヒノキ属 割材 W731

93遷 事状 コ ゲ W814
93〔 区 端部 コゲ 覇「741
戻 区 部 コゲ ヒノキ属 割材 M「 779
泉 低 端部 コゲ 15 割蒻 W686

942 泉 L コゲ ,割 り 割材 部r661
7 94C 泉 区 祭 コ ■4 害」材 Ⅵ「466

東 区 11 割材 Aヽ/332
幸耳犬 11 割材 Vヽl159
ヨ状

ヨ】犬 端部 コ 3 Ⅵ「488
948 東 区 状 端部 コ

Aヽ「878
端 部 コゲ 11 7 V7443

区 コ ま1材 M「608
2 兵 区 コ ゲ きJ期 Mア907
2 7 劉材 Vヽ1200

祭 コ
割 材 M「 1205

祭汗E? コ
争」材 W202

祭 コ 4 7 割材 W281
95〔 コ 7 1 ヒノキ? ξ」れす Aヽr5 13

Tじイ 】夫 コ ユ 割 材 一括
部コゲ 7 7 肇1ホオ Vヽ1217

東 区 P 状 端部コゲ R 雪1赤オ W7969
東 区 】犬 端部 コゲ 5 室‖材

東 区 祭〒Π? 】犬 端部 コゲ 室‖材 Vヽ740
962 東 区 祭祀? 埓犬 端郡 コゲ 7 雪J木オ Vヽ607
96C 東 区 祭祀? 状 端部 コゲ ヨ1沐オ ∇766
東 区 祭祀? 状 コ ゲ 5 7 害‖木オ Aヽr462

96圧 :区 岬 瑞部 コゲ ,割 り 8 ヨ1赤オ Vヽ1226
:区 野肇戸巳?   | 状 呵端 部 コ ゲ 6 割材 ∬/1202
東 区 祭祀? ド 瑞部コゲ 7 華‖ホオ M「 548
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板 大 別 陸別 部位・ 形態 長cm 幅cm ,阜cm 何 櫂 予言R

区 舅墨〒R? 名】芙 12 M′ 8
105J東区 祭 】丈 乱コゲ 13 ぎJ材 M/835

7 東 区 祭祀? 串状 吾∫コケ 16 15 害1材 M11019
7 1053東区 祭祀? 串状 両端部 コゲ 7 1「D D7 き」本オ 覇ア410
7 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 112 )7 旨Ⅲれな
7 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 122 14 04 耶「 1239
561環ごIヌ 串】犬 端部 コゲ

7 10571 区 名洋市R? 串状 乱 コゲ 122 きばホオ
7 10581 東区 祭 名労犬 体 コゲ 126 ■3 きJホオ
7 10591 東区 祭祀? 串状 コ ケ 130 ■3 きむ材 耶「1137
7 10601 東区 祭 祀 串 状 端割 コゲ 害1ル↑ W 263
1061 東区 祭祀? 串 状 端部 コゲ 1 割 材 耶「1276
東区 祭祀? 串 状 端部 コゲ 127 10

1063東区 祭祀? 串 状 端部 コゲ 125 ■0
1064東区 串 状 端部 コゲ

1065,更 区 察 串状 端部 コゲ

7 10661 区 串 状 婦・r`コ ゲ 121 11 劃材 耶/600
7 10671 東区 祭 零】犬 端ヨ

`コ

ゲ 128 10 きJ材 耶「427
7 10681 東 区 祭祀? 碧】犬 ほほ全体コゲ 125 19 剖材 Vヽ1018
10691 東 区 祭祀 ? 串 状 瑞部 コゲ 73 12 割材 W

10701 東 区 祭祀 ? 串 状 端部 コゲ き」布オ Ⅵ「825
1071 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ WV1 58

東 区 祭祀? 串状 向臨 営bコ ケ 12 Ⅵ「171
1073東Ⅸ 唱墨昂R? 串】犬 馬都 コ ケ 14 10 Vヽ696
1074 :IX I? 串】犬 瑞部 コゲ,割 り 部1材 M「 219
10751 :[至 コ ゲ 割材 W

7 107創 東 区 祭 | コ ゲ 250 15 割 材 M1720
7 10771 東 区 祭市L? 串耳犬 瑞吾低コ ゲ 割 19 割材 Vヽ195
10781 東 区 媒

示 串状 瑞部 コゲ ■0 07 害1材 W

107釧 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 16 吾」材 W7116
東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 13

108J東灰 祭布巳? 串状 瑞音∫コ ケ 10 W71051
10821 灰 睾 状 コ ゲ 94
10831 区 串 状 コ ゲ ■2 写J材
10841 東 区 祭昴R? 串】犬 コ ゲ 57 筆J材
10851 東 区 野く市L? 串H犬 瑞音Ьコ ゲ 割 材

10861 東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ ■3 ■2 割 材 一括

1087 東 区 祭祀? 串 状 端部 コゲ ■3 D4 割 材 ―す

聟 88 東 区 祭〒E? 串状 端郡 コゲ 12 軍‖木オ

東 灰 祭行日? 串状 全体 コゲ 10
更 区 窮 状 割材

区 串 状 コ ゲ 119 きJ本オ
7C 東 区 祭烹E? 申状 コ ゲ 119 16 害」材

7C 東 区 祭 TL`F 串状 瑞音Ьコ ゲ 127 剖材

東 区 祭祀 ? 串状 端部 コゲ 114 10 罰材 W981
東 区 祭祀 ? 串】犬 端部 コゲ ,割 り 125 ま|パ 一tr

東 区 祭祀? 串 J犬 両端部 コゲ 126 1 W426
7 0971東 灰 TF? 串】犬 瑞Ж コ ゲ ■5 И「854

更 区 語】犬 コ 111 劃材

0991東 区 串】犬 コ ゲ 割 材

7〔 東 区 祭祀? 串状 部コゲ 割 材 W747
7( 東 区 祭

“

巳? 串状 瑞音Ьコ ゲ召 1り 19 割材 W 15

東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ 120 10 割材 覇′979
031東区 祭祀? 串状 端部 コゲ 104 14 ― 茅

東 区 祭戸E? 串状 端部 コゲ 14
東 灰 串状

灰 畠】丈 コ ゲ 13 劉材 M「483
区 コ ゲ 102 きJ材
区 コゲg‖ り 10 きJ材
東 区 祭斤E? 串状 コ ゲ 12 害」材

1 東 区 考苺

“

巳? 串状 嬬3`コ ゲ き」材 W「990
11 東 区 祭祀? 串状 瑞部 コゲ 118 7 き」材 一五

1 東 区 祭〒E? 串状 瑞部 コゲ 17 耶「428
1 東 区 祭祀? 串状 全体 コゲ 12
1 東 区 祭祀? 串状 端言Бコゲ ,害」り

東 仄 串状 瑞認 コ ゲ

1 串】犬 筆Jオオ

1 串男犬 13 劉材 一括

1 東区 祭掃R? 串】犬 コ ゲ 10 劉材 一括

l 束区 祭祀? 串状 コ ゲ 17 割 材 一括

2( 東 区 祭〒E? 串状 瑞部 コゲ 17 つ7 旨J材 一括

東 区 祭祀? 串状 瑞部 コゲ 9 10 割 材 一f
東 区 祭祀? 串状 瑞部 コゲ 10 転/909

2モ 束区 祭〒B? 串状 端部 コゲ 13
2ィ 東 区 祭祀? 串状

仄 串状 面端 蔀 コ ケ

区 串 状 コ を 割 材

区 語】犬 コ ゲ 110 割 材

束区 祭 iIE? 串耳犬 コ ゲ 104 )7 割 材

東 区 祭祀 ? 串状 瑞部 コゲ 割 り 12 う7 割 材 Aヽた 1061
東 区 祭祀 ? 串状 瑞部 コゲ 〕7 割 材 WV1 050

東 区 祭祀? 串状 端部 コゲ V7644
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図版 | 号 太別 禾重帰 部位・形態 長cm 1早cm 径 cm 樹 種 木日立り ン主記

21 区 ■】犬 而)吊吉

`コ

ゲ 1 吾‖不河

表Fと? fI】犬 吾Кコゲ 100 )5 き1材 W1076

東区 祭祀? 串状 瑞部コゲ 107 7 )5 害1材 括

灰 挙話P? 串 状 瑞都 コゲ 102 割 材

陳 端 部 コゲ 107 吾」材 Wl129

R7 屎 】犬 端 郡 コゲ 115 〕7

串状 両端部 コゲ 109 害‖んイ

峯挙岳口̀, 庄 端 宮ほコゲ 10 13 算材 Ⅵ「1262

望肇〒世̀2 串状 端 部 ゲ
ζJ材 Wl198

祭祀 `P 串状 部コゲ 126 )7 部l材 耶F1078

東区 祭祀 ? 瑞部コゲ 11 ま」材 一括

東区 媒
不

畠 状 瑞部 コゲ 10 割 材 耶「1223

7 東 区 泰祀 ? 面端部 コゲ 73 )8 Vヽ7C

7 東 区 】夫 端部 コゲ 75 lA1 777

7 東 区 祭 幸】犬 ittKコ ゲ 57 18 害‖糎

7 東 区 祭 面端 部 コゲ 1 〕7 唇‖初 括

東 灰 祭希R? 串状 H II全体コケ 12 11 割材 括

条西と'F 串状 甜

`コ

ゲ 害J材 括

0東 区 Ц
ヽ 串状 則断 部等コゲ 10 割 材 一拓

5 表区 祭祀? 串状 1端部コゲ 害1材

束 区 祭戸E? 著】式 瑞部 コゲ 7 割 材 一 精

7 表区 祭祀? 】犬 瑞部 コゲ

7 東 区 祭祀? 面端部 コゲ

7 東 区 事】犬 端部 コゲ 17 吾‖研

東 区 祭 9 串 状 瑞言ほコ 写1朝

5 東 灰 祭祀? 串状 瑞司

`コ

七 きJ木オ M「944

58東 祭祀? 串状 1端部コゲ ぎJ材 一 括

59東 区 祭祀? 串状 1端部コゲ )7 割材

東区 条〒E? 面端部 コゲ,割 り うら 割 材

6 東 区 ≦蒜H? 瑞部 コゲ 1 雪」材 一括

7 6 東 区 祭祀 ? 1串】大 瑞部 コゲ
Ⅳl197

7 6〔 東 区 祭 TE? 事状 端言隅コゲ 1 D7 唇1″ 耶「8442

7 東 区 祭 串状 端部 コ 15 雷‖材

7〔 東 灰 箸滝

“

L`P 串状 コ F9 11 割材 猫

祭祀? 串赫 コ 〕7 害1材 確

東区 祭昴E? 串歩 ヨ
`コ

ゲ 害」″

6 束区 蚤〒E? 串承 喘部コゲ 13 き」材 Ⅵ「688

6 東区 条希R? 1串状 辞部 コゲ ■6

7 束区 緊行R? 1串状 両端部 コゲ ら7 0 Ⅳ9`生7

7 東 区 祭 TE? 著X犬 端郡 コゲ 7 割1潮 W798

71 72 東 区 号く市巳? 串】犬 瑞モ コ ゲ 1 )7 割 材 一 括

71 7 東 区 答帝H? 幸】犬 コ ゲ 12 害J材 8

祭祀? 串】大 コ ゲ 10 割 材 8

7 束区 祭祀 ? 串状   1端 部コゲ Wl 12

ミ区 祭祀? 1串 瑞部 コゲ )5 割 材 Ⅵ/9 7

7 ミ区 祭祀? 1串 瑞部 コゲ )3

7 衷区 祭黒R? 1串状 喘部等 コゲ [7

7 79東 区 祭祀? 1串 状 全体 コゲ i7 )7

7 8( 灰 祭行R? 1串状   1両 端部 コゲ 壽‖本オ 耶「668

7〔 8 東 区 余市ヒ? 争】犬 瑞都 コゲ 割材 一 括

葵斤E? 幸】犬 コ ゲ 37 き1材

7〔

7〔

東 区 祭〒E? 瑞部 ヨゲ 割材

8 東 区 祭祀? 署状 瑞部 コゲ 17 害∬材 M「604

7〔 8 東 区 慕掃R? 署 両端部 コゲ 107 略「752

東 区 繁き蒜R? 一封 喘部 コゲ 117 M「704

8 東区 1祭 ? 串状 滞郁 コケ 109 Vヽ815

東区 滞書ほコ ケ 18 P軍‖】ライ Ⅵ「7

7 棄灰 緊昴R? 端部 コゲ i0 ■0 きJ本オ

7 十 委祀? 争】犬 両端部 コゲ
一括

荼祀? 幸】犬 端詈ヽ コゲ 10 耶「1214

東区 祭祀 ? 圭】代 端部コゲ ■2 吾1材

98東 区 祭祀? 畠 】 瑞部 コゲ.割 り 111 き」材

94東 区 泰〒巳? 串 瑞部 コゲ 100 〓
ロ
Ⅵ「1002

東区 祭祀 ? 1串 端部 コゲ 115 1

煮区 事】犬 面齢 喜Rコ ゲ Vヽ743

197東 区 祭昴E? 串状 面端 認 コ ケ

仄 祭希R? 串状 滞割ζコ七 唇1ル| 一 括

7 1199東 区 1祭昴R? 串状 コ ゲ )7 割 勅

7 12001ラ尾医 賽πttY 畠 状 端 剤

`コ

ゲ

区 築祀? ヨ】丈 端 吾∫コゲ )7 害Jル↑ 一ヤ

吏 区 祭lE? ヨ】央 面端部コゲ )1 割 材 一ャ

7〔 2031東 区 祭祀 斎 串 キ頭状 両脇切 り掛 け サワラ l■目 覇「599

7( 東 区 祭祀 空頭】犬,割 り 阪 目

7( 2051東 区 泰昴 圭頭状 1

206東 区 串 圭頭 J犬 )5 サ ワラ II日 M199

束区 1祭 斎 串 圭頭】犬 ■8 ヒノキ? 板 目 Aヽ/1185

仄 斎串 圭頭状 17 II目 一 括

7 2091東 区 築昴E 蔀串 圭頭状 110 11 ノキ? 板 目 Vヽ707

7 築帰B 斎串 キ頭 状 害1り 14 柾 目 一括

表区 祭祀 斎串 幸頭X犬 158 柾 目 W

212東区 1祭祀 主頭状 l18 15 サワラ 1板 目 ∬/605

7 2131東 区 1祭祀 圭頭状 155 ヒノキ 1斜め И「115
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図版 地 点 大 別 種 別 郡位・形態 長 cm 幅 cm 厚cm 径 cm 注 記
東 仄 祭 祀 斎 串 H 167 〕6 )7
区 き樟 暗札状 えく

｀
り 138 10 ケヤキ 阪

東 区 至津 吋本し】犬 えぐり )7 lrノ キ鷹 柾 目
21r 東 区 ミfヨ 札 状 えぐり サワラ 柾 目
東 区 祭祀 串 圭頭 状 235 〕7 柾 目 W 3
東 区 iヤ雲ヨ 側 面削 り,上端割 り支宰不 明 15″ 7 ノキ 柾 目 M/549
束区 祭 祀 刀干 片 歯 158 〕7 )5 ヒノキ 柾 目 Ⅵ/22
東区 慕i巳? 串状 13 一 括
医 〔TE? 斎 串 圭頭状 7

表区 祭〒E? 串将犬 ヘラ状 128 4 ノキ属 割 材 M「773
東 区 祭 串状 い、ラ剪犬 124 )7 5 W7230
東 区 慕蒜R? 串状 72 )7 耶「781

ZZ61 表区 装扉R? 串】犬 11
東 区 荼祀?

7 東区 築昴E? 事状 201 17 う7 Vヽ742
7 2291 区 表lE? 表状 ヘラ状 188 10 W749
2301 1区 と木材 眈 568 74 Vヽ1292

区 土木 材 此 365
区 十六 材 痴 257 労木
区 十六 材 克

東 区 十六 九 樹皮付 生50 1 丸木 W 288
Z35 東 区 土木

W 289
製 東 区 土木 材 W 296
郷 東 区 土木材 ユ兄

苛 赤 W 298
響 束区 土木材 冗    | 闘皮付 W

釧 栗区 土木材 W 295
響 区 土木 材 243 7
表区 土木材 断皮 700 i4 クヌギ飾 苛木 M「 596

製 東 区 十末 材 虎 樹皮付 725 180 対 丸木 転′598
8
禦 東 区 十六 材 笙66 〕4 皓木 WV1068
響 衷区 土木 材 )7 丸木 WV1303
勢 東区 土木材 200 丸木 Vヽ586
禦 区 土木材 184 軋本

聟 区 土木 材 100
区 土木材 252 1

24〔 東区 材 122 :7 輛木
東 区 :ル| 7 tL木
東 区

―
「 針皮付 785 1 丸木 W 317

表21 金属製品・骨角器観察表
図版 地点 番 号 種ガ」 材 質 重量 (g) 注記内容 偏 考

東 陳 i《ナ  童⌒旦 洞 11/21ッ /0 黒漆付着
東 区 垂飾 イノシシ牙歯 34/24/15 253 B4 イノシシ右下顎の牙
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第 1図 西区全体図
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1号竪穴輩

F'2604m

壁 2603m

【1竪建】
1 焼土層(7 5YR6/8)  橙色焼土プロック。粘性弱い。
2 黒色粘土層(7 5YR2/1)粘性あり。焼土粒・土器片含む。
3 赤褐色焼土層(2 5YR4/81やや粘性あり。南半は硬い。

焼土プロック。
4 晴赤褐色焼土層(5YR3/6)     やや粘性あり。
5 黒褐色粘土層(10YR2/3)粘性あり。

I号竪穴】
黒3色粘土層(7 5YR3/1) 赤色粒やや多く合む。サビあり。
黒掲色粘土層(10YR2/2) 赤色粒含む。やや粘性あり。

サビあり。
黒褐色砂質土層(10YR2/2)砂粒・土器片含む。
暗赤褐色土層(5YR3/4) 焼土・炭を含む。砂粒少量含む。

'2604m

m

第 2図  1号堅穴 遠構
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1号竪穴

1号掘立

52号ビット

【31号 ピット】
1 黒色粘質上層(10YR2/1)
2 掲色粘質土層(10YR3/3)
3 黒色粘土層(10YR2/2)
4 黒色粘土層(10YR1 7/1)
5 黒褐色粘土層(10YR3/1)

6 黒掲色粘土層(10YR2/1)
7 黒色粘土層(10YR1 7/1)
8 黒掲色粘土層(25Y5/4)
9 黒色粘土層(10YR1 7/1)

サビあり。やや粗。
サビ多い。
焼土粒・炭化粒を含む。粘性極めて強い。
粘性極めて強い。
焼土粒・褐色土ブロック・黒色土ブロック
を含む。
焼土粒・黒色ブロックを含む。
焼土社を少量含む。粘性極めて強い。
プロック状。
焼土粒を含む。粘性極めて強い。

【62号 ビット】
1 黒掲色粘質土層(10YR3/2)
焼土粒・褐色粒・黒色粘土
プロックを含む。サビを含む。

m

【2号竪六窪】
1 黒褐色粘質土層(7 5YR2/2)粘性強い。サビ少量含む。
2 暗掲色粘質土層(焼土層)(7 5YR3/4)

サビあり。やや砂質。焼上ブロック
多い。
部分的に硬化面あり。褐色砂層を
多く含む。

3 黒色粘土層(7 5YR2/1) 焼土小プロックあり。
炭化材・炭化粒を含む。

【30号 ビット】
1 黒色粘質土層(10YR2/1) 焼上粒・土器片・小礫(径 3～ 5 cm)

を含む。
炭化物あり。掲色砂粒多い。
焼土粒・褐色粒を多く含む。
焼土ブロックを中央付近に多く合
む。
掲色粒・褐色ブロック・焼土粒を
含む。やや粗。
焼土粒を含む。粘性極めて強い。
全体に掲色。焼土粒・掲色粒を含
む。
6層と9層の混合上。黒色プロッ
ク・焼土粒を含む。
ブロック状。
粘性極めて強い。掲色粒を含む。

30号 ビット
と｀

53号ビット

2

3

4

5

6

7

8

9

黒色粘質土層(10YR2/1)

暗掲色粘質土層(10YR3/4)

黒色粘質土層(10YR2/1)

黒色粘土層(10YR2/1)

黒褐色粘土層(10YR2/2)

黒褐色粘土層(10YR3/1)

黄褐色粘土層(25Y5/4)
黒色粘土層(10YR2/1)

焉
０駕
コ

Ａ
年
十

【51号 ビット】
灰黄掲色粘土層(10YR2/4)
黒褐色粘土層(10YR2/3)
黒色粘質土層(10YR2/1)
黒色粘土層(10YR1 7/1)

黒掲色粘質土層(10YR3/2)
黒掲色粘質土(10YR3/2)
黒色粘土(10YR1 7/1)

撹乱(コ ンクリートのような壁)
掲色粒を含む。
やや粗。サビを含む。柱痕。
粘性極めて強い。
やや粗。黒色粘土ブロックを合む。
サビを含む。
粘性極めて強い。地山か。

2602m【
58号 ビット】
1 黒色粘土層(10YR2/1)
赤色粒を含む。
2 暗掲色粘質土層(10YR3/3)
全体にサビを合み掲色味が強い。
赤色小ブロック・赤色粒を含む。
3 黒色粘質土層(10YR2/1)
赤色小プロック・赤色粒を含む。
4 黒色粘土層(10YR1 7/1)
粘性極めて強い。7層に類似。
5 黒色粘質土層(10YR2/1)
赤色粒を含む。
6 今屯い黄色粘土層(25Y6/4)
シルト。地山。

m

2号竪穴・ 1号掘立 遺構

―HO―
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1号土坑 2号土坑

い |

生               生 2604m

【5号土坑】
1 黒色粘土層(7 5YR2/1)サビあり。下層にブロック状の

サビあり。
焼土粒を微量に含む。土器片を
含む。細砂粒を含む。

10号土坑

A二
260こ m

B■ 260 Sm

3号土坑

1 灰黄掲色粘土層(10YR5/2)

2 黒色粘土層(10YR2/1)
3 灰黄褐色粘土層(10YR5/2)

【2号土坑】
1 黒色粘土層(75Y2/1)サビ青色粘土ブロック・褐色粘上ブロ
ック・黒色粘土プロック等を含む。全体に青味がかった粘土層。
炭化物あり。
黒色粘土層(10YR1 7/1)サ ビあり。全体に黒味の強い粘土層。

暗オリーブ褐色粘土(25Y3/3)黄 色。サビを多く合み、全体に

黄色味が強い。
黒色粘土層(75Y2/1)青味ある粘土粒をやや多く含む。壁の
崩落土か?

7号土坑

咆だも

聯

も

【1号土坑】
1 黒色粘土層(7 5YR2/1)
粘性極めて強い。炭化物少量。
土器完形で幾つか入る。
基本土層の5層からの混入土。
2 灰色砂質土層(75Y5/1)
やや青みある砂質粘上。9層の砂層に近い。

ｂ

帥

慰

″ 全       B

▲2694硝
サビあり。
ビニールを含む。
1層のブロックを含む。
1層 に近い。

ぞ
Ц

‐

‐

‐

‐

‐

到

副

／

Ａ

一

任 260 Sm

9号土坑

ー【4号土坑】
1 灰黄掲色粘土層(10YR5/2)
サビ微量にあり。
2 黒色粘土層(10YR2/1)
地山か。

【6号上坑】
1 黒色粘土層(7 5YR2/1)
サビあり。焼土粒・上器片

(上層)あ り。細砂粒を合む。

2 黒色粘土層(75YR1 71)
サビあり。しまりが極めて

強い。地山か。

【8号土坑】
1 鈍い黄掲色粘質土層(10YR4/3)

焼土粒。日―ム粒あり。
全体に黄味あり。
黒色ブロック・サビあり。

2 黒色粘土層(10YR2/1)
,層を含む。

3 鈍い黄掲臼粘質上層(10YR4/3)
24層のブロックを多く含む。

4 黒色粘土層(10YR2/1)
地山か。粘土層。

【9号土坑】
1 鈍い黄褐色粘質土層(10YR4/3)

2 黒色粘土層(10YR2/1)

やや粗。上器片・サビを含む。
黒色粘土ブロックをやや多く含む。
地山か。

第 4図  1～ 11号土坑 遺構

⇔詢

雅ざ
諄戎r

8号土坑

【7号土坑】
1 黒色粘土層(10YR2/1) 表面には小礫がやや多い。

ゴミが混入。サビあり。
2 黒褐色粘土層(10YR3/1)やや灰掲色味を帯びた上。草

藁状のゴミ入る。
木(角材)あ り。1層よりもやや粗.

3 黒色粘土層(10YR1 7/1)地 山か。

Υ
11号土坑

柱26は 5卜貶彩邊彦 /2604m

【10号土坑】
1 黒掲色粘上層(10YR3/2)
2層の黄色土ブロック粒子をやや多く合む。
2 鈍い黄掲色粘上層(10YR4/3)
やや狙。砂粒・黒色土ブロックを含む。
3 黒色粘土層 (10YR2/1)5層とほぼ同じ。
4 鈍い黄掲色粘質土層(10YR4/3)

2層とほぼ同じ。
5 黒色粘土層(10YR2/1)

♀
―
単

m
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12・ 13号土坑 14号土坑

18号土坑

A'2605m

【15号土坑】
1 黒色粘土層(10YR2/1)  責色粒を含む。黒色主体の

粘土。
2 暗掲色粘質土層(10YR3/3)黄色粒主体。砂粒を含む。

ど 260 Sm

コ

生     ど 2394m

16号土坑

【18号土坑】
1 赤色焼土層(10YR5/6)
赤味はやや弱い。
2 黒色焼土層(10YR2/1)
燒土小ブロック・焼土粒を
やや多く含む。
上層に上器片をやや多く合む。

▼

騨 m【

芹

一Ｕ

√

ギ

【1号ピット】
1 黒色粘土層(10YR1 7/1)
サビあり。4層をわずかに合む。
2 黒色砂質土+青色粘土混合土層(10YR1 7/1)
3層の砂質主主体。シルトブロック混じる。
3 黒色砂質土層(10YR1 7洵 )
細社の砂層。4層ノロックを含む。
4 緑灰ンルト層(5G5/1)
地山とほぼ同一。

全  1  ■ 2604m

章

【4号ビット】
1 黒色粘土層(10YR2/1)
土器片を含む。サビあり。
黒味強く地山に近い。
2 黒色粘土層(10YR1 71)
地山か。

1 黒色粘土層(75Y2/1)サ ビ少々 あり。
4層の青色粘土ブロックを少量含む。

2 黒褐色粘土層(25Y3/2)掲 色味の強い粘土層。
3 黒色粘土層(75Y2/1) 青色粘土ブロックをやや多く合む。
4 オリープ黒色粘土(10Y4/1)

地山の青色粘土を主とする。
1層が混じる。
サビ少々 あり。砂粒やや多い。

【3号ピット】
1 黒褐色粘土層(10YR2/2)土 器片を含む。サビあり。

砂粒・赤色粒を含む。
2 黒色粘土層(10YR1 7/1)地 山か。

5・ 6号ビット

▲'2604m

⑥ ④
Ａ
一

壁250飾

【5号ビット】
1 黒褐色粘土層(10YR2/2)土器片,赤色粒

砂粒を含む。サビあり。
2 黒色粘土層(10YR1 7/1)3層 よりやや粗。
3 黒色粘土層(10YR1 71)地山か。
【6号ビット】
1 黒掲色粘土層(10YR2/2)土器片・赤色粒を含む。

サビあり。
2 黒色粘土(10YR1 7/1) 地山か。1号土坑状・ 1～ 6号 ピット

ー112-

15号土坑

17号土坑

2号ピット

A'39

第 5図  12～ 18号土坑 遺構



12号ビット

◎ 誘 唖 墨 息wy:怖

t∪

聰 メ 堪 瑠
y)

ど     を              砂粒赤色粒を含む。       ~~                      赤色粒・炭化物を含む。責掲色粒をやや多く含む。

γ F鞘 飢 土駅 ЮYR2/D土器片 島 ヒ粒を含む丁   2艶
縦 慰 Ю

胤 耽

)

李魯揖】,多
く含む。  早慣婚芭建上慰ЮYR2/D

2 黒色粘土層(10YR,7/1)地 山か。                     砂粒・赤色粒・上器片

Υ 靱 邁土剛 ∝ R〃D絶 伊 眺 を合軌   2黒 色粒土層uO締 わ
サビあり。                    地山か。

2 黒色粘土層(10YR1 7/1)地 山か。

生     ど260 3m  A   A.25,Sm  塗 ど 25e rm
ゴ 60 am   全  [2604m   

―

、      、    ―     三   二

14「

,:」と
=r、
!Ⅲ予

船戸y け
蜘
躍
｀`ここここミ

ii::,ユ

~ 
∨  ｀√卜.J魯ョ部げ綱V

l 黒掲色粘質土層(10YR2/2)
¨ 帷 柳

呻  上

娃 拙

瘍

韓
3齢

蜘

1 黒掲色粘上層(10YR2/2)

2 黒色粘質土層(10YR2/1)       1 黒掲色粘質土層(10YR2/2)2 
黒                                         

土器・灰褐色粘土プロック含む。

赤色粒を含む。やや砂質。         赤色粒を含む。サビあり。  3 黒                                       

【19号 ピット】

3 黒掲色粘質上層(iOYR3/2)        上器を少量含む。       
細                                       1 

黒褐色粘土層(10YR2/2)

サビ分強い。赤色粒を含む。      2 黒色粘土層(10YR3/1)    
赤色粒を微量含む。           '                      

粘性極めて強い。

砂粒を微員含む。                                                  

掲色粘土ブロック含む。

之
=」

)( 25号ビット群
李
群
馨 R    全筑 〈⑬ゴ

▲ ■ 2597m A A'2606m      生

了                 

工 2602m

じ      ¬ 言
写   生  吐 260莉   

覇
誘
茅
    く 電 空 劣

260輸

_             【24号ピット】
2    2        1 黒掲色粘質土層(7 5YR3

【20号ピット】        【21号ピット】        【22号 ピット】                          
粘性あり。サビ含む。 /2)   

【25号ピット】

1 黒褐色粘土層(10YR2/2)  1 黒掲色粘上層(10YR2/2)  , 黒掲色粘写         
【23号 ビット】

細i極めて猟 ヽサビあ呪  サビあ鳴 蒜
ぼ榔 〃り 1黒 掲鮒 雖 厭   2黒

色粧 尉 OYR2か   1黒
掲齢 質掘 7 fOYR〃 D
粘性あり。赤色粒子含む。

2暗 掲色粘速
性強しヽ     サビあり。粘性あ

サビ多tヽ三
土層(10YR3/0 2黒 色粘土層(10YF
粘性極めて強い。    粘性極めて強い。

旅F盈Ifス1乳y【 A A'260 2m   A    A'260 2m      AI  
柱 2S04m

生

oざ 箔

」 生

《
ず 望

'M…

m注 駒 獅 耳
柱的

準畑� V  魁欽   V了
聰 テ

畑 mぜ 蜘

程
ガ

的 了

γ 靱 溢 駅 ω 智 ゑ !副 嘲 μ 蠍 基 剛 聰

粘性あり。サビ多い。      サビ 粘性あり。        粘性・サビあり。

2 黒色粘質土層(7 5YR2/1)    土器片・炭化物を含む。   2 黒色粘土層(10YR2/1)
【28号ビット】                  粘性強い。サビあり。     2 暗掲色trA質土層(7 5YR3/3)   粘性強い。地山か。サどあり。

智
謹 号i言昇与:ぢ与帝ぜ :ま

g牟

ど!gi:;訴
D!肇
離
と。ダ:Sζ宅送;雪舌員壻ぢ

1甲
脇 鯨 ビ与Y吹

竿
2 黒色粘土層(7 5YR2/1)     粘性強い。地山か。
粘性強い。

_2604m 等 ヂ

2603m

キ

静 主重空的ぺ垂多
的U輌 m2ジ

輌
醍7~

2                           1 黒掲色粘質土層(10YR3/2)    1 黒褐色粘質土層(10YR2/2)
紹翻7が

7郡
ηぽ轍協揺轄 :葵絲D'｀

°理攣箪織、ック
第 6図  7～ 29・ 32～ 41号 ピ ッ ト  遺 構  

粘性極めて強 tヽ削 山掘りすぎか。
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46号ビット

土器片をやや多く合む。サビあり。
掲色粒を含む。

55号ビット

47号

iひ

生  ど 2605m

―

49号ビット

埠

Ａ

一

軸豚
ウ Ａ

一
【42号 ピッ同
1 黒掲色絡質土層(10YR2/2)
粘性あり。サビ多い。
黒色粘■ブロックを含む。
【43号 ピッ同
1 黒掲色粘質土層(7 5YR2/2)
粘性あり.サ ビ多い。

【45号 ビット】
1 黒色粘土層(7 5YR2/1)
上器片をやや多く含む。
褐色粒 サビを合む。
炭化ブロックあり。

54号ビット

【47号 ピット】
1 黒色粘土層(7 5YR2/1)
土器片をやや多く含む。
サビ・褐色粒あり。

【49号 ピット】
1 異色粘土層(7 5YR2/1)
焼土粒を含む。■器片をやや多く含む。
2 黒色粘土層(10YR1 7/1)
粘性極めて強い。地山か。
3 黒色粘土層(10YR,7/1)

―

iフ

【50号ピット】
1 黒色粘土層(10YR2/1)
上層から■器多く出上。
焼土小ブロック 褐色粒
をやや多く含む。

■ 2604m

【53号 ピット】
, 黒掲色粘土層(10YR2/2)
土器片多く合む。サビあり。
赤色粒,砂粒を含む。
2 黒色粘土層(10YR1 7/つ
やや粗。自色粘土あり。
3 黒色粘土層(10YR1 7/1)
やや灰色味あり。粘土層。

1号土器溜り

ー【55号 ピット】

' 
黒色粘質土層(10YR2/1)
サピあり。土器片を含む。

56号ピット

【66号ピット】
1 黒色粘質土層(10YR2/1)
サどあり。赤色粒・土器片を含む。

生   生 2604m

ウ
2604m 【57号 ピット】

1 黒色粘質土層(10YR2/1)
粘性強い。サビあり。

3号柱根

ど 2598m

【3号柱根】
1 黒色粘土層(10YRP/1)

れ

上'269 0HI

A'260 Sfa

涎

【1号柱根】
1 黒色粘土層(10YR2/1)2層 小粒子を少量含む。
2 灰色粘■層(75Y4/1)1層 のプロックを少量含む。

2号桂根

【2号柱根】
1 黒色粘土層(10YR2/1)2層 の小プロック

掲色ブロックを含む。
2 灰色粘土層(75Y4/1)1層 を含む。

|

と'2Se Sロ
_//

A'2Se S鵬

【1号土器溜り】
1 黒色粘土層(10YR1 7/1)
粘性極めて強い。
下層はやや砂質粘上で木が入る。
2 灰色砂層(75Y4/1)
やや青味がある砂層。

第 7図  42・ 43・ 45～ 47・ 49・ 50・ 53～57号 ピット・ 1号土器溜り

1号柱根
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3号溝セクション①

上側 飾

∵ 尾亀 也上咸 10YR2/0

2 黒褐色粘質土層(10YR3/1)

赤色粒をやや多く含む。
砂粒・サビ・土器片を含む。
赤色粒を含む。

2号溝セクション①

2号溝セクション②

【2号溝‐1】
1 黒色粘上層(10YR2/1)上層に土師器を多量に含む。

赤色粒やや多い。サピあり。
2 黒褐色粘質土層(10YR2/3)

m

■'2604m

【2号溝‐2】
1 黒色粘質土(10YR2/1)

2 黒褐色粘土(10YR3/1)

赤色粒を含む。サビあり。
1層よりも砂粒を多く含む。

上層に土師器を多量に含む。
赤色粒・炭化粒・砂粒含む。サビあり。
砂粒少ない。掘りすぎか。

2・ 5薪
ビ 2604mれ

4号溝
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1 暗色粘質土層(10YR3/3)サ ビあり。赤色粒含む。
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図版 1

:航空写真(遺 PVA分布状況)

A一大坪遺跡

B一大坪遺跡 1次調査地点

C一大坪遺跡 2次調査地点

D―川田遺跡群(山梨学院大グラウンド予定地)

E―川田館跡推定地(甲府市史調査地点)

F―桜井畑遺跡

G―外中代遺跡

H―川田瓦窯跡

I― 上土器瓦窯跡

J―久保田・百々芽木遺跡

K―東畑遺FVI(山梨英和大学)

:調査前風景(西南より)



|ゞ二

鶏1婚

2:空撮



図版 3

1:西区(完掘状態、東から)

1号竪穴 遺物出土状況
1号竪穴 遺物出土状況
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1号掘立 完掘状況(東から)
1号掘立 確認状況
1号掘立 完掘状況

4:1号 掘立51号 ピット 断面状況
5:1号掘立31号 ピット 断面状況
6:3・ 4号土坑 完掘状況
7:5号土坑 遺物出土状況
8:5号土坑 遺物出土状況
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図版 6

1:2号溝付近 調査風景(西から)

2

3
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5

,2号溝 遺物出上状況
12号溝 遺物出土状況
:2号溝 遺物出土状況(凸帯壺 。円面硯など)
:2・ 3・ 5号溝 完掘(西商より)
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1,東区遠景

2:礫出土状況
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3:礫・木器等
出土状況

4:礫・木器等
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図版 11
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東区 木製品
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東区 木製品
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東区 木製品
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la

大坪遺跡出土木材組織顕微鏡写真

la スギ bar i lmm
YMN58

lb  tt bar:o.4mm

lc  tt bar:o lmm

2a ヒノキ bar
YMN77

2b   tt  bar

2c   tt  bar

lmm

O.4mm

0 1mm

lmm

O.4mm

0 1mm
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3a サワラ bar
YMN76

3b   tt  bar

3c    tt  bar

4a クリ bar:lmm
YMN121

4b  tt bar:0 4mm

4c  F] bar:0 2mnl



大坪遺跡出土木材組織顕微鏡写真

5a コナラ属クヌギ節
barilmm YMN99

5b   tt bar:0 4mm

5c   Ftt bar:0 2mm

6a コナラ属クヌギ節
barilmm YMN73

6b   tt bar:0 4mm

6c    tt  bari0 2mm

7a ケヤキ属クヌギ節
barilmm YMN66

7b   tt bar:0 4mm

7c    tt  bari0 2mm

8a  散子跡オbar:lmm

YMN52
8b   tt  bar:0 4mm

8c    tt  bar:0 2mm

図版45

幾鱒饉議



図版46 大坪遺跡出土木材組織顕微鏡写真

9a イスノキ bar:lmm
YMN53

9b   tt  bar:o.4mln

9C     F]   bar:0 2mm

ｂ

　

ｃ

トネリコ属 bar:lmlll

YMN75
同    bar!o.4mm

l司   bar!0 1mm
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出土した大型植物化石

(ス ケールは 1、 4～ 7が l cm、 2、 3、 8～ 10が lmm)

1.オニグルミ、核、6層 (No.1)

2.ク ワ属、種子、6層 (ml)

3.カジノキ、種子、6層 (配 1)

4スモモ、核、6層 (配 1)
5～ 7.モモ、核、5層 (配 1)

8.ヤマブドウ、種子、8層

9,ブ ドウ属 A、 種子、7層

10ブ ドウ属 B、 種子、5層 (配 1)
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図版47

出上した大型植物化石 (スケールは l mm)

11.ヒ ルムシロ属、核、 9層 12.イ トトリゲモ、種子、4層  13.サガミトリゲモ、種子、4層 14.イネ、未炭化穎、 6層 (血1) 15,イ ネ、炭化胚乳、 5層 (血 1)

16オオムギ、炭化胚乳、 5層 (ml) 17.オオムギ、炭化胚乳、4層 18,コムギ、炭化胚乳、 5層 (血1) 19.ウ キヤガラ、果実、 8層 20.ホタルイ属A、 果実、 4層

21.ホタルイ属B、 果実、4層 22.イボクサ、種子、4層 23コ ナギ、種子、4層  24.アサ、種子、 5層 徹泣) 25,カナムガラ、種子、 9層 26.イ シミカワ、果実、 9層

27.サナエタデ近似種、果実、 9層 28`ボ ントクタデK、 果実、 7層 29.ヤナギタデ、果実、 7層 30,タ ガラシ、果実、6層 似江) 31.マメ科、炭化種子、 5層 (ml)

32,マメ科、炭化種子、6層 (血 2) 33.エ ノキグサ、種子、 8層 34.ツ リフネソウ、種子、 8層 35.ノ ブドウ、種子、 9層 36アサザ、種子、6層 似江) 37.ガガイモ、種子、

38,エゴマ近似種、果実、6層 似江) 39,エゴマ近似種、果実、6層 (血 2) 40.シ ソ近似種、果実、6層 (血2) 41.ナス、種子、6層 (血1) 42.ナ ス属、種子、4層

8層



図版48

出土した大型植物化石 (スケールは43～46、 49～ 52が l mm、 47、 48が l cm)

43.ゴキヅル、種子、 9層  44.スズメウリ、種子、 8層 45。 メロン仲間、種子、 5層 (配 1) 46.メ ロン仲間、種子、 6層 (配 1)
47.ヒ ョウタン仲間、種子、 6層 (ml) 48.ト ウガン、種子、 6層 (ml) 49.ゴ ボウ近似種、果実、 6層 (No l)
50,タ カサプロウ、種子、 6層 (配 1) 51.メ ナモミ、果実、 6層 (m2) 52オ ナモミ、果実、 8層

47

51

2■よ

大坪遺跡東調査区の花粉化石 (scale bar20 μ m)

1

2

3

4

5

スギ PLC.SS 3123 試料12

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 PLCSS 3117 試料 6
カキ属 PLC.SS 3111 試料 3
ヨナラ属コナラ亜属 PLCSS 3122 試料 8
ヨナラ属アカガシ亜属 PLC.SS 3110 試料 3

Bar:
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堆積物中の珪藻化石顕微鏡写真

l Nitzschia trybionella No 6

(ス ケール ;20μ m)

4,Eunotia pectinals var undulata No.6

7.Neidium iridis No 6

10,Caloneis silicula No.2

13.Gomphonema acuminatum No.6

16.Pinnularia braun�  No 6

19,Gomphonema parvulum No.6

2.W[elosira varians No.10

5.Pinnularia acrOsphaeria No,2

8.Cymbella cuspidata No.6

11.Eunotia praerupta var.bidens No.6

14.Neidium affine No.2

17.Hant5schia amphioxys No.3

20,Navicula mutica No 6

3 Pinnularia gibba No.6

6 Stauroneis phoenicenteron No.6

9,Pinnularia viridis No.6

12.Gomphonema truncatu打 l No.10

15,Cymbena naviculiforinis No 6

18.Eunotia pectina■ s var.nlinor No.6

東区出土獣骨
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所 在 地 山梨県甲府市横根町546番地他

25,000分の 1

地図名・位置 。標高
甲府 北緯35° 39′ 29〃  東経138° 36′ 55〃  標高260m

遺

跡

概

要

主 な 時 代 古墳時代～平安時代

主 な 遺 構 竪穴建物跡 2、 土坑、ピット、溝、旧河道、旧沼地

主 な 遺 物 土師器、須恵器、土製品、瓦、灰釉陶器、木製品

特 殊 遺 構 木製品を伴う旧河道、旧沼地、土坑

特 殊 遺 物
木簡、付札状木製品、櫛、下駄、糸巻、木皿、火起し具、水車車軸、柱根、

梁等の木製品、瓦塔、円面硯、土鈴、巡方、猪牙製垂飾り

調 査 期 間 平成12(2000)年 5月 23日 ～ 9月 22日

なお緯度・経度は世界測地系データである。
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